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（日本建築協会論考コンクール）

第 4回 募集要項

■募集テーマ：「レガシーの新たな意味を問う」
　 　古今東西、人類は文明の証として数多くのレガシー（legacy）を今に
伝えてきました。レガシーの本質は、世代から世代へ重要なものを受
け継いでいくことにあり、これまでさまざまな分野でレガシーが語られ
てきました。建築の分野においてもレガシー論が盛んですが、特にオリ
ンピックや万博などの大規模イベントとの深い関連が見出されます。そ
の一方で、今年に入って世界規模で感染症が拡大するなど、従来の価値
観を大きく揺るがす想定外の事態が相次ぎ、予定調和が崩れつつある今
日、レガシーの概念にも変化の兆しがみられないでしょうか。そのよう
な状況をふまえ、レガシーという切り口から建築や社会のありかた、そ
れらの新たな関係性などを再考するユニークな論考を、建築以外の分野
の方々からも広く募ります。

■審査委員会
　審査委員長：髙田光雄（京都美術工芸大学教授、京都大学名誉教授）
　審 査 委 員：倉方俊輔（大阪市立大学准教授）
　　　　　　　弘本由香里（大阪ガス エネルギー・文化研究所特任研究員）

■審査方法
　・全審査委員により一次審査を行う。
　・ 一次審査により選出された論考を対象に、オンラインによる公開プレ
ゼンテーションを開催する。その後最終審査を行い、「片岡安賞」を
決定する。（「片岡安賞」は該当なしの場合もある）

　
■応募条件
　・投稿料は無料とする。
　・応募者の国籍、年齢、所属は問わない。
　・応募論考は単著、共著を問わない。
　・ 応募論考は未発表のものに限る。ただし、会誌『建築と社会』に掲載
された記事の改稿による論考は可とする。

　・使用言語は日本語に限る。
　・質問は受け付けない。
　・受賞者は本会会員になることとする。

■著作権・版権
　・著作権は応募者に帰属する。
　・ ただし本会にかかわる出版・印刷においては、一般社団法人日本建築
協会が自由に使用することができるものとする。

■執筆要領
　・頁数は、会誌『建築と社会』掲載時2頁（6,000文字程度）。
　・ 必要事項を記入した応募用紙とともに担当窓口へメール送付もしくは
A4サイズに印刷したものを郵送する。

　　なお、応募用紙は本会ホームページからダウンロードする。
　・ 電子データにて提出する場合、文書作成ソフトWord（Microsoft社）
もしくはそれに類するもので原稿を作成する。添付画像は解像度
300dpi以上とし、合計10MB以上になる場合は分割して送信すること。

■スケジュール
　2020年 8 月 募集要項公開
　　11月30日 応募締切（消印有効、電子投稿の場合23時50分）
　　12月～2021年 1 月初旬　一次審査
　　 3月初中旬 オンラインによる公開プレゼンテーション
 ・最終審査
　　 5月 受賞論考・著者名発表（『建築と社会』2021年5月号）
　　 6月 論考本文を会誌『建築と社会』2021年 6 月号に掲載
　　 6月 表彰式（一般社団法人日本建築協会定時総会）
　※なお後日受賞論考に基づく講演会・討論会を開催することがある。

■発表と表彰
　・ 受賞論考の論題と著者名を会誌『建築と社会』2021年 5 月号にて発表
し、全文を 6月号に掲載する。

　・同 6月の本会総会にて表彰し、受賞論考著者には賞状及び副賞を贈る。

■提出先
　一般社団法人　日本建築協会
　〒540-6591 大阪市中央区大手前1-7-31 OMM7F 
　電話 06-6946-6981　 FAX 06-6946-6984
　メールアドレス＜hensyu2@aaj.or.jp＞

　日本建築協会は創立100周年を機に、独自の事業として、いわゆる学術論文とは一線を画す「論考」コンクールをスタートさせました。
4年目を迎える今回も自由な発想に基づくオリジナリティー溢れる論考を募ります。新たな体制となった審査委員にチャレンジすべく
奮ってご応募ください。

主催：一般社団法人 日本建築協会　URL http://www.aaj.or.jp
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■特集予告
● 9月号／ 都市を鳥瞰する
●10月号／ 宇宙と建築（仮）
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建築と社会
Architecture and Society
Journal of the Architectural Association of Japan

日 本 建 築 協 会

撮 影 者：栗原正隆（くりはら　まさたか）
撮影場所：南海電気鉄道 旧浜寺公園駅舎
撮影時期：2019年 1月

写真について
およそ110年間にわたる勤めを終え、現在は
現役の駅舎としては引退している旧浜寺公園
駅舎。線路の高架化工事終了後に曳家されて
高架新駅舎の前にエントランスとして置かれ
る予定である。辰野金吾作品として東京駅に
比べればスケール感ではまるで及ばないが、
細部にこだわった様式美には被写体として惹
かれる存在。現在は「カフェ駅舎」として営
業されており、今後も周辺住民の憩いの場と
して使われ続けていくことでしょう。

今月の表紙

特集　 消費志向の変化と建築
～トキを味わう空間としての建築～

　【総論】
　　 　 消費志向の変化と建築

～銀座ソニーパークプロジェクトで考えたこと～●倉方俊輔  ――― 8
　【各論】
　 1　リアルバーチャルな建築へ～遊びの未来と建築～●渡邉寧人  ―― 12

　 2　 建築から社会に変化を伝える機会
～宿泊施設からアフターコロナを考える～●東　利恵  ―――――― 14

　 3　「スーパー銭湯」～トキを味わう空間～●佐藤　満  ――――――――― 16

　 4　 進む建築メディアの民主化～情報の逆流を促したSNS～
●原田真宏  ――――――――――――――――――――――――――――――― 18

　 5　 劇場はどこへ向かうのか
～アフターコロナに劇場の本質を探究する～●伊東正示  ――――― 20

　【編集後記】  ――――――――――――――――――――――――――――――――― 23

会告 第4回片岡安賞（日本建築協会論考コンクール）募集要項
定時総会議決のお知らせ、通常理事会議決のお知らせ、
臨時理事会議決のお知らせ、2019年度事業報告、2019
年度決算報告、2020年度事業計画、2020年度収支予算書、
2020年度日本建築協会役員会務分掌、2020年度日本建
築協会評議員、2020年度日本建築協会支部長、2020年
度日本建築協会委員
2020年度　第66回工高生デザインコンクール作品募集
京都支部主催　令和 2年度セミナー第 1回「歴史的建
築物の活用と改修－その職能とデザインを考える－」
第27回　会員作品“私の空間作法”作品募集

37
48

49

作品作風 武庫川女子大学公江記念館
奈良県コンベンションセンター

2
4

gallery 吉野杉のベンチ●平井健太 6

法令コーナー 「危険物施設の風水害対策ガイドライン」公表●木下　彰 24

設備の頁 「ロータリーダンパー天井制振システム」
～天井と空調機の耐震性を同時に向上●奥田浩文　青山優也 25

特別寄稿 私たちは都市災害を攻略できるのか●河田惠昭 27

再読
関西の建築

大同生命江坂ビル●安田徹也
33

information 建築をみる2020　東京モダン生活（ライフ）　東京都コ
レクションにみる1930年代／ヤン・ヴォー ーォヴ・ン
ヤ／京都市京セラ美術館開館記念展　杉本博司 瑠璃の
浄土／西宮市大谷記念美術館の＜展覧会とコレクショ
ン＞ 2　ひろがる美術館ヒストリー 50

月間の動き 2020年 6月 52



所 在 地　兵庫県西宮市鳴尾 1丁目46番，他
敷地面積　14,844.66㎡
建築面積　 1,254.49㎡
延床面積　 9,149.30㎡
構造規模　RC・S造（一部SRC造）
　　　　　地上 8階・地下 1階
工　　期　2018年12月～2020年 3 月
最 寄 駅　阪神本線　鳴尾・武庫川女子大前駅
撮　　影　ナカサアンドパートナーズ、古川泰三

南立面

コラボフロアとラボフロア
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武庫川女子大学公江記念館
建　築　主　学校法人武庫川学院
設計・監理　竹中工務店
施　　　工　竹中工務店

日本一の規模の女子総合大学である武庫川女子大学の経営学部校舎の新設にあたり、
多くの諸先輩や友人との交流を通して多様な価値観を育成する新しい学び舎
“Shared Studios”を創り出した。壁をなくした立体的なワンルーム空間が、生徒たち
の主体的な学びを促すと共に、学生の居場所に選択性を与えることで、交流が生ま
れるきっかけを作りだした。さらに、研究⇔演習という目的の異なる学習空間を積
層させ吹抜けを介して緩やかにつなぐことで、学習に適したプライバシーを確保し
ながら互いの活動が見える関係性を作りだした。演習のためのコラボフロアはプロ
ジェクト型授業や講演会など、他学部も巻き込んでの新しい授業形態にチャレンジ
するためのオープンでフレキシブルな学びの場である。ファブリケーションラボ、
プロジェクトラウンジを設け、さらに、学外ゲスト用のゲストラウンジも完備する
ことで、学生と社会の日常的な接点を設け、共同プロジェクトの起点の場となるこ
とを意図した。研究のためのラボフロアでは 研究室を最小化し共用スペース（研究
室ラウンジ）を生み出すことで、教員同士の交流の機会を増やした。さらに、ミニ
キッチン付きのリフレッシュスペース（コミュニケーションカウンター）を設ける
ことで、教員と学生のインフォーマルなコミュニケーションの促進も意図している。
 （堀良平・市川雅也／竹中工務店）

作品作風

中央吹抜

3F：ゲストラウンジ

4F：ゼミスペース

2F：学生ラウンジ

B1F：大講義室



所 在 地　奈良県奈良市三条大路一丁目
敷地面積　24,385.90㎡
建築面積　12,326.78㎡
延床面積　35,469.21㎡
構造規模　鉄筋コンクリート造・
　　　　　鉄骨造・木造
　　　　　地下 2階・地上 2階・塔屋 1階
工　　期　2017年 9 月15日～2020年 3 月31日
最 寄 駅　近鉄奈良線　新大宮駅
撮　　影　ヴィブラフォト　浅田美浩

西側外観

大会議場／2000人収容

天平広場／左手奥が物販・飲食店舗（蔦屋書店）、左手前がNHK新奈良放送局、右がコンベンション施設

中会議室／ホテルと連携しやすい 2階に設置 天平ホール／天平文様をあしらった移動観覧席



奈良県コンベンションセンター
建　築　主　奈良県、PF I奈良賑わいと交流拠点
設　　　計　大林組大阪本店一級建築士事務所、梓設計
監　　　理　梓設計
施　　　工　大林組

奈良の豊富な歴史文化資源を更に活かすべく、奈良市中心部の県有地に
滞在型観光を中心とした新たな賑わいの拠点を整備するプロジェクト。
会議場、物販・飲食店舗（奈良蔦屋書店）、バスターミナル等で構成され、
中心には「天平広場」と名付けた屋外広場を設けている。

同時期に隣接して建設されるホテル、放送局を含めた街区全体の有機的な
繋がりを目指した施設配置としている。連携を考慮し会議場はホテル側
に配置、敷地中央に多様なイベントが開催可能な天平広場を配置し、これ
に面し会議場・奈良蔦屋書店の主出入口及び、放送局の公開スペースの
出入口が設けられている。

外装は天平文化をデザインモチーフとし、軒の水平線を強調したスカイ
ライン、東大寺正倉院（校倉造）を想起させる外壁、寺社の回廊を想起
させる列柱を設けている。また国産材のブランドである吉野杉・桧を屋根
の集成材の格子梁や、無垢材・スライス材・壁紙などの仕上材、コンク
リート型枠、ランプシェード、扉の引手、家具、鉋屑を挟んだガラス
スクリーンなど様々な活かし方を試みている。また一方で、奈良晒や大和
蚊帳、吉野手漉き和紙等を使用するなど、奈良らしさを体現する空間
づくりを目指した
 （黒川宗範、岡村吉展、太田裕人／大林組）

作品作風

校倉造をモチーフとしたPCa壁 2Fロビー／吉野杉のベンチと天井アート

大宮通り 三条通り 

バスターミナル 

天平広場 

コンベンション施設 

NHK新奈良放送局 N

駐車場 駐

JWマリオットホテル奈良 J

三

奈良蔦屋書店 

コンベンション施設総合案内
／吉野杉の天井ル－バー、左手は鉋屑を貼ったガラススクリーン

中会議室ホワイエ
／吉野杉による校倉造をモチーフとした壁、左手は檜皮による手漉き和紙西側からの空撮

物販店舗階段・エレベーターホール／木材集積所をイメージした壁と吊階段バスターミナル・待合／吉野杉集成材を使った格子梁、杉型枠のコンクリート塀



企画編集：藤原　寛（作品作風小委員会）

日本人工三大美林の一つに数えられる
吉野林業、吉野杉。
その主産地である奈良県川上村に移住、
工房を開いて3年が経ちました。
日々、仕事で吉野杉と向き合っている
と、吉野杉の性質に驚く反面、その均
質さ、無欠点さに違和感を感じる様に
なりました。本来自然のものである木
が、木ではない様な・・・。
今回はそんな優等生の吉野杉と、個性
全開の天然材を組み合わせてベンチを
制作しました。
均質さと唯一無二、その特性を 1つに
まとめた作品です。
大きく根元から曲がった座板は力強く
その木が育ってきた厳しい環境を想起
させ、大地の力強さを感じさせます。
その上で緩やかな弧を描く長尺無節、
無欠点（ 6m ! ）の吉野杉で作られた
背板は、まるで龍が泳いでいる様な、
たおやかな印象を与えてくれました。
吉野材の特性を生かしつつ、新しい表
現が出来たと同時に、自身としても 1
つ成長できた作品になりました。
なお、当作品は奈良県コンベンション
センター 2階ホワイエに展示されてい
ます。

平井健太（ひらい　けんた）
1984　静岡県出身
2007　 京都造形芸術大学

環境デザイン学科卒業
2007　 清水建設株式会社

関西事業部設計部勤務
2010　 飛騨高山「森林たくみ塾」にて

木工技術習得
2012　 アイルランド

「joseph walsh studio」勤務
2016　 地域おこし協力隊の制度を活用

し、奈良県川上村に移住
2017　「studio Jig」開設
2018　 L E XUS  N EW  TAKUM I 

PROJECT2018
　　　  奈良県代表
【受賞歴】
国際家具デザインフェア旭川2017
ブロンズリーフ賞受賞
ウッドデザイン賞2017
優秀賞（林野庁長官賞）受賞

studio Jig　HP
https://www.studiojig.com/

galleryま
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吉野杉のベンチ

木工作家

平 井  健 太

両側から座れる曲木を用いたデザイン

吉野杉山林、使用材は130～180年生

座面と背板は山桜材のスポークで接合
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特集
消費志向の変化と建築

～トキを味わう空間としての建築～

ȁ世界中͈情報͉今やȂ瞬時ͅ拡散̱Ȃ共有̯ͦͥȃGŰŰŨŭe eaųŵṹ世界ͬ旅̳ͥ͢うͅȂ

IůŴŵaŨųaŮ́体験ͬ共有̳ͥ͢うͅȂΑζγ一̾́世界ͬ疑似体験̱̀いͥȃ一方́Ȃ̹く̯͈ͭ

情報ͬ受̫取̭ͥ͂́Ȃ自ͣ経験̳ͥ既存͈物事ͅ対̱͈̀感動や魅力ͬ感̲ͅくく̈́̽̀いͥ

͂言わͦ̀いͥȃ

ȁ人々͉潜在的ͅ文化や娯楽͈̈́̓非日常͈͒消費欲求ͬ抱え̀いͥȃそ̱̀Ȃそ͈消費欲求͉

時代背景͂共ͅ変化̧̱̹̀ȃ9ı年代後半͉ͅȸκノ消費ȹ̥ͣȸコΠ消費ȹ͈時代͂言わͦȂ

所有ͅ見出̳価値観̥ͣ体験・経験ͅ見出̳価値観͂̈́̽̀い̹ȃそ̭͉ͅ人々̦̳́ͅ多く͈

κノͅ満̹̯ͦȂκノͅ代わͥ新̹̈́価値観ͬ求͛始̹͛時代背景ͅ重̈́ͥȃ

ȁĳıĲı年以降͉新̹̈́消費行動̱͂̀ȸΠキ消費ȹ͂いう新̹̈́価値観̦提唱̯ͦ̀いͥȃ※そ̭

͉ͅ Ĵ ͈̾要素ͬ併̵持̹̽仕組͙ͬ持̾͂言わͦ̀いͥȃ※博報堂生活総合研究所

非再現性：時間や場所̦限定̯̤ͦ̀ͤȂそ͈瞬間ͬ逃̳͂同̲盛ͤ上̦ͤ・感動͉二度͂味わえ̈́いȃ

参 加 性： 単ͅ用意̯̹ͦコϋΞϋΜͬ消費̳̺̫͉ͥ́̈́くȂ消費者自身̦主体的ͅ参加̳ͥ運動体͈

側面̦強いȃ

貢 献 性： 運動体ͅ参加̳̹͈ͥ͛行動̦明確́Ȃ参加̱̹成果̦目ͅ見え̀わ̥ͥ͢う̤̈́̽̀ͤͅȂ

盛ͤ上̦ͤͅ貢献̱̀い̭ͥ͂ͬ実感̧́ͥȃ

ȁ特定͈場所や時間̱̥́楽̧̱͚̭̦͂́̈́い一回性やȂあͥ意味コͺ́ζͼ΢ー̈́体験ͬ

重視̳ͥ傾向́あͥ͂͜いえͥȃ̭̭͉́多角的̈́視点̥͈ͣ論考ͬ͂͜ͅȂȸΠキ消費ȹ時代͈

建築ͅ求͛ͣͦͥ建築や社会͈在ͤ方Ȃ͌い͉̀コυ΢禍以降͈消費͂建築͈在ͤ方̾ͅい̀

考えͥ手掛̥̱̹ͤ͂いȃ

編集委員ȁ東ȁ拓郎

Ⱥ総論Ȼ

ȁȁȁ消費志向͈変化͂建築～銀座ソΣーΩークプυΐͿクΠ́考え̹̭͂～ 倉方俊輔

Ⱥ各論Ȼ

ȁˍȁςͺσΨーΙλσ̈́建築͒～遊͍͈未来͂建築～ 渡邉寧人

ȁˎȁ建築̥ͣ社会ͅ変化ͬ伝えͥ機会～宿泊施設̥ͣͺフΗーコυ΢ͬ考えͥ～ 東ȁ利恵

ȁˏȁȶΑーΩー銭湯ȷ～Πキͬ味わう空間～ 佐藤ȁ満

ȁːȁ進͚建築ιΟͻͺ͈民主化～情報͈逆流ͬ促̱̹SNS～ 原田真宏

ȁˑȁ劇場͉̭̓͒向̥う͈̥～ͺフΗーコυ΢ͅ劇場͈本質ͬ探究̳ͥ～ 伊東正示

Ⱥ編集後記Ȼ

企画：建築計画系分科会
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■はじめに－「消費」再考
　「銀座ソニーパークプロジェクト（Ginza 

Sony Park Project）」というプロジェクトに関

係している。今回、お題をいただき、各論を

拝読して、私としては初めて、社会的に「実

践」と呼んでよいだろうものについて書くこ

とにした。

　このプロジェクトは、銀座・数寄屋橋交差

点に面した銀座 5丁目で行われている。検討

が開始された段階からお声がけをいただき、

2016年に計画が公になった。2018年にフェー

ズ 1である「銀座ソニーパーク（Ginza Sony 

Park）」が開園し、2019年度のグッドデザイ

ン賞で4772件の中から 5件のファイナリスト

の一つに選ばれるとともに、「グッドデザイン

金賞（経済産業大臣賞）」を受賞した。銀座ソ

ニーパークは2021年 9月末までの期間限定で、

現在、2025年からのフェーズ2を計画中だ。

銀座ソニーパークの地上部

　プロジェクトの大きなテーマは「時間」

だった。ありふれた再開発とは違った時間の

感覚を持ち込みたかった。もう一つの主題は

「空間」である。建物がどのような空間の中に

あるか、そしてどのような空間を形成するか。

2020年の東京オリンピックを目指して、東京

の街は至るところで掘り返され始めていた。

それらが建物の内外の空間を平準化する方向

にしか向かわないのであれば、よき施設では

あれ、建築という言葉を用いる必要は、必ず

しも無いのかもしれない。ところで、現代と

は果たして、空間の意味が無化する一方の時

代なのだろうか？ 私は違うと思う。

　もう一つ「クライアント（施主）」という

テーマも内在しているが、これは今回は置い

ておく。本誌「建築と社会」からは毎回、適

切なタイミングで原稿のご依頼をいただいて

ありがたいが、銀座ソニーパークプロジェク

トに取り組む中で深めていたクライアントに

対する思考は、2016年12月号の「クライアン

トエンパ ワーメント時代の建築－新しい仕事

の仕方」、2017年 3月号の「建築と社会の100

年から－続 クライアントエンパ ワーメント時

代の建築」の中に刻まれている。2018年 8月

号の「平成という時代と建築」も関連する論

考だ。ご興味があれば、ご一読ください。

　今回の特集企画は、副題が「トキ（時間）」

「空間」そして「建築」という単語で構成され

ている。主題の「消費」に対しては、刺激的

な語感を受ける向きも多いだろう。何せ「消

える」に「費やす」である。文化的な感じも

しないし、構築的な感じもしない。建築とい

うものをオーソドックスに文化的に捉えると、

反発したくなるかもしれない。

　けれど、我々が消費の中にいるのは確かで

あると思う。それは近ごろ始まったことでな

く、生物のように食物を消費し、動物のよう

に欲求の対象を消費し、人間のように意味を

消費している。そんな運動によって、我々は

自分自身を保ちながら、少しづつ変化してい

る。

　辞書で「消費」を引くと「使って無くす

こと」と出てくるが、それはラテン語源の

con（完全に）＋sume（取る）に由来する

consumptionの翻訳語の概念を叙述したに過

ぎないだろう。例えば、食物は個体のエネル

ギーに、欲求は個体の再生産に、意味は人生

の充実へと、別の形になっている。現実には、

無くなっていないのだから。外のものを内に

摂取すること、またはその行為、というくら

いが妥当ではないか。

　なぜ、こんなことを述べているかというと、

それは本誌が建築に関わる人々が交流する場

だからである。われわれの仕事は概念の操作

でないのだ。それに対しては、また別の専門

分野がある。したがって、消費を現実の行為

として捉える地点から始めたい。すると、消

費の発生や革命が歴史軸上の特定の位置にあ

るとみなして、それを過度に称賛したりする

必要も、あるいは否定したりする必要もない

ことに気づく。外のものを内に摂取すること

としての消費を、ナチュラルな人間の行為と

して捉え、その美点に対して建築に何ができ

るのかを、原点から思案し、行動できるので

総論

消費志向の
変化と建築
～銀座ソニーパーク

プロジェクトで考えたこと～

大阪市立大学大学院工学研究科
准教授

倉方俊輔

1971年東京都生まれ。早稲田大学理工学部
建築学科卒業、同大学院修了。博士（工学）。
2011年より現職。日本近現代建築史の研究・
批評・紹介の他、日本最大級の建築公開イベ
ント「イケフェス大阪（生きた建築ミュージ
アムフェスティバル大阪）」実行委員会委員
などを務める。日本建築学会賞（業績）、日
本建築学会教育賞（教育貢献）ほか受賞。
主な編著書に『みんなの建築コンペ論̶新
国立競技場問題をこえて』（NTT出版）、『神
戸・大阪・京都レトロ建築さんぽ』（エクス
ナレッジ）、『吉祥寺ハモニカ横丁のつくり
方』（彰国社）、『これからの建築士』（学芸出
版社）、『伊東忠太建築資料集』（ゆまに書房）、
『吉阪隆正とル・コルビュジエ』（王国社）な
どがある。
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はないか。そして、いわゆるコロナ後の世界

とはそのような、決して劇的ではないもので

あることを、これから述べていく。

　銀座ソニーパークプロジェクトは、紛れも

なく「消費」の中にある。新型コロナウイル

ス感染症（COVID-19）という、設計時には

想定していなかった出来事の影響も受けてい

る。「時間」と「空間」が主題であり、「建築」

のこれからにも関係するだろう。あるいは、

建築史を専門とする私が、消費をめぐる実践

に参与していることにも、何らかの時代性・

歴史性があるのかもしれない。そんな理由か

ら、この事例を見つめ直すことにしたい。

■空間は流れ、佇む
　銀座ソニーパークプロジェクトの概要をま

ず述べるべきだろう。

　先に触れたように、敷地はJR有楽町駅の近

く、東京メトロ銀座駅に直結した数寄屋橋交

差点の一角である。ここには建築家・芦原義

信が設計して1966年に完成した「ソニービル」

が建っていた。

　ソニーというと、ウォークマンに代表され

る電機メーカーのイメージがいまだに強いか

もしれない。しかし、最新の2020年 3月期

決算を見れば「ゲーム＆ネットワークサービ

ス」すなわちプレイステーションやそのソフ

トを扱う部門の営業利益が2384億円、「イメー

ジング＆センシング・ソリューション」と呼

んでいるスマートフォンなどのイメージセン

サーを中心とした部門が同2356億円と、収益

の二本柱になっている。それに続くのが音楽、

金融の部門からの売り上げである。電機メー

カーらしい事業は「エレクトロニクス・プロ

ダクツ＆ソリューション」の営業利益である

873億円の中に主に含まれるに過ぎない。

　かつて世界的だった日本企業の凋落が報じ

られることは2010年代に日常茶飯事となった

が、その中でも同社の業績は好調であり、そ

れは時代の変化に応答できたことの証左であ

る。成り立ちの変化の中で、ソニービルを抜

本的にどのように捉えたら良いのか。私を含

む各分野の社外の有識者が、社内のチームに

加わって、本質的な議論が始まった。

　2016年 6月に「『銀座ソニーパークプロ

ジェクト』始動」と題されたプレスリリース

が発表された。ソニービルを2017年 3月末に

閉館することを公にし、「本年より7年掛かり

で、ソニービルのリニューアルを進めていき

ます」と記されている。

　構築物の側面について言えば、プロジェク

トの概要は次のようになる。ソニービルは地

上 8階、地下 5階で、ほぼ長方形の平面であ

り、地上部は1/4階づつ上昇するスキップフロ

アの構成を持つ。同ビルの閉館後に、既存躯

体の地上1/2階から上の部分を解体し、地上部

分をオープンスペースとする。地下は店舗な

どに活用し、地上からそこに至る階段を新設

する。また、スラブの一部を撤去することで、

トップライトがあいた地下 1階から 3階まで

の吹き抜けを設ける。

地下1階から空が見える

　地上と地下を減築することで現在の基準に

添うよう耐震補強を施す必要がなくなり、さ

らに壁が撤去できる。地下 2階で地下鉄コン

コースと面していた耐震壁や地下 3階の駐車

場との境にあった耐震壁を取り去った。

　減らすデザインには目的がある。ソニービ

ルと聞いてまず思い浮かぶのは、地上部分の

外観ではないか。スタイリッシュで、数寄屋

橋交差点に映える。加えてわれわれが大事だ

と考えたのが、ソニービルが持つ交通のジャ

ンクションとしての性格である。ビルは地下

２階で地下鉄に接続している。地下 3階は巨

大な西銀座駐車場に面する。地上部では太い

外堀通りと晴海通りが交差している。芦原義

信はそれがつくる大きな隅切り部に建物を建

てず、ポケットパークとした。

　モダニズムの中心は、表層の新しさにある

のではないだろう。人や光や空気といった流

れるものをいかに制御するという点から形を

つくろうとしたことに、建築史上の画期があ

ると私は考える。ソニービルの外観に印象的

だったルーバーも、そのようなものだった。

スキップフロアは動線が形になったもの。ポ

ケットパークは土地を都市に提供し、人を佇

ませる小粋な工夫だ。

　このような直接は見えないものを、継承す

ることができるのではないだろうか。銀座ソ

ニーパークに、かつてのような外観はない。

その代わり、人や光や空気が流れ、佇むこと

を加速させている。トップライトから光が地

下に注ぎ、吹き抜けを抜ける。新設された階

段から入った空気は、壁で遮られることなく、

地下鉄のコンコースに流れる。人は地下鉄や

車を降り、ビル内を抜けて地上に向かうこと

ができる。展示に目を止めても、止めなくて

もいい。用意された椅子で一休みすることも

できる。地下には、いくつかの売店や店舗が

用意されている。どれも自由に入り、出られ

る空間だ。地上部は深夜でも空間が閉じられ

ることがない。公道から連続している。特定

の目的のために囲いこむのではなく、通り抜

けたり、佇んだりできるように設計されてい

る。地表にあらわれた部分も、地下の空間も

同様だ。これはソニービルにあったポケット

パークを拡張したものともいえる。

　「パーク」と名付けられているのは、地上

部に空き地をつくったからではない。緑を生

やしたからでもない。パーク（Park）は元来

は「囲っている場所」、具体的には中世におい

て「王侯や貴族が狩猟用に囲い込んだ猟区」

を指す言葉として用いられた。それがやがて

慈善行為として人々に開放されるようになり、

18～19世紀に今のような日常的、公共的な開

放地という意味に変化した。「私からの公共」

という原義を再び活性化させているから、銀

座ソニーパークは「パーク」なのだ。

　それは思い思いに消費され、摂取される場

である。何か全員が目指すべき目的があるの

ではない。人や光や空気が流動し、快適さや

食物に対する欲求を満足させたり、意味を見

出したりできるものが、ぱらぱらと存在し、

それも時間とともに変わりゆく。パークは一

緒に盛り上がったり、共に貢献したりする場

ではないのである。

　これが進行形のパーキング（Parking）に

なると佇む、一時的にとどまるという意味が

強まる。銀座ソニーパークは突然に現れたも
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のではない。2017年 3月末の閉館までの期間

にも、さまざまな実験的な使用が行われた。

2016年 3月から開かれた「ザ・パーキング銀

座（THE PARK・ING GINZA）」もその一つ

だ。地下 3・ 4階に入っていた「マキシム・

ド・パリ」を閉店した後、店の内装の一部を

残しながらオープンした期間限定のセレクト

ショップである。隣が西銀座駐車場であるこ

と、一時的であること、次のパークの予告を

兼ねているのだ。

マキシム・ド・パリの階段が残る地下4階

　先ほどは、銀座ソニーパークとソニービル

の近しさを述べた。次は、遠さについて触れ

よう。

　マキシム・ド・パリの内装は、パリ本店の

アール・ヌーヴォー調のインテリアを再現し

ていた。エレベーターや空調装置などのおか

げで、地下深く身体があるとは思えない。隣

に駐車場があることも感じさせない。このよ

うに都市の中でその建物がどこにあるかにも、

その建物の中で部屋がどこに位置するかにも

無関係に、壁を隔てて各々の目的を満足させ

られる－マキシム・ド・パリのような復古的

な内装でさえも－ことが、近代の建築の一つ

の目標だったと言えよう。技術の力によって、

空間と時間の個別性を無化し、すべてを制御

下に置こうとする。そんな性格はモダニズム

の名作を生み出し、今日の再開発にも流れ込

んでいる。

　ザ・パーキング銀座は、それとは違う。駐

車場の隣にいることを意識させ、地下という

－文字通り－アンダーグラウンドな位置を活

用し、以前の内装を残し、変えることで、一

つの意味で塗り込められない空間が成立した。

　ザ・パーキング銀座のありようは、現在の

銀座ソニーパークに続いている。それはあら

かじめそうであったのではなく、この実験が

うまく行ったから、次のステップに取り込ま

れたのである。空間は壁で隔てられることな

く、他の場所と一緒になって、人や光や空気

の流れと一時停止を促進している。

　では、銀座ソニーパークは、ソニービルの

モダニズムに肯定的なのだろうか、否定的な

のだろうか。

　どちらでもあるだろう。言えるのは、断絶

的ではなく、継承的だということ。観察し、

発見し、操作して、別の意味を加えていると

いうことだ。それはマキシム・ド・パリやモ

ダニズムとの関係性にも妥当する。存在する

空間を隔てたり、存在した時間を無化すると

いう姿勢とは、ずいぶん遠いところにある。

行為的かつ批評的である、と形容しても良い

かもしれない。

　ここまで建築を、連続する空間から述べて

きた。それが自然と時間に言及させることに

なった。銀座ソニーパークの空間と時間と建

築は、きっぱりと分け隔てができないもので

あるらしい。今回の特集のサブタイトルであ

る「トキを味わう空間としての建築」という

ことか。

　しかし、忘れてはならない点がある。銀座

ソニーパークは、銀座ソニーパーク「プロ

ジェクト」の一部だということだ。言い換え

ると、ここにおける建築は、構築物だけでは

ない。時間の側面からも捉えたい。プロジェ

クトに流れて佇む時間についてである。

■時間は連続する
　2016年 6月のプレスリリース「『銀座ソ

ニーパークプロジェクト』始動」には、プロ

ジェクトが「本年から」始まると記されてい

た。ここでの「プロジェクト」は、通常いわ

れるのとは異なって、竣工に向けた構築物の

建設のことではない。閉館までの使い方、改

修工事から銀座ソニーパークの開園、その後

のイベントの実施やポップアップも含めた店

舗の変化、次の建物建設、再開館とその後の

利用までをひとつながりとしている。

　まさに「プロジェクト」であるのだ。この

言葉については、かつて2010年代が始まる前

年、SDレビューの傾向に対して書いた以下の

解釈がいまだにあてはまる。

　 　単体の完結した建物ではなく、ひと言で

言えば「プロジェクト」と呼ぶべきものに

なっている。施主と設計者と施工者の役割

が重なっていたり、時間と共に変容して完

成年次が特定できなかったり、穏やかな場

から社会的な波及効果を期待したりといっ

た、いくつかの作品に共通する特徴は、そ

うした性格から来ている。ここでの建築家

は、ある効果を発揮するために、計画の総

体を提案する立場である。いわゆる設計の

枠を超えて、建物をつくろうという以前の

段階から関わり、それが場を作る以後の段

階まで見据えようとする。具体的な事物で

もって、巻き込んでいく。それは決して、

大きな設計依頼が無くなったからといった

「受け身」の姿勢ではない。建築にはまだま

だ果たすべき役割があるという「攻め」の

姿勢である。

　倉方俊輔「『形式的実験』と表現的実験のはざまに」
『SD2009』（鹿島出版会、2009）

　この批評に最も相応する実践が銀座ソニー

パークプロジェクトである。文中の「具体

的な事物」というのは、かつてのビルの痕跡

を残すように行われた設計が該当する。建築

は具体的な行為であって、概念の操作には還

元できない。ソニーという企業の規模からす

れば、これは決して「大きな設計依頼」では

ない。しかし、大きな効果を生んだ。東京オ

リンピックに向けて建設、開業ラッシュが続

く中、それをあえてスルーすることは驚きを

もって迎えられた。この小さな敷地でのプロ

ジェクトは、広告に換算すれば莫大な効果を

生み、開園から 1年間で385万人の来訪者を

迎えた。

　プロジェクトとして連続する時間は、さま

ざまな使い方を試し、新しいビルのあり方と

使い方にフィードバックさせる。オープンス

ペース、リノベーションといった2010年代の

手法を踏まえた上で、それを再び、建てるこ

とに再帰させたものと言えよう。

　2016年のプレスリリースでは銀座ソニー

パークを2020年 9月まで開園し、その後に

新ビルを建設、2022年秋に再開業というスケ

ジュールとなっていた。そこから銀座ソニー

パークをもう 1年続け、新ビルの完成は2025
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年中となることが2020年 6月に発表された。

　これほど大きな事業の変更が 2、 3か月で

決定されるとは考えづらい。スケジュールの

再調整やプロジェクトの性格が、新型コロナ

ウイルス感染症とそれに伴う東京オリンピッ

クの延期と関係するように見えるのは、偶然

の産物だろう。

■ 消費されうる強靭さ
　新型コロナウイルス感染症と、それがもた

らす社会変化の特徴の一つは、劇的でないこ

とにあるだろう。これは多くの犠牲を払わな

ければならない、重大な出来事である。その

現れや対策は多様で、これまでの国民性や地

域性が浮き彫りにされた感もある。経済であ

れ、政治であれ、急激な変転は今のところ起

こっていない。起こることへの期待が高まる

ような性質を、本来持っていないのかもしれ

ない。英雄的な勝利宣言も、全面的な悲観も、

どこかそぐわない。それぞれの対処の仕方を

するしかなく、もちろんこれによって社会は

変化するのだろうが、変化のどこまでが影響

なのか分からないというのは、まことにウイ

ルス的ともいえる。人間であれ神であれ何か

の決定的な主体を連想されるようなものでは

なく、ナチュラルに、継承的なのである。

　銀座ソニーパークの見え方は、この想定外

の出来事を受けても激変はしないのだ。それ

が興味深い。

　コロナ後で、多くの人が感じているのは、

合目的なことの弱さだろう。世の潮流とされ

るものに乗っていることの強さ、無駄のない

空間の合理性、エモーショナルな盛り上がり

といったものが、少しの前提が変わるだけで、

弱さに転じる。

　「消費」は無くならない。仮設された計算

上の消費は減少したり、衰退したりするかも

しれないが、外のものを摂取し、自分の一部

にする行為は生きている限り消滅しないし、

人はパンのみで生きているわけではないから、

刺激だったり発見だったりを消費し続けてい

く。ただ、そのより根源的なありようが、見

えやすくなっただけだろう。

　銀座ソニーパークは、ソニーのブランディ

ングなのだろうか？ そうであるともいえる

し、そうでないともいえる。

　これが話題をよんだのは、通常であればす

ぐに建て替えるべきプロセスを引き伸ばし、

建設と活用、新築とリノベーションの境を紛

らわしたことにある。できる限り迅速に容積

率いっぱいに建てることを命題とするのが通

常の発想であるところに、そうでないことを

行ったのである。これは巨大な資本があるか

ら可能なことだ。そのことが、やはり他と違

うソニーと思わせた。

　ここまでは正しいだろう。けれど、それを

ブランディングの広告費用とみると、本質を

捉え損ねそうだ。そのように合目的性の高い

ものとして、こうしたことが本当に行えるだ

ろうか？ 筋書きを書いてその通りに人や物や

事が動くだろうか？ もしそうだったとした

ら、新型コロナウイルス感染症のような「想

定外」に対してもっと弱かったのではない

か？

　狙いがないわけではないが、おそらくもっ

と実験的である。タクティカル・アーバニズ

ムに少し近いかもしれない。小さく始めてみ

るという点においても、実行者であるわれわ

れの意識も変化する点においても。

　これを今回の特集のテーマである「消費」

と関連づけると、次のように言えるだろう。

企業は消費者に消費させる主体ではない、消

費者に意味を消費される客体である。企業と

いう言葉を、地域などに置き換えても同様だ。

　いわゆるブランディングに対して私が懐疑

的なのは、そんな筋書き通りに人は心や身体

を動かさないからである。いわゆる消費を、

直接的に促すことは今日ますます困難だろう。

ただし、それは何もしなくていいということ

とは違う。「意味を消費される客体」として捉

えた時に、どんな余地があるのか、可能性が

内在しているのか、それを考えることは、ま

ずもって自分が楽しいのではないだろうか。

意外に幅があることに自信が持てたり、それ

でも中心軸が強靭にあるのに気付いたりする

はずだ。自分にない外から持ってきたもので、

外の人を動かそうと四苦八苦することなどよ

り、よっぽど愉快に違いない。

　重要なのは「消費される」というのは、何

かを奪われることではないという事実だ。冒

頭に述べたように、それは仮想された概念に

過ぎない。実際に起きているのは、外のもの

を内に摂取して、その個体＝個人が、一層そ

の個体＝個人らしくなっているという現象だ

けである。その対象は必ずしも痩せ細るわけ

ではない。特に、意味の消費においては、消

費されようとすることで、より充実する、す

なわち自分の中に新たな意味が見出せる場合

だってある。

　銀座ソニーパークプロジェクトは、そのよ

うな実践にほかならない。外に対してソニー

らしさをアピールし、内が楽しみながら、試

行とフィードバックで、筋書きのない自己を

見出していく場にもなっている。

　銀座ソニーパークプロジェクトのあり方は、

ここまでの叙述を踏まえると、次のようにま

とめられる。〈単一性〉ではなく〈複数性〉を

備え、〈合目的性〉ではないという意味で〈非

合目的性〉という言葉で表せ、〈断絶性〉では

ない〈継承性〉のクリエイティビティだと。

それぞれ後者が、コロナ後の世界に呼応して

いる。

　どのようにしたら、このようなことが可能

なのか。自分が今どこにいるのかを知ること

が大事そうだ。すなわち地理的な認識が。そ

して、それも過去からやってきたものだから、

根元は歴史的な認識にある。

　もちろん、世の中の多くの事柄がそうであ

るように、これも紆余曲折と無縁ではない。

モダニズムの名作であるソニービルの解体を、

私のような建築史家が果たして諸手を挙げて

賛成するだろうか。

　実践に関わる機会はまだ多くない私が確信

を持って言えるのは「チーム」の持つ力だ。

異なる立場や視点からの言葉・行動が混ぜ合

わされる。それは合目的性に根ざした分業と

は違う。銀座ソニーパークプロジェクトは、

疑いなくチームの仕事である。英雄的なリー

ダーに統率されたものでもなければ、一様な

団体とも違うし、仕事の分担が壁で仕切られ

ているわけでもない。これはコロナ後に求め

られる強靭さを生む鍵だろう。ところで、歴

史的な建築とは、そのように消費させ、消費

されない強靭さを持つものではなかったか。

その研究を進め、本稿のような概念も生みな

がら、次の実践に関わりたいと思う。

 （くらかた　しゅんすけ）
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■ 1980年後半～1990年前半バ
ブル期が商業建築の原点

　建築は長く権威の象徴であり、公共空間、

住居空間が主たるテーマだった。テーマパー

クやショッピングモール、ディスコなどの商

業空間（遊びの空間）が1980年後半～1990年

前半のバブル期に広く大衆文化の中に「象徴

的建築」として華々しくデビューしていった。

これまで看板建築と揶揄され建築アカデミズ

ムの中では取るにたらないものとされていた

遊びの空間が、圧倒的なインパクトを持って

人々の前に登場してきた時代。マーケティン

グや事業計画に裏打ちされた建築デザインは、

一見奇妙だが人目を引くアトラクティヴな魅

力で人々を誘惑する。そして人々の遊びや消

費行動を喚起し、購買行動や体験行動にス

ムーズに移行できるようになっている。遊び

の場、商業の場はそういった大衆心理を巧み

に操り「楽しい」をインプリンティングし再

来店を「意図的」に促進し、事業として成立

させるのが最終目標である。

　同時代、都市における遊びと商業施設の融

合プロジェクトをいくつかやってきているの

で紹介したい。大型ゲームセンター「sigma」

町田店バーディプロジェクト。店頭におい

た数台の自動販売機でドリンクを買うとゲー

ムが始まり勝つとファサードが音楽とともに

動き出すというもの。なにげない消費行動が

大きな建築自体を遊びに変えてしまう、とい

う極めて商業的な計画であった。また同店渋

谷センター街では同様に自動販売機でドリン

クを購入するとその何％かが自動的にチャリ

ティされ、ファサードに用意された動くゲー

ム機械がダイナミックに動き勝敗を決め、勝

つと多めにチャリティされるという仕組み。

遊ぶ行為が無意識に誰かのために役立つとい

う行為そのものを「CHARITY SHOW」とい

う建築ファサードにデザインしてしまうプロ

ジェクト。

　また博多のARLECCHINOというレストラ

ンでは、ひとつの演劇としてすべてを作り上

げるという、シェークスピアいわく「人は役

者、地球は舞台」を地でいくようなプロジェ

クトを実施した。

　舞台演出家指導の下、演劇エチュードによ

る接客教育、舞台美術家による店舗づくり、

音楽、照明、そして本場イタリアからピッツ

ア職人招聘と、あたかもひとつの演劇として

動き出したレストランという舞台は好評を博

した。

イタリアンレストラン　アルレッキーノ　博多店

　また渋谷センター街で 2年間の期間限定で

計画されたUCC STARPORT2045は舞台セッ

トでオスカーを受賞したデザイナーとともに

建築そのものを作り、ジョージ・ルーカスの

新作を上映するシミュレーションマシンアト

ラクションを導入し、日本初登場の大型シュ

ラスコ料理店を組み合わせたミニテーマパー

クを登場させた。ディズニーランドではお酒

は飲めないが、大人のテーマパークは思う存

分楽しむことができた。まさにキラキラした

都市の遊びを具現化したプロジェクトだった。

とはいえ、この時代の遊びと商業施設の関係

はまだまだアナログ的要素が強かったと思う。

各論 1

リアルバーチャルな
建築へ

～遊びの未来と建築～

株式会社東京オデッセイ
代表取締役

渡邉寧人

東急エージェンシープロデューサー、株式
会社都市生活工房代表泉幸辰氏に師事。広
告キャンペーン、都市開発、映画・映像製
作、商業ビル開発等の調査・企画・設計デザ
インディレクション、プロデュース業務を
経験。平成 2年株式会社flying elephant設立。
特にテーマパーク、アミューズメント施設、
ショールーム、レストラン等の企画開発、プ
ロデュース、設計デザインを通しユニークな
アプローチでサクセスストーリーを築く。ま
た平成7年株式会社東京オデッセイ設立。一
級建築士事務所として東京、大阪2拠点体制
で、本格的に大型商業施設、ショッピングセ
ンター、ビジネスホテル、シティホテル、レ
ストラン等の建築設計デザインを手掛ける。
（実績）AVEX RECORD SHOWROOM  
NIKEHOOPTOWN UCCSTARPORT2045 
オフィス、シティホテル、科学館などがある
※その他、再利用できる持続可能性ある建築
工法〈エコ・ビルド〉を開発し販売してい
る。この特許工法は基礎まで再建築、再利用
できることもありSDGsの目標を叶える工法
として広めている。
https://www.tokyo-odyssey.com

ゲームファンタジア　バーディ店
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UCC STARPORT 2045

■ リアルバーチャルな今と建築の
関係

　時は流れAmazonに代表されるE-コマース

が商業の中心となりつつあり、以前のように

ショッピングモールや商業店舗でモノを買う

ことが少なくなっている。アメリカではデッ

ドモールといわれ廃業するモールが後をたた

ないようである。そうした動きにともない、

ナイキなどの世界的なメーカーではすでにリ

アル店舗の改革がスタートしている。つまり

リアル店舗でしか体験できないモノコトを重

要視した建築インテリアデザインや装置、し

かもリアル店舗からリアルタイムにE-コマー

スやSNSへコネクトし、リアルバーチャル体

験ができるようになるのが今後の主流である。

つい最近オープンしたユニクロ表参道店など

は店内に200台ものモニターが並び、ユニク

ロファンがコーデしたファッションを自由に

SNSにアップし、店内でそれを見ながら服を

選べる仕組みを備えている。

　中国のアリババグループが経営するスー

パーマーケット「フーマーフレッシュ」など

は主力はもちろんE-コマースだが店舗は水族

館のような生簀で新鮮な魚介類をショーアッ

プして見せ、フレッシュな臨場感を来店者に

刷り込み、通販で購入する際の大きな要因に

なるよう仕掛けをしている。これからは店舗

開発の流れに必ずビッグデータが絡み、より

高度な、よりユニークな、リアル店舗での買

い物体験が用意されるはずである。建築はこ

の流れの中でどのように考えていかなくては

ならないのだろうか？

■ e-sportsやVRワールドがもたら
す新しい今

　デジタル世界の遊びが賞金総額30億円もの

大会を動かすムーブメントが起きている。デ

ジタル世界での対戦ゲームが何万人もの観客

の前でショーのように繰り広げられるリアル

な熱狂、そしてそれを配信してまた増幅する

デジタルの熱狂。

　今世界の遊びが変わろうとしている。

　新しく登場してきた遊びの概念「e-sports」。

それはゲーミングコンテンツを媒介にファン

がファンを呼ぶ新しい遊びの領域。行列がで

きる、満員で入れない、など流行している様

が体感できるリアル世界とは違いデジタルと

いう見えない世界でのムーブメントはクール

に進行している。そして近い将来、リアル世

界でも爆発的にその遊びの様子が伝えられる

ことになると思われる。

　わたしたちが手掛けたe-sports HOTELプ

ロジェクトはいちはやくそのムーブメントを

捉え、リアルな世界での商業施設の可能性を

探っている。異日常をイメージさせるデザイ

ンはリアルとデジタルの領域をあいまいに行

き来させプレイヤーの感性を刺激し、リアル

な世界でもデジタルに没入できる醒めないデ

ザインを試みている。

e-sportsHOTEL e-ZОNe 外観

　ミレニアム世代を中心に広がりつつある

社会変化。「デジタルネイティヴ世代」はコ

ミュニケーションの取り方や価値観がこれま

での世代と大きく異なるといわれる。このよ

うな消費性向をもった人々が消費のメインス

トリームになれば建築もデザインも大きく変

わっていくことが容易に想像できよう。これ

からの遊びと建築の将来に大きな変化を与え

ることは間違いない。

■ 建築はもはや「家電」になって
いく

　住宅もIOTばやりである。多くの家電メー

カーがその仕組みを作っている。その仕組み

をどのようにビルトインもしくははじめから

設計計画に組み込むことを多くの建築家は理

解していない。これからの建築はまったく新

しい概念で創造されていくに違いない。張り

巡らされたセンサー、床壁天井がモニターで

構成され、多くの人々へ情報を伝えながらも、

その中のたった 1人を狙った情報発信ができ

るのだ。

　商業施設では多くの来店者の概念をセン

サーが読み取り多くの来店者が望むモノを瞬

時に目の前に提案する、ことなどはおそらく

すぐにできるようになるだろう。「建築」「ス

マホ（ 2、 3年後には別のモノに変わってい

るかもしれないが）」「SNS」が一体となった

今まで見たこともないような「建築」が誕生

する。建築家は抜本的に「建築」という概念

を破壊していかなくてはならなくなるだろう。

たとえば「家電」という概念で建築を捉え直

し新しい時代の新しいスキルを新しく獲得し

なければならない。つまり私たち建築に携わ

る者は、いままでの既成概念を捨て新しい時

代のスキルを磨かなければならない、という

ことになるだろう。

　これからはより内面的、本質的な面がク

ローズアップされ、家電を超える利便性と機

能性とを兼ね備えた、建築の「デジタルトラ

ンスフォーメーション＝DX」が進化を遂げて

いくに違いない。

　しかも2020年新型コロナウイルスという感

染が世界を大きく変えている、今。人々の暮

らしが変化しデジタルを活用した「新しい生

活様式」にまさに移行している、その流れは

あっという間に加速し瞬く間に私たちを未来

のリアルバーチャルの建築へと誘うだろう。

今が、来るべき未来の、まさにその予兆を見

ているようだと感じている。

 （わたなべ　やすひと）
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■滞在型宿泊施設へ
　2005年「星のや軽井沢」が開業する頃、日

本の旅行は、観光型、つまりあちこち観光し

ながら転々と毎晩宿を変えていくことが多

かった。旅館やホテルは、観光地近くでその

夜寝るための場所、予算があれば、それに温

泉と美味しい食事があればという位置づけで、

客室のあり方も、ほぼ決まったように、ベッ

ドとテレビ台にデスク、トイレと浴槽が一緒

のユニットバスといったビジネスホテルと広

さやデザインは違っていても機能的にはあま

り変わらないようなものが多かった。

　一方では、海外リゾートで、日本人も滞在

型の旅行、つまり、同じホテルに数泊して、

ホテルの滞在そのものを楽しむ旅行を楽しみ

だしていた。つまり、旅行の目的が、ホテル

の滞在にある。ハワイやバリ、プーケットと

いったリゾート地がこういった滞在型旅行の

人気の場所となっていた。

　日本国内の観光型旅行は、バブル時代頃ま

で人気が続いていた団体旅行から家族を中心

とした個人旅行に変わっていき、旅行のあり

方が大きく変化しだしていた。そのような状

況の中で、旅の目的がその宿泊施設で過ごす

ことにある滞在型をめざして「星のや軽井沢」

をクライアントチームとともに計画、設計し

た。

　その後、今年オープンした「星のや沖縄」

を含めて、国内に 6箇所、海外22箇所の「星

のや」を設計してきたが、全てに共通するこ

とは宿泊施設が旅行の目的になるようにとい

うことだ。

■滞在型の日本のリゾート
　滞在型とはいえ、海外の大型リゾートのよ

うにたくさんの施設をそろえることが魅力に

なるような時代もすでに終わっている。また、

建築は数十年にもわたって使われていくもの

であり、「流行」に囚われて数年で飽きられる

ようなものを作るべきではない。

　どうやって、長く愛されるような施設にな

るかが、毎回の課題であった。

　まずは、その敷地の文化や歴史を大事に考

え、魅力をより引き出すこと、奇をてらった

考えを加えることよりも、長くその場所で育

まれてきた魅力を最大限に生かすことを常に

大事に考えてきた。軽井沢では、温泉と水力

発電にも使われている池の魅力を、京都では

その歴史と川の魅力を、竹富島は島の人たち

が守ってきた集落の魅力を、というようにそ

れぞれに時を経ても変わらない魅力としてい

くものと考えてきた。

　それによって、「星のや」は贅沢な一過性の

『トレンド』を追うものではない滞在型宿泊施

設でありたいと目指してきた。

■インバウンドと観光産業
　この数年の私の生活圏の表参道や原宿を見

ていると、日本人観光客がどこにいるかわか

らないほど多くのインバウンド観光客が闊歩

していた。中国、台湾、タイなどのアジア圏

だけではなく、欧米だけでもなく、東欧、南

米の人など、世界各地からやってくる観光客

の言葉が街に溢れかえっていた。京都でも修

学旅行の学生よりも、インバウンド観光客が

あちこちの寺社仏閣や街中に溢れかえり、日

本人観光客が肩身の狭い思いをするような状

況だった。

　2019年にはインバウンドは三千万人を超え、

日本国内でのインバウンドの消費額は 4兆 8

千億円強、観光は日本の重要な産業になって

いきつつあることを実感していた。

　15年前インバウンドの観光がこれほど伸

びると想像しなかった。街にこれほどの外国

人が溢れるとは予想しておらず、地元の人に

とっては「いい迷惑」かもしれない。しかし、

実際は、インバウンドの旅行シーズンが日本

のそれとはずれていることもあり、旅行者の

平準化に貢献している側面もある。

　とするとこの状況をどのようにうまく生か

していけるか、これからの課題というのが昨

年までの状況だろう。

■観光とコロナ
　しかし、状況が一転したのが今年の冬に始

まったCOVID-19コロナだ。表参道から観光

客が消え、政府からの緊急事態宣言を受けて

日本人もいなくなり、せいぜい散歩する近隣

の人たちが見られる程度となってしまった。

各地の観光地では多くの宿泊施設や観光のお

土産物屋あるいは飲食店などが客を失って休

業を余儀なくさせられた。

各論 2

建築から社会に
変化を伝える機会
～宿泊施設から

アフターコロナを考える～

東 環境・建築研究所代表

東　利恵

建築家
1959年　大阪府生まれ。
1982年　日本女子大学家政学部住居学科卒業。
1984年　東京大学大学院工学系研究科建築学
専攻修士課程修了。
1986年　コーネル大学建築学科大学院修了、
東 環境・建築研究所代表取締役。
現在、日本女子大学、日本大学非常勤講師。
主な作品に「星のや軽井沢」、「星のや富士」、
「星のや東京」、「亀甲新」、「シーパルピア女
川」など。
著書に『塔の家白書』など。
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　緊急事態宣言解除後も、すぐ

に元の生活に戻るわけもなく、

年単位の問題であることを認識

させられている。この原稿を書

いている短期間の間でも、常に

状況は変化しており、リモート

ワークが多かった毎日から、す

でに、以前のように人々が街

に溢れ、繁華街では夜遅くまで

店から賑やかな声が聞こえてく

る。

　一方では、東京の感染者は急

速な勢いで増え、この原稿が掲

載される頃には、また、状況が

変っているかもしれない。

　このコロナ騒ぎは今後どのよ

うな変化を私たちの生活に与え

るのだろうか。この数ヶ月の劇

的な変化を見ると、この経験を

無視して今後を考えるわけには

いかない。

■短期と長期的俯瞰を
　この状況を乗り切るためには、短期、長期

と俯瞰的に社会の変化を読んでいかなければ

ならないだろう。おそらく、この一、二年は

今のような状況を繰り返していく。それが終

わるのは、コロナが怖い病ではなくなったと

きだろう。

　短期的に見れば、建築界では、すぐに仕事

がストップするような影響が出てくる人は今

のところ多くはないだろう。しかし、今年の

後半や来年には新規プロジェクトが予定通り

に始まるのかどうか不透明であり、遅れた頃

にやってくるかもしれない不況の可能性を常

に準備しておかなくてはならない。しかし、

中長期的に見れば、建築から社会に変化を伝

えていける機会になるかもしれない。

　観光産業は生き続けていくためには、数年

の間はマイクロツーリズムなど、安全安心な

旅行を近場で実現するという方法も模索する

ことになるようだ。そして、その後にくる観

光復活に向けて、この経験がどのように人の

心を変化させるか考えていかなければならな

い。短期的には安全安心を、しかし、その後

には何がくるのか？

■リモートワークと自由
　単純に考えれば、リモートワークの経験が

中期的には社会に影響を与えるだろう。問題

なくオンラインでの仕事が可能だと思った人

もいるだろう。

　多くの人が毎日住まいにとどまることは初

めての経験だった。しかし、町家のようにひ

と昔前であれば住まいと商売、仕事の場所が

一緒であったし、今でもそれに近い生活をし

ている職種もある。

　住まい＝生活の場でなくなったのは、電車

網の発達、郊外住宅地の開発によって通勤

が伴う職住分離の時代になったからだが、リ

モートが可能なことがわかった今、住まいの

形は大きく変化する可能性がある。終日家族

全員が過ごす場所として考えると日本の今の

住まいは問題が多い。

　生活を24時間過ごすに足る空間であること、

そのためには何が大事なのかがこれから色々

と語られるだろう。

　自然なのか？書斎なのか？家族のための場

所なのか。個人の場所が必要なのか。

■自由とこれからの旅
　リモートでの経験は、結局のところ、自由

を得たと捉えることもできる。どこで仕事を

するかは、意味がなくなってしまった。つま

り、どこで仕事をしてもいい自由ができるの

だ。そう考えると旅行という概念もまた、変

わってくるかもしれない。旅ではなく、生活

をしにいく。

　その途端に今までの宿泊施設にはない方向

性がまた切り開かれていく。

　人の生活が大きく変わるときに何を提案す

るか、数年後あるいはその後やってくる時代

は面白い。この数年をどう読み解き、何を提

案していくか、とても重要な課題だ。

 （あずま　りえ）

地域の魅力を存分に生かした全国の「星のや」リゾート。
写真上はいずれも「星のや軽井沢」、右下は「星のや京都」、左下は「星のや竹富島」

Ⓒナカサアンドパートナーズ
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　玉岡設計は1968年の創業以来さまざまな

ジャンルの建築設計に携わってきた。中でも

トキを味わう空間の実績が多く、特に「スー

パー銭湯」と呼ばれる低料金、日帰り利用の

温浴施設については優に300件を超える実績を

持つ。

　「スーパー銭湯」はその原型の登場から既

に30年余りが経過しているが、登場から10年

も経たない内に全国に広がり700件を数えるま

でになった。それ以降はスクラップ＆ビルド

によって絶対数は増えていないが、近年では、

短時間利用を目的とした銭湯に近い小規模の

ものから、平均利用時間が 5時間以上に達す

る滞在スペースを完備した大規模のものまで、

バラエティに富んだ施設が開発されている。

また、フィットネスジムや宿泊施設などとの

複合施設も数多く開発されている。

■ トキを味わうための温浴施設の
歴史

　銭湯や温泉など湯に浸かる行為は日本古来

の文化といわれることが多いが、明治時代以

前には一部温泉地を除いて日本人が湯に浸か

ることは稀なことであった。

　湯に浸かる形態の温浴施設は、明治期に入

り「銭湯」として広がったが、「トキを味わう

ための温浴施設＝レジャー目的の温浴施設」

の登場は戦後のことであり、未だ70年の歴史

を数えるのみである。

　このレジャー目的の温浴施設の開発のベク

トルは、概ね10年毎に大きく変化している。

具体的には、1960年代に流行した「ヘルスセ

ンター」、1970年代の「クアハウス」、1980年

代の「健康ランド」、1990年代の「第一世代

スーパー銭湯（日常型）」、2000年代の「第二

世代スーパー銭湯（非日常型）」、2010年代の

「第三世代スーパー銭湯（滞在型）」である。

この内、「ヘルスセンター」から「健康ラン

ド」までは利用料金が1000円を超えることが

一般的であり、営業時間も24時間の施設が多

かった。それに対し「スーパー銭湯」は1000

円未満であり、24時間営業を行わない施設が

一般的と大きく異なっている。これは、スー

パー銭湯は団塊世代が40歳代になって登場し

た業態であり、「安・近・短」が求められた当

時の時代背景によるものと考えている。

　スーパー銭湯の誕生については諸説あるが、

1990年代に大阪を中心に開発が進んだのは、

いわゆる銭湯にジェットバスや小さなサウナ

を付加したものであり、同年代に名古屋を中

心に開発が進んだのは、健康ランドから宴会

場や仮眠室を省き入浴行為に特化したもので

あった。2000年代になり全国に広がるにつれ、

名古屋型と呼ばれる施設が大勢を占めるよう

になっていった。

■スーパー銭湯設計の苦労
　玉岡設計にとって、スーパー銭湯の設計業

務はさまざまな苦労の連続であった。

　例えば、他社の設計事例ではあるが、2002

年に宮崎県の日帰り温泉施設において発生し

たレジオネラ属菌による集団感染事故につい

ては、そもそもレジオネラ属菌が発見された

のは1976年と比較的新しく、発見された場所

もアメリカであり、事故発生当時日本国内の

温浴施設においては発生事例すら見当たらず

情報もなかった。そのため、情報収集、分析、

対策方法（発生源の特定、除去、殺菌）の確

立について相当な苦労を強いられた。

　また、玉岡設計が2000年に開発し、全国

各論 3

「スーパー銭湯」
～トキを味わう空間～

株式会社玉岡設計
代表取締役社長

佐藤　満

愛知県津島市出身（名古屋市在住）
1級建築士
1985年玉岡設計入社（トキを味わう建築の設
計に携わる）
1994年以降温浴施設の企画・設計を数多く手
がける
2000年日本初の岩盤浴（ヒーリングサウナ）
を開発
2003年第三回さいたま市景観賞受賞（湯屋敷
孝楽）
2005年日本初のチムジルバン（岩盤浴の複合
施設）を開発

年間150ほどの温浴施設を視察。（内半数は自
身が手掛けた施設）
2020年 4月から現職。57歳。

玉岡設計が手掛けたスーパー銭湯 1号店「ポカ
リの泉」。安・近・短を開発コンセプトとした
第一世代（日常型）。

従来の10倍の面積の露天風呂や洞窟風呂などを
設置した「野天風呂　蔵の湯　東松山店」。第
二世代（非日常型）。
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に広がりブームとなった岩盤浴については、

2006年になって一部週刊誌に「岩盤浴は細菌

がウヨウヨ」というセンセーショナルな記事

が繰り返し掲載されたことで、利用客離れを

引き起こす事態となった。玉岡設計が某上場

企業の研究機関に依頼し調査を行ったところ、

岩盤浴には感染症を起こすような細菌は非常

に少ないことが判明した。この風評被害に対

し、調査報告をまとめ施主と共有しながら清

掃マニュアルを作成するなどの対策を行った

が、利用客の回復には暫く時間を要すること

となった。岩盤浴は、その後、衛生管理は勿

論のこと、さまざまな設備の進化や利用客の

ニーズに合わせた変化を続け、現在でも温浴

施設の集客には欠かせない定番アイテムと

なっている。

　2008年にはリーマンショックが発生した。

また、長く日本の経済成長を支えた団塊世

代の定年退職が本格化し社会情勢が急激に変

化したことで、スーパー銭湯にも新たな変化

が求められた。低料金を維持しながら滞在ス

ペースを確保し、岩盤浴部分を拡張するなど、

滞在時間の延長対策を行ったことで、団塊世

代を含め、若い女性やストレス社会の受け皿

として人気を博すことになった。

　バブル崩壊後にも変化を求められた。癒し

＝非日常感を高めた施設を開発したところ非

常に人気を博した。

　スーパー銭湯の場合、経済状況には関係な

く、ストレスフルな時代になればなるほど癒

しを求める流れができ、需要が増えるようで

ある。

■アフターコロナ
　2020年に世界的に広がったコロナ禍では、

スーパー銭湯も一時的に営業自粛を余儀なく

されたが、営業再開後はさまざまな対策を行

うことで復活を遂げつつある。これは、登場

から30年以上を経てさまざまな災禍を乗り越

えてきたノウハウの結晶によるものと考えて

いる。

　今後開発される施設については、アフター

コロナ、ウィズコロナ対策が必須となる。

ソーシャルディスタンスの確保については、

収益性と相反するものであるため大規模かつ

恒久的な実施は困難なものではあるが、スク

リーンの設置などの対策を講じる例が増えて

いる。また、収容力の低下による収益性の悪

化については、エネルギー効率の更なる向上

や、無人化（キャッシュレス化）など、経費

を抑えることで解決を図ろうと考えている。

　逆に郊外では、リモートワークや働き方改

革などによるトキの拡大によって身近なレ

ジャーが求められるようになっており、既に

追い風となっている施設も存在している。

　スーパー銭湯の場合、温浴部分に特化する

ことで価格破壊を実現しブームを起こし、岩

盤浴やロウリュウ（フィンランドのサウナ入

浴法）・天然温泉・炭酸泉などのアイテムを

次々と採用することでブームを継続してきた

が、暫くこれらのアイテムに変わるものは登

場していない。アフターコロナでは、定番と

成って見直されていなかった浴槽の形態やサ

ウナなどのアイテムの見直しが行われると考

えている。

　特に、日本のサウナは日本独自のものであ

るが、本格的なサウナ（世界では一般的な

サウナ）を導入した施設では、新しい集客の

潮流が発生し、今までには見かけることがな

かった客層に支持が広がっている。

　2019年12月、池袋に開業した「かるまる」

というサウナ施設の設計監理を担当したが、

一般的なスーパー銭湯に比べて数倍の利用料

金ながら、開業後直ぐに入館待ちの行列が発

生するという人気ぶりであった。この「かる

まる」は、日本古来のサウナ（蒸し風呂）や、

本格的なフィンランドサウナ・ロウリュウサ

ウナ・薪サウナなど 4種類のサウナを備え、

水風呂も温度差などで 4種類設けるなど、今

までに無かった取り組みを行ったことで「サ

ウナー」と呼ばれるコアな利用客を中心に人

気の施設となった。

　今後開業予定の施設には、室町時代の日本古

来の温浴施設の形態であった「からふろ」を

現代風にアレンジしたサウナ（岩盤浴）や、

韓式をイメージしたサウナ（岩盤浴）・フィン

ランドのロウリュウを利用客が自由に楽しむこ

とができるサウナなどを導入する計画である。

■設計のコンセプトはカオス
　玉岡設計では今後もスーパー銭湯を進化、

発展させ続けていきたいと考えている。

　ただ温浴施設をつくりさえすれば、トキを

味わう空間になるわけではない。より魅力的

な空間にするためには様々な要素を集め、分

解し再び組み立てるといった作業を常に行っ

ていかなければならない。

　そもそも温浴施設は、役所や図書館などの

公共施設とは異なり、完成後、数十年にわ

たって利益をもたらすことが求められる。温

浴施設そのものは裸で利用するものであり、

不特定多数の老若男女に支持されなければな

らず、最大公約数的な施設にならざるを得な

いが、それぞれ異なる立地、土地の歴史・風

俗、対象とする客層、建築主の意向も当然加

味して考えなければならない。

　もちろんこの度のコロナ禍がもたらすよう

な時代の変化も敏感に捉える必要がある。

　そうすると、結局は、建築思想は無思想が

重要、建築家の個性は不要ということに行き

着くのではないか。

　著名な建築家とコラボする際も必ず同じこ

とをお話している。無思想、可変性、建築家

の妙な拘りが無いこと、即ちデザイン不要、

コンセプトはカオスであると。

 （さとう　みつる）

日本初の岩盤浴（ヒーリングサウナ）を設置した
「楽天風呂　祥福の湯」

池袋駅前の既存サウナ施設をリノベーションした
「かるまる」
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■はじめに
　SNSについて何か、と原稿を依頼されたの

だけれど、キーボードを叩き始めた今も私で

良いのかな？との思いが頭をもたげてくる。

なぜなら私自身は、Facebookはこれまでを

平均すれば年 4回ほどの更新（季刊か？）だ

し、Instagramはアカウントを持っているだけ

で投稿したことはなく（やり方も知らない）、

Twitterに至ってはアカウントさえ持っていな

い、いわゆるSNS界隈での「怠け者」を自認

しているからだ。私などよりもっとSNSを活

用し、頻繁に発信している建築家は無数にい

るのだから「是非、そちらに。」と考えたくも

なるのは無理からぬのではないかと、これか

ら書くことになる4000字を待つ、まだ真っ白

なワードファイルを前にして考えてしまうの

である。

　しかし、だからと言って、SNSというか

SNS時代に考えがないわけではない。むしろ、

この新しいメディアの台頭がもたらす建築自

体への影響については思うところがあるので、

それについて書いていこう。

　そう、改めて指摘するまでもなくSNSは情

報を伝える新しいメディアの形式なのである。

そして「建築作品」とは歴史を振り返ってみ

ても「メディアの形式」とは切っても切り離

せない深い関係を持った存在なのだ。

　私たち建築の専門家に限らず人々は、数多

くの建築作品を「知っている」ように考えて

いる。しかしその「知っている」とは、たと

えばシドニーのオペラハウスやバルセロナの

サグラダファミリアなど、大抵は雑誌や旅行

誌といった紙媒体、あるいはテレビといった

メディアを通して得た知識をもって「知って

いる」としているのである。実際にそこへ足

を運びその目で見た、という人数はメディア

を介して知ったという母数に比較したら極め

て低いパーセンテージに留まるのは間違いな

いだろう。つまり現実として、大多数の人々

にとっての「建築作品の経験とはメディア上

での経験」なのである。その事実を歴史的に

も建築家はよく知り抜いている。

■メディアという「敷地」
　少し遠回りをするが、建築家がなぜ「建築

作品の経験とはメディア上での経験である」

とよく知り抜いているのか、まず整理してお

こう。

　当然ながら建築とは「やりたい」と建築家

が望めば、それで機会を得ることができるわ

けではない。建築家総数に比較して非常に少

ない社会的事業である「建築作品を実現する

機会」を、他の多くのコンペティターと戦い、

そして勝利することで獲得しなければならな

い。この野生動物の生存競争とでも喩えるべ

き宿命の下にどの建築家も生きているのであ

る。つまり常に非常に高い「淘汰圧」に晒さ

れているのが建築家という存在で、その結果

何が起こるかというと、同じく生物学の言葉

で喩えれば「環境への最適化」である。「大多

数の人々にとっての建築的経験がメディア上

のものである」という事実は、そのシビアな

環境適応の先に「建築とはメディア上の存在

である」へと行き着いてしまうことは、その

意味では不自然ではない。その結果、ある種

の建築家にとってメディアという存在は、し

ばしば「敷地」を超えて重要な建築的に応答

すべき対象となる。いやむしろ、生存競争に

最適化しようとする建築家にとって「メディ

ア」とは「敷地」そのものであるかのような

重要度をもつのである。ル・コルビジェが自

身の作品を写した建築写真をエアブラシで上

塗りして「小窓」を一つ消去したエピソード

は有名だが、この現代建築の開祖からして、

メディア上の存在という建築の現実をよく

「知り抜いていた」のである。

■紙媒体とスチル写真
　建築がメディアの性質に最適化する傾向が

あることを、指摘した人物にフィリップ・

ジョンソンがいる。名建築とは一枚の外観写

真と一枚の内観写真でその意図が表しうるも

のである、と述べたというものだが、この言

葉は正確に「スチル写真というメディアに最

適化した建築」が建築家の生存戦略として最

善手であることを見抜いて発せられている。

特に近代建築の初期にはカラー写真は開発さ

れていたとはいえまだ紙面上少数で、当時の

Architectural Reviewなどの建築雑誌を覗いて

も大半はモノクロームの写真、時々 2色刷り

が混じり、極めて稀にカラー写真といった具

合であったが、そのメディアの状況に「単色

各論 4

進む建築メディアの
民主化

～情報の逆流を促した
SNS～

MOUNT FUJI ARCHITECTS STUDIO
共同主宰

原田真宏
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ボリュームの立体構成」というデザイン形式

はよく適応していたし、その後、カラー写真

が誌面の割合を高めるに従って色彩豊かなマ

テリアリティが建築デザイン的主題へと上っ

てくることもその関連をよく示している。

　また「スチル＝止まった」という写真の性

質は、フィリップ・ジョンソンの指摘する通

り、建築を発案した建築家の持つ観念的側面

（理念・コンセプト）を表現するのに適してい

る。つまり、外観と内観、それぞれ一点のい

わゆる「勝負ショット」は建築家の意図の結

晶であり、その意味でスチル写真は建築家に

よる図面と同列の、意図する者の側に立つメ

ディアと言える。他方、これらの勝負ショッ

ト以外に、それらの間を繋ぐ視点の移動には

「他者による建築経験」があるのだが、これら

はスチル写真では表されることはなく、この

経験者側の情報は伝達されることはない。

■ 「下りるメディア」から「上る
メディア」へ

　このようなメディアの技術的側面は大きな

影響を建築に与えたが、むしろそれよりも当

時のメディアのその発信の希少性や方向性が

重要だ。現代建築の創成期から20世紀終盤ま

でに、雑誌や書籍等の紙媒体やテレビ・ラジ

オといった電波系メディアの普及によって情

報の受取手の数は爆発的に増えたが、その発

信元は未だに限定的だった。雑誌等の紙媒体

を発行する複雑な工程、あるいはテレビやラ

ジオなどの電波系のメディアが必要とする設

備類等は巨大な資本力を必要とすることがそ

の理由だったが、このメディアの「希少性」

が、先に述べたメディアの持つ適応環境とし

ての重要度を背景に「権力化」を引き起こし

た。「建築作品はメディア上に存在する」と

いう情報的な現実が、実質的にメディア側

が「建築の存/否」を選択し、しかもその数

的希少性からこの権限を独占するという、い

わば建築の生殺与奪の権限をメディアが占

有する事態へと到らしめたのである。先にも

述べた通りその現実を「知り抜いた」ル・

コルビジェは、画家のオザンファンらと共に

「Esprit Nouveau」誌を創刊するが、そこには

メディアを「権力の源泉」と見抜いた建築家

としてのしたたかで冷静な観察と戦略がある。

メディアを自ら持つことはすなわち建築作品

の存在保証を得ることに他ならなかったの

だ。

　建築の意図を伝えるスチル写真の性質と、

このメディアの希少性に基づく権力構造は、

情報の伝達の方向を「上から下へ」と一方向

に決定づけ、長らく一般の人々は降りてくる

情報をありがたく「受け取る」しかなかった

わけだが、これを反転したのが20世紀末から

のコンピュータ技術の急速な発達と普及に基

づく情報革命である。21世紀に入りスマート

ホンというカメラ付き情報デバイスをほぼ全

ての人々が所有し、各人が得た写真や動画を

含めた情報をwww（world wide web）という

情報ネットワーク上に「上げる」ことができ

るようになったが、この言葉がそのまま示す

通り、この時点から情報は「上から下へ」か

ら、「下から上へと」と逆流することになった

のだ。これに伴いメディア形式に適応する宿

命を持つ建築もまた大きな転機を迎えること

になる。

■ SNS時代の建築。実体験にコ
ミットする建築へ。

　それはまさに反転と呼ぶに相応しい大きな

変化であった。それまでの紙媒体での建築情

報は「意図」の「上から下へ」の伝達であり、

建築を体験する無数の「下（＝各主体）」発

の情報である「感想」は共有されることはな

かった。しかし、SNS時代となって各主体の

いわゆる「行ってみた・やってみた」の感想

はスマートホンから即時かつ無数に発信され

るのである（「勝負ショット」以外の現象が映

り込む「動画」が発信されることも大きい）。

これは情報の「下から上へ」の逆流である。

上から下りてくる高尚な「意味内容」よりも、

このライブな、必ずしも言語として分析・記

述されない「良かった／悪かった」の経験感

想の浸透力は強力で、最早、情報接触機会と

しては紙媒体を抜き、建築経験のメジャーな

メディアとなっているのが現実である。それ

は、「行ってみたらつまらなかった。。orz」あ

るいは「写真より全然イイ(^ ^)」といった

SNS上の情報は一つの建築の評価軸として皆

に共有されていることでも明らかだ。

　繰り返すが、このSNSというメディアの

特徴は市民（上／下でいう“下”）発の「実

体験に基づく感想」にある。つまりデザイン

意図として言語化の困難であるがために矮小

化されてきたが、建築体験としては重要であ

ると誰もが奥底では認めてきた様々な建築的

要素が主題化され得るのである。例を上げれ

ば、触覚に訴える素材感や運動に伴う身体性、

または言語的に整理し得ない、最近では建築

家自身がしばしば「～な感じ」と表現する雰

囲気・ニュアンスといったものだ。コミュニ

ティ・デザインといった建築形態よりもまさ

に多数の感想の集積で立ち現れる価値なども

そうかもしれない。これらのそれまではマイ

ナーであった建築の実存的・現象的主題は、

SNSの隆盛と歩みを揃えるかのように近年の

建築界のメジャーな主題として現れてきたの

である。

■補完、批評し合い健全な建築へ
　私はこの「建築メディアの民主化」はマク

ロに見てポジティブな変革であると考えて

いる。しかしその変化を細やかに観察すると

「140字程度（twitterの文字数制限）で表現し

うる軽薄な感情」への「建築的迎合」も同時

に見て取れもする。その時、従来の紙媒体の

メディアに代表される人々や書籍の知見の蓄

積がバランスを取っているのも確かだ。先の

整理で言えば、上／下双方の情報が補完と批

評をし合うことで建築は健全に進行していく

のだろう。

　かつてのように希少なメディアに建築存否

を決定するのと同等な権力が占有される時代

が終わり、SNSの普及によって民主的なメ

ディアの時代に入ったことは喜ばしい。しか

し、私たちの社会がSNSという民主主義を維

持する強力な道具をうまく使いこなせていな

いように、建築の世界でもその使い方を洗練

し上達しなければならないのだろう。多様で

アクティブな建築界を維持し、これを自治し

ていく能力を私たちは身に付けていかなけれ

ばならない。

　予想に反して、あっという間に紙幅が尽き

た。まだまだ考察しなければならない事柄は

多いが、それはまたの機会に、あるいはSNS

上の誰かに譲りたいと思う。

 （はらだ　まさひろ）
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■消費なんかじゃないですけど
　子供の頃からの芝居好きで、大学では建築

を専攻し、芝居と建築が出会う場所、すなわ

ち劇場を研究対象として、テント芝居や小劇

場、オペラハウスに至るまで、以来ずっと劇

場に関わり続けてきた人生だが、劇場での体

験が消費行為として括られてしまう事には違

和感や抵抗感を抱いてしまう。消費とは、「人

間の欲望を満たすために金銭・物質・エネル

ギー・時間・サービスを費やす行為のこと」

と辞書には書いてある。劇場を訪れる観客は

チケット代を支払い、プログラムやグッズを

買い、時間を使い、サービスを受けるから、

結果としては消費行為をしているには違いな

いが、それは舞台芸術の鑑賞行為の本来の目

的ではないだろう。もっと違うたいせつなこ

とがそこにはある。人間が人間であること、

そして、より人間らしく生きることのために

重要なものが劇場にはあるに違いない。いや、

あってほしいと願っている。

　『モノ消費』とか『コト消費』、そして『ト

キ消費』という概念は、いかにも広告代理店

やマーケットの専門家が創り出しそうな言葉

で、いかに話題を作り、お金を使わせて、最

終的には企業の利益に繋げていくという魂胆

が見え隠れしているように思えてしまう。

　しかし、『トキ消費』の 3つの特徴として

挙げられている非再現性・限定性、参加性、

貢献性はまさに舞台芸術の特徴そのものであ

る。この 3つの特徴をさらに際立たせて、劇

場の存在価値を高め、舞台芸術の持つ力を最

大限に発揮させる最新の取組みについて紹介

したい。

■鑑賞させるって、なに
　自治体によって全国各地に建てられた公立

ホールは公立文化施設という総称で括られて

いたが、2012（平成24）年に制定された「劇

場、音楽堂等の活性化に関する法律」、いわゆ

る劇場法により、初めて公立ホールが「劇場、

音楽堂等」として位置づけられ、「文化芸術

に関する活動を行うための施設及びその施設

の運営に係る人的体制により構成されるもの

のうち、その有する創意と知見をもって実演

芸術の公演を企画し、又は行うこと等により、

これを一般公衆に鑑賞させることを目的とす

るもの」と定義された。

　「一般公衆に鑑賞させる」という上から目

線の物言いには辟易とするし、舞台芸術の特

質を理解しているとは思えない。映画であれ

ば、客席が満席だろうとガラガラだろうと、

寸分たがわぬ映像作品が上映されるが、演劇

やコンサートなどのライブパフォーマンスで

はそうはいかない。長い期間をかけて、ス

タッフ、キャストそして全ての関係者が力を

合わせて創り出した作品は、上演されない限

り完成品にはなり得ないし、最後に龍の眼を

入れるのは、観客との共同作業なのだ。観客

の前で演じられ、観客のリアクションと共に

作品は完成する。ロングランで上演される作

品は何百回上演されようとも、毎回違う観客

と共に創り上げるものだから、毎回同じでは

あり得ない。観客は息をひそめて、舞台の上

で起こることをじっと眺めていればよいとい

うのは既に19世紀の考え方だ。観客は鑑賞

という受け身の姿勢で劇場のイスに座ってい

てはならない。観客は共に創り上げる役割を

担って上演に参加し、作品を創造する共創者

でなければならないのだ。

■アートなまちのアートなくらし
　より良き観客となるには、舞台芸術の創造

により深くかかわることが望ましい。そして、

舞台芸術の創造には長いプロセスがある。ど

んなに世界的な役者や演奏家であっても、生

まれた時からプロだったわけではなく、練習

に練習を重ねて、一歩一歩ステップアップし

たに違いない。ひとつの舞台作品も多くの稽

古を重ねて創り出される。そんなプロセスを

共有することが、観客となる「一般公衆」に

とっても、アートにとっても、とても重要な

ことであろう。

　「アートなまちのアートなくらし」という

コンセプトを考えたとき、こんなシーンが浮

かんでいた。ひっつめ髪で背筋をシャンと伸

ばした女の子が、大きなバッグを担いでさっ

そうと歩いてくる。そして、元気に「おはよ

うございます！」と朝の掃除をするおじさん

に挨拶をする。近所のおじさんは「おはよ

う！　もうすぐ公演だな、楽しみにしている

よ！」と応え、やがて公演の初日には大きな

花束を抱えて劇場に向かう。

各論 5

劇場はどこへ
向かうのか

～アフターコロナに劇場の
本質を探究する～

シアターワークショップ代表

伊東正示

1952年千葉生まれ。劇場プロデューサー。
1975年早稲田大学建築学科卒。1983年早稲田
大学大学院博士課程単位取得退学。
1981～94年文化庁非常勤調査員として新国立
劇場の建設に携わる。
1983年シアターワークショップを設立。構想
段階から設計・施工のコンサルティング、管
理運営計画の策定や開館準備そして開館後の
施設運営、イベントの企画制作まで、劇場・
ホールに関することはなんでも行う総合劇場
プロデューサーとして、これまでに250館を
越えるプロジェクトに参加。2008年に「職能
としての劇場コンサルタントの確立と一連の
業績」で日本建築学会賞（業績）を受賞。
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　サッカーのJリーグでは町ぐるみで地元の

チームを応援し、W杯ラグビーでは国民が一

丸となってジャパンチームを応援していた。

スポーツは地域住民と一体になる力がある。

そんな一体感を感じられる世界が劇場にあっ

てもいいじゃないか。少年少女合唱団やジュ

ニアオケ、ミュージカル劇団を地域のみんな

が応援して楽しんでいるような、アートなま

ちのアートなくらしは、みんながにこやかに

心優しく暮らせる理想郷なのだ。

■シアターコンプレックス
　アートなまちを構想するなかで、シネコン

ならぬシアコンを作りたいと考えた。学生劇

団や若手劇団にとっては、劇場は100人も入れ

ば十分な大きさであり、300席は大劇場という

感覚がある。そんな小さな劇場をたくさん集

めた施設を作り、稽古の段階から劇場を使っ

て作品作りを行えるようにする。そうすれば、

平日の昼間から劇団員が集まって、稽古をし

たり、大道具を作ったり、さまざまな活動を

繰り広げることになる。劇場がたくさん集積

していれば、複数の団体が同時に活動できる

から、自然と交流が生まれ、お互いにサポー

トし、次には合同公演をやるかも知れない。

演劇やダンスに限らず、音楽や映像や様々な

ジャンルのプロを目指す人たちが集まってい

れば、さらに面白い化学反応が期待できる。

「一般公衆」にとっても、作品の創造現場は散

歩コースとして楽しい場所になるし、ある公

演を観に来た観客は他の公演の情報を拾って、

次には別の劇場に見に行くことになるだろう。

暇な時間が出来てふらっとやってきても、必

ずどこかの劇場では公演が行われているから、

トキを有意義に過ごすことが出来る。

　かつて大阪の小劇場を牽引してきた扇町

ミュージアムスクエアのすぐ近くで、シアコ

ンの計画を進めている。300席弱の大劇場と

80席程度の劇場がふたつ、そしてさらに小さ

なキューブと名付けたハコを出来る限りたく

さん設置して、稽古場にしたり、スタジオに

したり、カフェやショップとしても活用して

いく計画である。2023年の開館に向けて、い

つもアートを愛する人びとが集まり、演劇やダ

ンスがあふれる場となることを目指している。

■音楽ホールは響かない
　音楽専用ホールは、豊かな音の響きを楽し

むホールであり、ホール形状や仕上げ材料を

工夫して、残響時間を長く設定するのが常識

だと思われている。それは音楽イコールクラ

シック音楽という考え方に基づいているから

だろう。しかし、音楽には様々なジャンルが

あって、クラシック音楽以外は電気音響設備

を駆使して音楽を作っている。

　また、エンタテインメント業界のマーケッ

ト状況を見ると、全体の売り上げの60%は

ポップスであり、クラシック音楽はその10分

の 1程度である。

　そんな状況を考えると、ポップス音楽専用

の音楽ホールがあっても良いのではないかと

思えてくる。そして、この新しい音楽ホール

は、これまでの音楽ホールが求めてきた豊か

な響きの空間ではなく、電気的にコントロー

ルしやすい、音が響かないホールを目指すこ

とになる。

　立川ステージガーデンはその先駆的な事例

であり、ライブハウスの良さも併せもつホー

ルとなっている。さらに、客席後部の壁を開

いて隣接する野外ステージと一体化すること

が可能であり、野外の客席からも内部のス

写真 1　北上市文化交流センター・さくらホール
アートファクトリーと名付けられたエリ
アは市民の日常的な創造活動の場であり、
ウッドデッキのスペースにガラス貼りの
練習室が点在して、高校生たちの居心地
の良いスペースとなっている。

写真 2　北上市文化交流センター・さくらホール
練習室での活動が覗けることで、新たな
交流が生まれ、世代間の相互理解を促す
役割も果たしている。
 （写真 1、 2撮影：淺川敏）

写真 3　立川ステージガーデン

1階席は平土間で可動席となっ
ているので、自由なレイアウトが
可能である。音響と映像の最新技
術により、リアルな空間の中にイ
リュージョンの世界を創造する。

写真 4　立川ステージガーデン

ホールに隣接する野外ステージの客席
からも内部のステージがしっかりと見
通せる。音響的にも野外ステージ用の
スピーカーから視覚に合わせた音が提
供される。
 （写真 3、 4撮影：鹿野安司）
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テージが見えるという、日本中どこにもない

特別なホール空間をつくりだしている。

■1億2,598万8千人ホール
　コロナウィルス感染症対策として、三密を

避けるため劇場は公演自粛を余儀なくされた

が、その間、無観客ライブの配信など観客に

舞台芸術を届ける試みが行われている。劇場

の本当の魅力を十分に伝えることはできない

までも、本物を味わえないのならせめて映像

で楽しんでほしいという思いであり、より積

極的にとらえれば、アフターコロナの新しい

アートや新しい楽しみ方の可能性を拡げる試

みでもある。

　パンデミックになる以前からライブビュー

イングの可能性を拡げる取り組みを行って

きた。地方都市で大型の劇場を作っても大物

アーティストの公演は年に数本あれば良いほ

うという状況であり、この状況を打破するた

めには、東京のライブハウスにも引けを取ら

ない大型スピーカーを仕込んだり、LEDの

大型映像装置を設置すれば、かなりのハイス

ペックで音と映像を楽しむホールになるに違

いない。5Gの登場などの技術革新と今回のコ

ロナ対策で、さらに現実味を増してきている。

さらに映像配信はホールで楽しむだけでなく、

カラオケボックスや個人のデバイスでも受信

できるようになれば、最大客席数が日本の人

口と同じ1億2,598万 8千人ホールという大型

ホールとなる。

■舞台も客席もまぜこぜに
　近代劇場には客席と舞台の境界にプロセニ

アムアーチという枠があって、世界を二分し

ていた。20世紀以降、その枠を取り払って

客席の現実世界の中に劇世界が飛び込んでく

る演出が行われるようになった。それは決し

て新しいことではなく、ギリシャ・ローマの

時代やシェイクスピアの時代に戻ることでも

あった。日本では伝統的に花道の演技や宙乗

りは大きな見せ場であり、アイドル系コン

サートでもフライングや大掛かりな装置を

使った客席内での演技は劇場体験の醍醐味と

なっている。

　次世代の劇場は、舞台と客席を分けること

なくひとつの劇空間とし、客席エリアも含め

てよりライブ感あふれる演出ができる空間と

することである。そのためには、プロセニア

ムアーチは取り外し可能で、客席空間の可変

性を最大化し、様々な仕掛けが仮設できる天

井裏の空間や構造的な強度、電源供給、給排

水の処理などの技術的な対応が必要となる。

　こうした空間であれば、最近流行している

イマーシブシアターと呼ばれる、観客が自由

に物語の中に入り込める観客参加型の没入型

演劇にも適した劇空間が作り出せる。

■舞台芸術の本質
　舞台芸術やその創造の場である劇場では

様々な可能性を追求する試みが行われてき

た。そして、近年では劇場の持つ集客力やに

ぎわい機能、社会包摂機能などが評価され、

まちづくりには欠かせない施設となっている

が、今回のパンデミックで長い年月をかけて、

やっと築き上げてきたものがガラガラと崩れ

去ってしまう恐れを感じる。

　やがてアフターコロナの時代になったと

き、いったい劇場はどうなっているのだろう

か。劇場はギリシャ・ローマの時代から存在

し、世界を揺るがす様々な出来事が起こった

にもかかわらず、今日まで存在し続けている。

舞台芸術や劇場が時代に合わせて変化するの

は当然のことだが、もう一度原点に返って、

様々な可能性をそぎ落としたところで、何が

残るのかを見極めなければならない。舞台芸

術でしかできないこと、劇場でしか体験でき

ない事を探求し、最も大切な本質を守り抜く

ことがこの時代を生きる我々の課題なのでは

ないだろうか。

 （いとう　まさじ）

写真 5　Alternative Theatre
客席天井は全面LEDの演出空間。客席を取り囲む壁面には
様々な演出上の仕掛けができるように計画している。

 （撮影：山村文乃）

写真 6　 茅野市民館マルチホール
『誕生祭　Party C』
開館記念事業の目玉として行われたク
ラブイベント。可変型のホールだから
こそ実現できる劇空間を活かしたイベ
ントには、ホール建設に関心のなかっ
た大勢の若者も集まった。

 （撮影：淺川敏）

写真 7　 茅野市民館マルチホール
『となりの縄文人』
10周年記念事業「縄文アートプロジェ
クト」で上演された市民劇。舞台を客
席に、客席を舞台とし、ラストシーン
では客席後壁を開いて現実世界に繋が
る演出が行われた。

 （撮影：山村文乃）
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ΩρΘͼθΏフΠ͂いう言葉͉͢く使わͦ̀

̧̹̦Ȃ実際͉ͅ変化͉い̾ͥ͜͠や̥̺ȃ

特集号͈方向性̦決̹͈͉̽͘ Ĵ 月ȃそ͈頃

͉コυ΢禍̭́ͦほ̓͜ͅ生活̦変わ̭ͥ͂

͉予想̱̀͜い̥̹̈́̽ȃ緊急事態宣言後͉

本特集͈分科会͉軒並͙中止͂̈́ͤȂ結果的

ͅ短い期間͈́執筆依頼̱̹͂̈́̽̀̽͘中Ȃ

様々̈́分野ͤ͢興味深い論考̤ͬ寄̵い̹̺

い̹先生方ͅ心ͤ͢感謝̱̹いȃ

 Ȫ東ȁ拓郎ȫ

コυ΢禍̦逼迫̱̀いͥȃ消費志向̦κノ̥

ͣコΠそ̱̀Πキ͒͂変貌̱̀いく中Ȃ感染

症対策̱͂̀そ͈真逆͈ΨーΙλσ̈́繋̦ͤ

ͬ余儀̈́く̯ͦͥ事態̹͂̈́̽ȃ帯域̦削ͣ

̹ͦ視覚͂聴覚ͅ頼ͥ情報伝達͉本来人ͅ備

わͥ五感ͥ͢ͅ感受性ͬ満̴̹̯Ȃ実体験͈

環境̦い̥ͅ大事̥ͬ改͛̀教え̀くͦͥȃ

夕立͈後Ȃ雨ͅ洗わ̹ͦ緑͈香ͤ͂涼や̥̈́

風ͬ感̲̦̈́ͣȂ大切̈́人͂過̮̱̹時間̦

懐̥̱いȃ Ȫ奥田英雄ȫ

特集Ξーζͬ練̽̀い̹̭͉ͧ純粋ͅȶ遊͍ȷ

ȶ消費ȷ͉͂何̥ͬ考え̀い̹̦Ȃ皮肉͜ͅ

遊͓̈́い・消費̧́̈́い状況̦到来̱̹ȃ密

̈́状況ͬ好̈́͘い自分͂̽̀ͅȂソーΏλσ

ΟͻΑΗϋΑ͉心地͢い͂感̲ͥ一方́Ȃ移

動͂活動ͬ制限̯ͦ動̫̈́い͈͉̥͈̈́ͤΑ

ΠτΆあͥȃ早く気兼͇̈́く建築ͬ見ͅ行

̫ͥ日̦来̀ほ̱いȃそ̱̀建築͈ȶ遊͍ȷ

͈ΑβーΑ͈重要性ͬ改͛̀感̲̀いͥȃ

 Ȫ桑原悠樹ȫ

消費͈概念͉Ȃ有史以来存在̱̀い̴̹͉̺

̦Ȃ近代ͅ大量消費社会̦生ͦ̀͘Ȃ様相̦

一変̱̹ȃ̻͡う̓Ȃ近代建築̦そ͈ͦ́͘

建築͂大̧く変わ̹͈̽͂同様ͅȃσ・コσ

ビュΐ΀̦΀Αプς・Τーό΁ーͅ執筆̱̀

い̹頃Ȃ消費̦豊̥̈́暮̱̹̳ͣͬͣ͂͜考

えͣͦ̀い̹͢う̺̦Ȃ今や消費͉手段͉́

̈́くȂ目的ͅ変わ̱̹̽̀̽͘ȃ建築͜そ͈

͢うͅ変容̳͈ͥ́あͧう̥ȃ

 Ȫ下坂浩和ȫ

Πキ消費ͅ関̱̀多岐ͅ渡ͥ論考̦揃いȂ興

味深く拝読̵̯̀頂い̹ȃ大衆͉͢く容易ͅ

͉体験̧́̈́いςͺσͬ建築ͅ求͛̀いͥ͂

個人的͉ͅ感̲̀い͈ͥ́Ȃȶ非再現性ȷͅ重

点ͬ置̧読͙進͛̀い̹ȃ案͈定Ȃコυ΢禍

͉͈́̓論考͜厳̱くȂ模索̱̀いͥ印象ͬ

受̫̹ȃ Ĵ 密ͬ避̫ͥ必要̦あ̭͈ͥ時代ͅ

建築ͅ果̹̱̀何̧̦͈̥́ͥȂSNŚ世界

ͅ問う͙̀͢う̥ȃ

 Ȫ樋口展寛ȫ

建築́正面切̽̀議論̯̭̦ͦͥ͂少̥̈́̽

̹ȶ遊͍ȷ͂いうΞーζͅ挑̺ͭȃそͭ̈́最

中ͅいわͥ͠ȶコυ΢禍ȷ́Ȃ様々̈́遊͍̦

制限̯̱̹ͦ̀̽͘ȃ今́͘疑問͜抱̴̥ͅ

享受̧̱̹̀そ͈ͦͣ有難̯ͅ気付く͂͂͜

ͅȂ̭̥͈ͦͣ新̹̈́ȶ遊͍ȷ͈姿͜自̴͂

模索̯ͦ̀いͥȃそ̭́建築̧̭͉́ͥ͂ͅ

何̺ͧう̥？今回͈各論考ͬ踏͘えȂ私̹̻

͜注意深く考え̀い̥̫̈́ͦ͊̈́ͣ̈́いȃ

 Ȫ三谷帯介ȫ

特集͈企画案ͬ取ͤ͂͛͘Ȃ執筆依頼ͅ移ͥ

段階́コυ΢禍ͅ見舞わ̹̹ͦ͛Ȃ彼我͂͜

混乱͈中́編集作業ͬ強い̹ͣͦ東幹事や事

務局͉大変̮̈́苦労̯̹̭ͬͦ͂͂思うȃ͘

̴心̤ͤ͢礼ͬ申̱上̬̹いȃ過去͈ΩϋΟ

ηΛク͉ͅ社会͈変化ͬ加速̵̯ͥ作用̦

あ̹̽͂いう説̦あͥȃワクΙϋ̦開発̯ͦ

収束͈後ͅȂ人͂人͈͂関係Ȃ人͂社会͈関

係Ȃ建築͂社会͈関係̦͈̓͢うͅ変化̳ͥ

̥Ȃ注視̳ͥ必要̦あͥ͂思うȃ Ȫ米山剛史ȫ

分科会ιϋΨー͈多く̦Ȃコυ΢禍͈対応ͅ

追わ̥ͦͥ̈́Ȃ何̥͂特集̦組̹̭͛͂ͅ

安堵̱̀いͥȃ特ͅ幹事͉例年以上ͅ大変

̺̹͈͉̽́̈́い̺ͧう̥Ȫ東̯ͭȂ̤̥̾

̯̱̹ͦ́͘ȫȃ在宅勤務や日常生活͈見直̱

̈́̓Ȃ今́͂͘違う̭̱͙͂ͬ̀ͥ͂Ȃいͧ

いͧ気付く̭̦͂あ̹̽ȃ私͉車͈中́仕事

̱̹̦ͬȂや͉ͤ車͈ΏーΠ͉ΟΑクワーク

向̧͉́̈́い͢う̺ȃ

 Ȫ渡部ȁ剛ȫ

編集後記
建築計画系分科会
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　消防庁では、平成30年 7月豪雨や台風21号
等により、危険物施設においても多数の被害
が発生したことを踏まえ、「危険物施設の風水
害対策のあり方に関する検討会」（以下「検討
会」という。）を開催し、調査・検討を行っ
た。このたび、検討報告書（令和元年度）と
併せて「危険物施設の風水害対策ガイドライ
ン」（以下「ガイドライン」という。）がとり
まとめられた。

 検討会及びガイドラインの目的

■危険物施設の風水害被害対策の課題と検討
　平成30年 7月豪雨や台風21号等により、ガ
ソリンスタンドや危険物倉庫等の危険物施設
においても、浸水や強風等に伴い多数の被害
が発生した。消防庁では、平成30年 9月に風
水害発生時における危険物保安上の留意事項
を関係事業者団体及び消防機関に通知すると
ともに、被害事例の収集を行ったところであ
るが、浸水の高さや風の強さ等と被害の発生
状況について整理・分析を行い、危険物施設
における迅速・的確な対応を確保することが
課題となっている。
　このため、危険物施設の風水害対策のあり
方に係る検討を行うことを目的に検討会を開
催し、令和元年度にガイドラインの作成を主
な目的に実施した。

 ガイドライン作成にあたって

　危険物施設における風水害対策については、
「風水害発生時における危険物保安上の留意事
項について」（平成30年 9月27日付け消防危
第179号）及び「ハザード地区における危険
物施設の流出防止対策の促進について」（令和
元年 9月20日付け消防危第143号）等に示さ
れる留意事項を参考に危険物施設の関係者に
おいて必要な取り組みが進められている。
　上記の通知に示される留意事項を基に、危
険物施設が立地する場所において想定される

災害リスク（浸水や土砂災害等の発生危険性）
に応じて、迅速かつ的確な応急対策が確保さ
れるよう、ガイドラインをとりまとめた。

 ガイドライン 要旨

■主なポイント
○平時からの事前の備え
・ ハザードマップを参照し、浸水想定区域や
土砂災害計画区域、浸水高さ等を確認
・ 被害の発生が想定される場合には、被害発
生の危険性を回避・低減するための措置を
検討し、タイムラインを考慮した計画を策
定、当該計画に基づく従業者等の教育訓練
の実施
・ 温度や圧力等を継続することが必要な物品
は、停電に備えバックアップ電源等を確保
するとともに、これらの危険物保安上必要
な設備等も、浸水等による機能喪失を防止
する措置を実施
・ 浸水を危険物保安上防止する必要がある場
合、土のう、止水板、建具型の浸水防止用
設備等を準備するとともに、危険物が流出
した場合に備え、オイルフェンス、油吸着
材等を準備
○ 風水害の危険性が高まってきた場合の応急
対策
・ 気象庁等が発表する防災情報を注視し、浸
水等による危険性に応じた措置を実施（土
のうや止水板の設置等により浸水や土砂流
入を防止・低減する等）
・ 従業者等の避難安全を確保するため、十分
な時間的余裕を持って作業を実施
・ 周辺に危害を及ぼす事態に至る可能性があ
る場合には、速やかに消防機関等へ通報
・ 河川等へ危険物が流出した場合、各地方公

共団体の地域防災計画に基づき、水質汚濁
防止連絡協議会等の関係機関へ速やかに通
報等し、連携して応急対策を実施
○天候回復後の点検・復旧
・点検を行い、必要な補修を施した後で再稼働
・ 電力復旧時の通電火災や漏電火災の防止の
ため、電気設備等の健全性を確認
　これらの項目を共通事項として下図に取り
まとめた。
■施設形態ごとのポイント
　危険物施設というのは、貯蔵、取扱いを行
う施設により建物構造が異なり、共通事項以
外の対策を統一化してすべての施設形態に当
てはめる事は困難である。当該ガイドライン
では、法令に沿って施設形態を別に分類し施
設形態毎に風水害対策のポイントを定めた。
　また、危険物施設の事業者が容易にガイド
ラインを活用できるよう、施設形態ごとに
チェックリストを示した。

 今後の動き

　令和2年度は、風水害対策の実効性を確保
するために、本ガイドラインを活用した危険
物施設における迅速・的確な応急対策の確保
や、AI・IoT等新技術の活用方策について、
引き続き議論する予定である。

 おわりに

　近年豪雨災害が多発していることを踏まえ
ると、今後も危険物施設へ影響が想定される。
そのため、本ガイドラインやチェックリスト
等を活用し、各危険物施設における風水害対
策を進めていただきたい。 （きのした　あきら）

●木下　彰 
1981生まれ。令和元年豊中市から消防庁派遣。
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 はじめに

　2011年 3月の東日本大震災では、在来工法
で施工された吊り天井（以下、天井）自体の
落下被害に加えて、揺れ方の異なる天井と天
井埋め込みカセット型室内機（以下、空調機）
の衝突に起因する被害も多数発生した（図1
（a））。これらへの対策として、国土交通省は
「特定天井及び特定天井の構造耐力上安全な構
造方法を定める件（2013年国土交通省告示第
771号）」（以下、天井告示）を公布し、また、
日本建築センターは「建築設備耐震設計・施
工指針 2014年版」（以下、設備指針）を改定
発行している。天井告示では、耐震性の高い
接合金物を天井裏全面に配置することや天井
ブレースを多数設置すること等で、揺れない、
衝突しない天井の構築を義務化したが、結果、
天井裏に関する設計・施工上の制約が増大し、
ひいては天井の施工コストが大幅にアップす

るという課題が発生している。さらに、天井
告示や設備指針に基づき天井と空調機の耐震
性を別々に向上させても、両者の衝突回避が
担保されるわけではないことも課題となって
いる（図1（b））。
　今回開発した「ロータリーダンパー天井制
振システム」（以下、本システム）は、ブレー
スのない天井とアングル（山形鋼）により補
強した空調機をダンパー（エネルギー吸収装
置）で接続することで、天井と空調機双方の
耐震性を同時に向上させると共に、両者の衝
突回避を実現する技術である。（図1（c））。

 概要

　本システムの外観を写真1に示す。本シス
テムは、本システムを適用する天井および空
調機に追加される部材、すなわちダンパーユ
ニット（ロータリーダンパー、ロータリーダ
ンパー取付金物）、および空調機の水平耐力、
水平剛性の向上を目的とした補強フレームか
ら構成されている。減衰力発生機構を図2に
示す。ロータリーダンパーにはシリコンオイ
ルが充填されており、回転方向に粘性減衰力
を発生する。本システムでは、ダンパー腕、
ベアリングおよびスライドレールを用いた機
構により、回転方向の減衰力を並進方向のそ
れに変換している。

 特長

■ダンパーで天井と空調機の耐震性を向上
　地震による天井と空調機の衝突は、重さや
硬さの違いにより両者の揺れが異なることに
よって起こる。本システムでは両者の間にダ
ンパーを設置し揺れを吸収することで、天井
と空調機双方の耐震性向上と、両者の衝突回
避を実現する。天井の揺れが抑制されること
から、天井周辺に設置されている壁などとの
衝突も回避できる。また、ダンパーが揺れの

力を吸収するため、耐震天井で用いられる天
井ブレースを設置する必要はない。なお、空
調機がない場所の天井にも設置できる。

■天井裏の設計・施工自由度を向上
　本システムは天井ブレースを用いない技術
であることから、天井ブレースを用いる耐震
天井と比較して、天井裏に取り付けられる機
器類・配管・ラックなどの配置計画の自由度
が向上し、設置工事も容易となる（写真2）。
また、揺れの大部分をダンパーが吸収するた
め、ダンパー周辺以外の天井用接合金物に高
耐震性の金物を用いる必要はない（図1（c））。
さらに、天井ブレースが不要であること、多
くの接合部分で高耐震性金物が不要であるこ
とから、耐震天井よりも低コストで、天井告
示性能を実現できる。

■要求性能を実現する高い信頼性
　本システムは（一財）日本建築総合試験所
の建築技術性能証明を取得しており、天井告
示の「計算ルート（応答スペクトル法）」で規
定されている天井面に作用する地震力に対し
て、天井面構成部材、空調機を含めた補強フ
レームおよびダンパーの損傷を防止できる。

 おわりに：実施例と今後の展開

　本システムは、研究施設の会議室や精密機
器メーカーの講堂等に適用している。今後は、
システム天井をターゲットとして、本システ
ムの適用範囲拡大を進めていく予定である。
 （おくだ　ひろふみ、あおやま　ゆうや）

●奥田浩文 
1992年　株式会社大林組入社。現在、技術本部技
術研究所構造技術研究部　副部長。

●青山優也 
2014年　株式会社大林組入社。現在、設計本部構
造設計部　主任。
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まえがき
　今からおよそ35年前、筆者が40歳のころ、

研究テーマを都市災害に的を絞った。その理

由は、わが国で犠牲者が千人を超える大災害

は、大都市で起こると予想したからである。

その 8年後、予想通り阪神・淡路大震災とい

う都市災害が起こった。そして、その後、首

都直下地震の発生切迫性が高くなるにつれて、

起こればスーパー都市災害に進化することを

明らかにしてきた。しかし、都市災害という

用語は災害研究の端部に位置している。筆者

は今回の新型コロナウイルスのパンデミック

は都市災害であると主張したが 1， 2）、残念な

がらそれがなかなか認められない。本論考で

は、都市災害をどのようにして攻略できるの

かということを論理的に展開し、複合災害と

してのノードと連続滝状災害（略称：連滝災

害）としてのエッジからなるネットワーク被

害群の対策を提案することにした。この考え

方は、都市災害としての新型コロナ感染症の

第2波、第3波にも有効であろう。

都市で起こる災害の特徴と相転移
　研究を始めた当初、都市で起こる災害は 1

種類の都市災害だけであると考えていた。し

かし、都市の人口と人口密度が大きくなるに

つれて、表 1のように、田園（地方）災害か

ら、都市化災害、都市型災害、都市災害へと

進化することを見出した 3）。そして、東京の

ような首都で起こると、政治、経済、文化の

面で被害が格段に大きくなるというスーパー

都市災害を定義した。したがって、以後、都

市災害という用語は、都市で起こる災害が進

化する過程で、何かがきっかけとなって爆発

的に大きな被害が発生する災害であるという

意味で用いることにしたい。この中で、世

界初の都市災害は1995年阪神・淡路大震災

であった。その後、2001年米国・同時多発

テロ事件におけるニューヨークWTCビル崩

落、同じく同地で2012年ハリケーン・サン

ディによる高さ 4mの高潮に襲われたウオー

ルストリートなどのロワー・マンハッタンそ

して2020年新型コロナウイルスによる感染症

が急拡大した同市ブロンクス区などというよ

うにニューヨーク市に集中している。筆者が

日本政府と防災関連学会の調査団長として、

ニューヨークのこれらの被害調査に何度も足

を運び、都市災害研究を継続してきた。

　25年前に阪神・淡路大震災が発生した時、

都市災害として、防災対策を提示してきた。

そして、都市の震災では、100以上の課題が発

災前後に存在し、それらが物理的課題と社会

的課題に分類され、両者に共通して重なるよ

うに情報課題が存在することを示した 4）。し

かし、それぞれの課題がどのように関係して

いるのかがよくわからなかった。そして、筆

者は、都市災害による被害拡大は複合災害と

なるかどうかであることも見出し、今ではこ

の専門用語が広く使用されることになった。

これと対比して、二次災害、三次災害は最初

に起こる災害の被害よりつぎに起こる被害が

小さな災害と定義できた。図 1は、災害や疫

病などの都市の災害の原因やそれらの関係を

示したものである。

　2017年には九州北部豪雨災害、18年には西

日本豪雨災害が起こり、いずれも線状降水帯

という集中豪雨に起因した水災害が発生した。

前者の九州北部豪雨災害は筑後川の上流から

下流にかけて 7種類の連滝災害で構成される

ことを指摘した。後者の西日本豪雨災害でも

同じ構造であることがわかった。このような

研究経緯を経て、およそ20年前には皆目見当

がつかなかった首都直下地震の被害構造が見

えだした。それは複合災害と連滝災害によっ

て構成されるネットワーク被害構造であるこ

とだ。

協同現象、相転移そして都市災害
へ変貌
　都市で発生する災害の中で、人的被害と社

私たちは都市災害を
攻略できるのか
関西大学社会安全学部特別任命教授

（チェアプロフェッサー）・
社会安全研究センター長

河田惠昭

工学博士。専門は防災・減災・縮災。現
在、阪神・淡路大震災記念　人と防災未来セ
ンター長（兼務）のほか、京大防災研究所
長を歴任。京都大学名誉教授。2007年国連
SASAKAWA防災賞、09年防災功労者内閣総
理大臣表彰、10年兵庫県社会賞受賞、14年兵
庫県功労者表彰、16年土木学会功績賞、17年
アカデミア賞、18年神戸新聞平和賞受賞。現
在、中央防災会議防災対策実行会議委員。日
本自然災害学会および日本災害情報学会会長
を歴任。
著書：『これからの防災・減災がわかる本』
（岩波ジュニア新書）、『スーパー都市災害か
ら生き残る』（新潮社）、『12歳からの被災者
学－阪神・淡路大震災に学ぶ78の知恵』（共
著）（NHK出版）、『津波災害』（岩波新書）、
『にげましょう』（共同通信社）、『新時代の企
業防災』（中災防）、『日本水没』（朝日新書）、
『津波災害（増補版）』（岩波新書）など。

特別寄稿 ・ 田園（地方）災害：主に途上国で起こる
外力主導型の災害
・ 都市化災害：都市化の進行に社会インフ
ラの整備が追いつかない状態で発生。現
在途上国の首都で発生
・ 都市型災害：別名、ライフライン災害で
都市化が終った段階で発生
・ 都市災害：素因と誘因の因果関係が不明
で、人的、物的被害が未曾有になる災害
・ スーパー都市災害：東京のようにヒト、
モノ、情報、資源が過剰に集積した大都
市災害

表 1　都市で起こる災害の進化
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会経済被害が極端に大きくなる都市災害をい

かにして制御あるいはマネジメントできるか

どうかが、攻略の鍵を握っている。なぜ人口

と人口密度が大きくなれば、相転移すなわち

被害が爆発的に大きくなるのかについて検討

してみよう。水は温度によって固体、液体、

気体と変化する。そして、ある与えられた温

度ではエネルギーはなるべく低い値をとろう

とするが、一方、エントロピーはなるべく大

きくなろうとし、この二つの傾向の間で均衡

している。水の場合、温度を上げていくと高

温側に急に無秩序状態が成長し始めたりする。

摂氏100度を超えると液体だった水が気体と

しての水蒸気に変化するのは、この協同現象

（Cooperative phenomenon）による相転移が現

れたことを示している。

　著者は、この協同現象による相転移が社会

現象として大都市における災害で発生してい

るのではないのかと29年前に考えた。そして、

この仮説の有意性を証明するために、人口と

人口密度があるレベルを超えると、何かの

きっかけでそれまでの秩序が破壊する、たと

えば災害が起これば、突然、大量に住民が犠

牲になるような現象が起こらないのだろうか

と考えて、図 2のような都市災害増幅指標R

と係数α1との関係を表した 3， 5）。これを説明

しよう。

　災害による犠牲者数Npは、次式で与えられ

る。

Np＝α1・RL・PO・R･････････（ 1）

ここに、RL：死亡率、PO：人口、R：被災し

た都市の人口密度と広域（たとえば都道府県）

の人口密度との比である。この式において、

犠牲者数が人口密度に無関係の場合は、

α1・R ＝ 1 ･･･････････････････（ 2 ）

となる。図中左側の曲線は式（ 2）を表して

いる。図中の記号は、つぎのとおりである。

K：1995年阪神・淡路大震災の神戸市（今

回、データとして追加）、TおよびY：1923

年関東大震災における東京市と横浜市そして

M：1985年メキシコ地震におけるメキシコ・

シティの値であり、式（ 2）からα1を逆算し

て求めた。図中の数字17.3は、1985年当時の

わが国の政令市と国との人口密度の比であり、

現在は12.1となっている。この図から、横軸

のRがおよそ10を超える前後で、α1の値が不

連続に急増することがわかる。これは都市で

発生する災害の質の変化、すなわち左から右

へ、都市化災害から都市型災害の発生領域に

進みそこで突然、相転移が発生して都市災害

に移行するというわけである。物理現象とし

ての相転移が社会現象でも起こっていると考

えたわけである。災害が発生しなければ、都

市の人口と人口密度において協同現象による

安定が保たれているが、地震の発生、感染症

の流行 6）あるいはテロ事件が起こると、それ

がきっかけとなって急激に不安定（被害が急

増）になる相転移の可能性があることを示し

ている。つまり、都市災害が発生するのであ

る。

　今回のコロナパンデミックで明らかになっ

たことは、密集市街地で猛威を振るってい

ることであって、たとえば、ニューヨーク市

（人口密度：10,716人/km2）では感染症の爆発

的進行と死者数の急増がみられ、ニューヨー

ク州の死者数（24,835人： 6月28日現在）の

約70％を占めている。同様のことはブラジ

ル・リオデジャネイロ（人口632万人、人口

辞禅犀慨 トワ侍倦筒
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図 1　自然災害や感染症拡大、テロ事件が大都市で起こると相転移して都市災害になる

図 2　 都市災害増幅指標が10程度以上に大きくなると、災害、感染症、テロ事件などによって相転移
が起こり、都市災害となる説明図
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密度：4,781人/km2）のファベーラ（貧民街）、

インド・ムンバイ（1,841万人、人口密度：

30,510人/km2）のスラムなどで顕著である。

首都直下地震の予想される被害構
造と生体防御
　都市災害の典型例となると心配されるのが

首都直下地震である。その被害をいかに小さ

くしなければならないのか。とくに今回、新

型コロナウイルス感染症拡大が起こり、人的

被害を少なくすると同時に、社会経済被害の

大きさを抑制する具体策が事前に必要である

ことに気づいた。第 2波、 3波の来襲の脅威

下で対策がなければ、わが国全体が疲弊して

しまうに違いないと確信し、この章を記述す

ることにした。

　前章において、自然災害と疫病が都市で発

生すれば、具体的な被害は相違するが、住

民にとってはいずれも災害と受け止められる

可能性を示した。そうであれば、疫病に対し

て私たちの身体はどのような防御システムを

もっているのか。すなわち生体防御の仕組み

が応用できるはずである。その防御方法は、

私たちの身体の仕組みを理解しなければなら

ない。すでに、それに言及した研究成果は発

表済みであり 7）、ここでは必要な成果だけを

活用したい。私たちの身体の動的平衡、すな

わち健康は脳をはじめとする臓器や器官とそ

れらを結びつける血液系・リンパ系（血液と

リンパ液の循環）と神経系（中枢および末梢

神経系からなり、無数の細胞や組織と連絡し

て、その機能を制御）からなるネットワーク

構造によって保持されていることは理解でき

る。臓器や器官はノード（感染症の場合はク

ラスター）、それらを結び付けている血液系・

リンパ系はエッジである。そのアナロジーを

展開すれば、国家も自治体も企業も、果ては

私たちの家庭も複雑なネットワークによって

構成され、機能していることに気がつく。

　やはりヒントになった災害がある。2019年

房総半島台風である。この台風では千葉県を

中心として強風による停電が長期化し、社会

的に大きな課題となった。それまでは、停電

は被害として一括りにされていたが、これだ

け広範囲かつ長期化すると、その被害拡大を

論じなければ逆に被害を小さくできないこと

が判明した。たとえば病院である。 9月の台

風であったために、停電によって医療行為が

できなくなるだけでなく、病室の室温をコン

トロールするエアコンが作動しなくなり、入

院患者の転院を余儀なくされた。そのほかに、

地域も停電したために物流や燃料油需給にも

被害が拡大し、地域医療の崩壊が起こる危険

性も高くなった。すなわち、停電が被害とな

ると同時に複合災害になる危険性が明らかに

なった。

　また、10月に発生した東日本台風では、河

川堤防が142か所で決壊するなど、災害救助法

が390自治体に発令される広域激甚災害となっ

た。そこでは古典的な被害だけでなく、たと

えば多摩川が増水し、下水道の逆流現象が発

生して、旧来の市街地氾濫被害に留まらず、

千人以上が生活するタワーマンションが地階

の浸水で受電施設が停電しただけでなく水道

も止まり生活ができなくなってしまった。市

街地が浸水するだけで次から次へと新たな被

害が伝播する連滝災害が発生した。

　これらの被害発生が参考になって、首都直

下地震が起こった際に、複合災害と連滝災害

の組み合わせによるネットワーク構造を有す

る被害の特徴が明らかになった。図 3は停電

という連滝災害と複合災害の具体例を示して

いる。それでは、災害のネットワーク構造と

はいかなるものなのであろうか。図 4は、巨
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図 3　首都直下地震で広域・長期停電によるネットワーク被害群の複合災害（ノード）と連滝災害（エッジ）

図 4　世界的な情報企業のネットワーク経営例
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大情報企業、たとえば、GAFAMと呼ばれる

情報大手 5社とOracleの風刺的に描いた経

営ネットワークである 8）。このように一言で

ネットワークといっても構造は個性的かつ複

雑である。製造業のサプライチェーンはこれ

に比べると遥かに単純である。そこで、さら

に具体的な対策を提示する前に、参考となっ

た新型コロナウイルス感染症の拡大に際して

得られた知見を紹介しよう。

首都直下地震の縮災対策～ネット
ワーク被害群の制御～
　いま、首都直下地震が発生すれば、たとえ

ば被災自治体においては、18種類の必要な災

害対応業務が発生する 9）。それらは、①災害

対策本部の組織・運営、②通信の確保、③被

害情報の収集、④災害情報の伝達、⑤応援の

受け入れ、⑥広報活動、⑦救助・救急活動、

⑧避難所等、被災者の生活対策、⑨災害時要

配慮者への対策、⑩物資等の輸送、供給対策、

⑪ボランティアとの協働活動、⑫公共インフ

ラ被害の応急措置等、⑬建物・宅地等の応急

危険度判定、⑭罹災証明の発行業務、⑮仮設

住宅・みなし仮設住宅、⑯生活再建支援、⑰

廃棄物処理、⑱復興対策である。これらの業

務を円滑に行うには、つぎに示すネットワー

ク構造のノードに当たる複合災害の被害を制

御しなければならない。そして、それぞれの

複合災害によるネットワーク被害構造のエッ

ジに当たる連滝災害となる二次災害、三次災

害を抑止することが重要となろう。

（1） 複合災害（ネットワーク被害構造のノー

ド）

　 1）通信災害：文字通り固定電話、携帯電

話やインターネットなどの情報通信が不通に

なるということである。上記の被害のほかに、

①初動段階･･･災害対策本部では被災情報が入

手できず、状況認識の統一ができないので機

能しない。この遅れが、災害対応の質を決め

る。②応急段階･･･あらゆる決定事項の遅延に

よる対応遅れ、③復旧・復興段階･･･意思決定

の遅れによる復旧・復興の長期化などの連滝

災害の被害が発生する。通信災害は別名、情

報災害と呼んでもよい。

　 2）生活災害：飲料水、生活用水、食料、

都市ガスなどが不足するので、自宅での日常

生活の継続が不可能になる。首都圏では 1日

およそ 2万トンの食料を消費しており、これ

に相当する量がスーパー、コンビニ、避難所

などに届かなければ、被災者は首都圏に留ま

れず脱出しなければならなくなる。この過程

でさまざまな連滝災害が起こる可能性がある。

　 3）停電災害：すでに、図 3に示したよう

に停電災害という複合災害が起こったとき、

それがきっかけで新たな複合災害と連滝災害

が起こる。前者はネットワークのノードに相

当するものであり、後者はエッジと呼ばれる

ものである。被害の拡大は、ノードがエッジ

の媒介によって新たなノードを形成すること

によって拡大する。

　 4）金融災害：東京株式市場や日本銀行の

ダウンや銀行間取引の停止など、わが国だけ

でなく世界経済への影響も大きい。新規に赤

字国債を発行しようとしても、国民はもとよ

り銀行などの買い手が見つかりにくいという

問題が発生しよう。そうなれば、発行済みの

国債の金利上昇の問題も起こり、金融・債券

市場が不安定になろう。

　 5）物流災害：食料、製品などが円滑に

最終目的地に到達できず、物流ネットワーク

が崩壊する。これを避けるには巨大なネット

ワークではなく、小さなネットワークの集合

によって構成され、それぞれの独立性がリダ

ンダンシーによって確保されていることが必

要だろう。物流を支えているのは、人流、情

報、資源であり、そのどれが欠けても、ある

いは機能が低下するようになると被害に直結

する。新型コロナウイルス感染症拡大が社会

不安につながらなかったのは、物流が確保さ

れ、スーパーやコンビニなどで必要なものが

入手できたからである。

　 6）報道災害：災害に関係した事態の推移

を正確に報道しているにもかかわらず、被災

者だけでなく、国民が異常な行動に移る危険

性がある。新型コロナウイルス感染症拡大に

おいては、トイレットペーパーの在庫が 1か

月分あるので、品切れは起こらないという報

道に対して、買い占めが行われ、ドラッグス

トアやスーパーの店頭から品物がなくなった。

これはマスクや消毒用アルコールなどについ

てもいえる。使用する予定量よりも多めに買

うという消費者行動がこのような結果を招く。

大量のSNSが混乱に輪をかける恐れが大きい。

　 7）タワーマンション災害： 1棟に千人以

上の住民が居住することも少なくないので、

停電や断水などで日常生活が困難になると、

小さな町が被災するのと同じように、多種多

様な問題が同時発生し、管理組合はもとより

特別区災害対策本部で対応できなくなる可能

性が大きい。しかし、全員が避難所に避難す

れば避難所がパンクする危険がある。災害救

助法適用の盲点になっている。災害前に住民

が代替措置、たとえば首都圏外の実家に帰る

とか、友人宅に疎開するとかをそれぞれ用意

することしか方法はない。

　8）帰宅困難者災害：交通機関が止まると

徒歩による移動しかできないために、道路に

人びとが溢れる。ビジネスアワーの場合、運

行を停止した交通機関の駅などから人びとは

路上に溢れ、交通渋滞を起こし、かつ救助・

救命活動が阻害される。2018年大阪府北部地

震では、大量の通勤、通学客が駅周辺の路上

に溢れ、大阪市内は 4時間以上、交通渋滞が

続いた。火災や建物や構造物に被害が発生す

れば、それが通行障害となり道路上での長期

滞留が避けられない。

　9）放送災害：報道災害とよく似ているが、

同時性がさらに増すので、政府や自治体の災

害対応の内容を正確かつ迅速に被災者に伝え

られないと、災害対応はもとより、復旧・復

興の進捗に大きく影響する。とくに心配なの

は、即時性を強く出すと放送内容の信頼性が

薄らぐ危険が高まるということである。テレ

ビ等のワイドショーではタレントが専門家的

な発言をする光景が散見されるので、放送の

質の向上も必須であろう。

　10）インターネット災害：今やテレビより

もスマホやパソコンのインターネットを介し

て情報を取得する時代である。問題は2つあ

る。まず、広域停電すると役に立たないこと

である。もう一つはSNSを含めて情報リテラ

シーが問題になる。災害時に在宅勤務を可能

にするテレワークがさらに普及すると考えら

れるが、停電も同時に発生し、テレワークど

ころではなくなることも考えておかなければ

ならない。要は、補完的な機能であることを

知っておく必要がある。

　11）コンビナート災害：大規模火災や有毒
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ガス発生という危険がある。とくに、火力発

電所や石油精製施設というエネルギー関連施

設が被災すると、被災地の復旧・復興が遅れ

るという問題が発生する。

　12）港湾災害：食料を初め、石油類など

のエネルギー資源の輸入が困難になり、長期

にわたって被害が継続する恐れがある。人口

3800万人を擁する首都圏では、食料を初めと

してあらゆるものが大量に必要であり、物流

は海上輸送が支障すればたちどころに破綻す

る。日常的にはあまり注目されない社会イン

フラであるが、災害時には最優先の復旧課題

となる。

　13）参集困難災害：災害対応をはじめ企業

のBCPを進めるには所要の人員を確保しなけ

ればならない。長期停電する危険性を考えれ

ば、テレワークも十分でなく、やはり社員や

担当者不足による不十分な災害対応や時間的

な遅れは被害を大きくする危険性をもってい

る。

　14）鉄道災害：中長期にわたって鉄道サー

ビスが中断すると、人の移動が困難となり、

社会経済活動が低迷する。それは山手線や東

京メトロの各路線が長期にわたって運行でき

ないと考えただけでも、都市機能がマヒす

ることがわかる。とくに首都圏の鉄道ネット

ワークでは、相互乗り入れが加速され、ます

ます便利になっているが、その反面、部分的

な被災がネットワーク全体に拡大するという

危険性も持っている。災害を考えたリダンダ

ンシーの向上が必須であろう。

　15）社会不安災害：生活困難となることか

ら社会が不安定になる。そうなるとモラルが

低下し犯罪が増える可能性が大きくなる。た

とえば、身近なところで食料がなくなれば略

奪行為が必ず起こる。それが商業施設に留ま

らず、一般家庭も対象となった場合、急激に

社会不安が進む心配がある。

　16）燃料災害：物流と人流の支障が社会活

動を低下させる。要するに、都市の活動が停

止するということである。これでは復旧も不

可能になってしまう。

（2） 連滝災害（ネットワーク被害構造のエッ

ジ）

　図 3には停電という複合災害によってどの

ような連滝災害（二次災害、三次災害･･･）が

発生するかを示した。もちろんこれは例で

あってさらに多くの連滝災害が発生する。そ

れらをどのようにして見つければよいのか。

従来は上手、すなわち供給サイドからの被害

推定が主であった。しかし、これでは限界が

ある。なぜなら日常的に使用するとかサービ

スを前提とした考察ではないからである。も

し、停電すればどうなるかについては、消費

者から示さなければならない。これを給電側

に伝えないとミスマッチが発生する。

　したがって、それぞれの複合災害によって

どのような被害が発生するのかを検討し、そ

こから派生する連滝災害の被害に遭遇しない

ように、あるいは被害軽減するように自治体、

企業、家庭、個人がそれぞれの立場から攻究

することが必須であるといえる。しかし、言

うは易し行うは難しである。

都市災害の被害軽減・抑止策の提
案
　筆者がセンター長を務める阪神・淡路大震

災 人と防災未来センターは、公益財団法人

ひょうご21世紀研究機構の傘下にある。こ

の機構では、令和元年度復興庁委託事業とし

て「東日本大震災復興の事例収集・調査分析

事業」を受託し、実施報告書をまとめた。そ

して、今年度はその成果に対して「東日本大

震災復興の教訓・ノウハウ集の作成に向けた

調査分析事業」を受託した。一般競争入札を

経て決まった。もちろん実績を積んできた10）。

ここでは、復興庁が実施した500を超える事業

評価をやることになっている。なぜなら、首

都直下地震や南海トラフ巨大地震に際して事

前に役立てようという目的の事業であるから

だ。内容は①被災者支援、②住宅・まちづく

り、③産業・生業、④協働・継承の 4部門で

ある。解析は全国レベルの大学の研究者ら約

30名で行い、筆者がこの検証事業を実質的に

推進している。このような事業が可能なのは、

東日本大震災の復興事業のほぼすべては国費

で実施され、それを復興庁が推進したからで

ある。東日本大震災に際しては、これらの事

業のほぼすべては事前に考えられていなかっ

た。したがって、制度設計に多くの時間が必

要であり、それゆえに復興事業の推進に長時

間を要してしまったという反省がある。

　これらの検証成果があれば、具体的な被害

発生に対して何をやればよいのかということ

が事前に把握できるという長所がある。事前

復興計画を立てるというような抽象的な取り

組みではなく、実際に起こると予想される被

害に対する具体的な取り組みが事前に評価で

きるのである。もちろん、その先を行って、

被害軽減、抑止につながればよいが、初めか

ら多くを期待せずに実施したいと考えている。

このように政府も真剣である。不十分かもし

れないが、これまでとは違ったアプローチで

都市災害を攻略できるのではないかと内心期

待している。

 （かわた　よしあき）

参考文献
1） 河田惠昭：パンデミックは都市災害だ　世界一危
険な東京を救え！～欧米の事例から日本の危機管
理を考える～、ヤフーニュース（中央公論）、4/23
（木）10：01配信、2020

　　 https://news.yahoo.co.jp/articles/6374efd3e1ef621b6
e9d391f1375972fe59711af

2） 河田惠昭：なぜ気づかないのか？パンデミックは
都市災害だ、ポストCOVID-19の日本と世界、2020 
https://www.nira.or.jp/omnibus9/index.html

3） 河田惠昭：都市災害の特質とその巨大化のシナリ
オー災害文化論事始めー、自然災害科学、Vol.10、
No.1、pp.33-45、1991

4） 河田惠昭：都市大災害、近未来社、pp.233、1995
5） 河田惠昭：自然災害における人的被害の極値とそ
の推定法、京都大学防災研究所年報、第33号B2、
pp.483-591、1990

6） 河田惠昭：比較自然災害論序説－天変地異とペ
スト－、京都大学防災研究所年報、第34号B2、
pp.507-524、1991

7） 河田惠昭：都市防災システム論、京都大学防災研
究所年報、第37号B2、pp.113-125、1994

8） ニーアル・ファーガソン：スクエア・アンド・タ
ワー（下）、東洋経済新報社、P.342、2019

9） 中央防災会議：地方都市等における地震防災のあ
り方に関する専門調査会報告、pp.85

　　 http://www.bousai.go.jp/jishin/chihou/bousai/pdf/
report.pdf

10） 東日本大震災から 7年「事例に学ぶ生活復興」－
災後・災前にすぐに役立つ 〈生活復興〉読本―、
東日本大震災被災者の生活復興プロジェクト報告
書、復興庁2017年度委託事業、2018

　　 https://www.reconstruction.go.jp/topics/m18/04/
　　20180410_seikatsufukko.pdf

（本稿は、日本建築協会2020年度定時総会後の講演会に
おいてご講演いただく予定だった内容を、特別寄稿の形
でまとめていただいたものです）



建築と社会■2020.832

チラシ封入サービスのご案内
会員限定

貴社の広告チラシを「建築と社会」発送と“同封”しませんか。
チラシをご提供下さい。

料金　1回につき　　　　　　20,000円（税別）
当協会でチラシをプリント（カラー片面）した場合20円／枚必要です。

申し込み方法：申込用紙にご記入いただきFAXまたはE-mailでお送り下さい。
お問合せは（一社）日本建築協会（担当／内山）まで

TEL.06-6946-6981　FAX.06-6946-6984　 E-mail:jigyoka@aaj.or.jp

会社名

ご連絡先
（住所・担当者名・部署名）

住所

担当者名　　　　　　　　　　　　　　部署名

ご連絡先　電話番号・E-mail
電話番号
E-mail：

申込用紙　きりとり

建築と社会
2013  No. 109

1 2日本建築協会

Architecture and S
ociety

特集 ： しくない 空間

広
　
告

　
チ
ラ
シ

※チラシサイズ：A4版
　パンフレット：20頁程度迄



■はじめに
　交差点にたつ建物は数あれど、それ自体が
交差点となるような建物は少ない。人と人と
がすれ違い、ふと立ち止まって周囲を見れば
目に映る緑に心を癒される。大同生命江

え

坂
さか

ビ
ルはそうした建物として計画され、現在に至
るまでその役割を果たし続けている稀有な作
品である。『建築と社会』には1973年 1月号に
「大同生命本社ビル」として掲載された。
　本作品がそうした役割を持つに至った背景
には建設までの特殊な事情があった。その経
緯をひもとく所から本稿を始めてみよう。

■建設までの経緯
　話は1963年竣工の吹田市役所庁舎の建設に
遡る。このとき設計施工を担った竹中工務店
は市の信頼を獲得し、その後も吹田市の開発
事業にアドバイスを求められる様になった。
例えば公共用地取得のために1964年に設立さ
れた財団法人吹田市開発協会には竹中からも
社員を出向させており 1、1965年には市全域
の都市計画作成が竹中に依頼されている。そ
うした協力の一つに、江坂地区を対象とした
「南吹田市街化計画」があった。
　当時の江坂地区は田んぼが広がる農地だっ
たが、大阪駅から北に向かって新御堂筋の建
設が計画されており、江坂はちょうど新御堂
筋と内環状線（国道479号）が交差する位置に
あった。併せて地下鉄御堂筋線も万博会場に
向かって北に延びる計画で、江坂にはその新
駅の建設も予定されていた。つまり大阪の副
都心として、将来の発展が見込まれていたの
である。
　そのため江坂では既に吹田市による区画整
理が始まっていた。南吹田第二土地区画整理
事業と呼ばれるもので、市と地元権利者との
交渉は1960年の年末に始まっている。1961年
8月に計画が決定し、1964年 3月に事業認可

され、完了したのは1970年 3月 9日。これに
より、広大な田んぼだった江坂に新御堂筋の
用地が確保され、碁盤目状の道路を持つ街区
が急速に整備されていった 2。しかしこの新
たな駅前の一等地も、もし何の対策も講じな
ければ単なる雑然とした市街地になってしま
う。そのため区画整理が終わるまでに、優れ
た市街化像を描くパイロットプランを作成し、
それを市民に提示する必要があった。
　そこで1965年に竹中工務店の開発計画本部
が吹田市に提出したのが「南吹田市街化計画」
であった。新御堂筋沿いの街区を高密度地区
として商業・サービス業を配置し、周辺地区
は快適な環境を具えた住宅地とする。そして
高架の江坂駅の東西に約千坪ずつ、計二千坪
の保留地を配し、そこに超高層オフィスビル
を建ててこれを街づくりの核にするというも
のである。これが実施の運びとなり、江坂駅
の東西に二棟の超高層ビルが建設されること
となったのである 3・ 4。
　竹中工務店が吹田市からこの二つの土地を
買い取ったのが1968年 8月 1日。これほどの
土地を買うには相当の決断を要したが、当時
の開発計画本部長小川正

ただし

氏などが社内を奔走
して買い取りを実現させた。こうなったら何
とかして二棟のビルの建築主を探さなければ
ならないが、幸いにもちょうど本社の移転を
考えていた大同生命が東側のビルの建築主に
名乗りを上げ、大同生命本社ビルの建設プロ
ジェクトが始まったのである 5。ちなみにそ
れまで大同生命の本社があったのは大阪市肥
後橋の大同生命ビル。設計はヴォーリズ建築
事務所、竣工は1925年で、かつてこの建物を
施工したのも竹中工務店だった 6。
　なお、もう一方の江坂駅西側には東洋不動
産により江坂東洋ビル（現、パシフィックマー
クス江坂ビル）が建設され1975年に竣工した。
こちらも設計施工は竹中工務店である 7。

「再読 関西の建築」
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大同生命江坂ビル
設計・施工：竹中工務店

（1973年 1 月号）

安田徹也

竹中大工道具館
学芸員

所 在 地　大阪府吹田市江坂町1-23-101
建 築 主　大同生命保険相互会社
　　　　　（現、大同生命保険株式会社）
構　　造　SRC造（一部純鉄骨造）
規　　模　地下 3階　地上15階　塔屋 1階
高　　さ　地上64.2m　最高部68.0m
建築面積　 2581.99㎡
延床面積　31123.95㎡
工　　期　1970年10月～1972年 9月

33建築と社会■2020.8

① 大同プラザを北東から見たパノラマ合成写真。大理石仕上のセンターコアを緑のアトリウムが包む。右に1階正面玄関。右下の植栽から突き出た円筒は
空調の吹出口。



■大同プラザ誕生の経緯
　さて、吹田市との協議では、江坂駅両側の
「超高層」ビルは高さ45ｍ以上とすることに
なっていた。そこで竹中は45ｍ案と60ｍ案の
二種類の設計案を作った。大同生命側からは
与条件として床面積が提示されており、45ｍ
案はそれを下から積み上げた提案である。
　一方の60ｍ案は必要床面積を上から積み下
ろしたもので、この結果、建物の一番下に3
階分くらいの大空間が余ることになる。しか
し大同生命本社ビルには高架の江坂駅と 2階
レベルで接続し、そこからはき出される人々
を建物東側の江坂公園などへとさばく役割も
期待されていた。江坂公園も土地区画整理に
よって新たに生み出された公園で、一足先の
1969年 3月に完成している。そこで先の大空
間をそれに充てることとして60ｍ案がまとめ
られた。1969年 7月にこの二案が大同生命に

提出され、半年の検討を経て1970年 1月に60
ｍ案の採用が決まった。こうして本作品最大
の特徴である 1～ 2階の大空間、大同プラザ
（図①）が誕生したのである 8。ここまでは竹
中の開発計画本部が進めてきた。そしてこれ
以降、建物の具体的な設計は大阪本店設計部
へと引き継がれるのだが、そこで新たに提案
されたのが大同プラザを緑の空間にするとい
う革新的なアイデアであった。提案したのは
当時の設計部次長北村隆

たか

夫
お

氏である 9。
　北村氏の念頭にあったのは1967年竣工の
ケヴィン・ローチ設計のフォード財団ビルで
あった。樹木を植えたガラスのアトリウム空
間を持つマンハッタンの高層ビルで、現在も
緑化建築の先駆例として知られている。北村
氏もこの作品を高く評価していたが、更に大
同生命本社ビルをそれ以上のものにしたいと
の意気込みをもち10、大同生命側もその緑化

の提案を受け入れたのである。北村氏曰く
「フォードの場合はどちらかといえば建築に接
して創造されたスペースであり、大同の場合
はスペースそのものが建築である」11。ここに
至ってついに、 2階レベルで江坂駅と接続す
る巨大な緑化アトリウムを基壇部に持つ高さ
60ｍの超高層ビルが、造成間もない江坂の地
にその姿を現すことになったのである。
　竹中工務店所蔵の図面によれば各階平面な
どの基本設計が固まったのは1970年 7月末
頃。創業の日に当たる 7月15日に地鎮祭が行
われ、着工は10月25日。その後1971年12月 1
日に上棟式、1972年 4月11日に定礎式がなさ
れ、同年 9月30日に無事に竣工を迎えた。竣
工式典が行われた10月12日、 1階の大同ホー
ルの杮落しとして上演されたのは上

かみ

方
がた

舞
まい

山村
流による「寿

ことぶきしきさんばそう

式三番叟」である。ちなみにこ
の年は大同生命創業70周年の年でもあった12。
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②「大同生命本社　1階平面図　1/200」1970年 7月30日
　北（図面上）に正面玄関。南西（左下）の大同ホールは2006年に改修された。

③「大同生命本社　 2階平面図　1/200」1970年 7月30日
　西（図面左）は江坂駅と接続。1996年に東の出入口が江坂公園へ接続された。

④「大同生命本社　断面図（Y-Y）　1/200」
1970年 7月30日

⑤「大同生命本社　断面図（X-X）　1/200」
1970年 7月30日

⑥「大同生命本社　大同プラザ矩形図　1/20」
1970年10月29日



■建築的な特徴
　それではここで本作品の構成を確認してお
こう。断面図（図④⑤）でも分る通り 1階か
ら2階にかけては階高17.2mの大空間で、これ
が上記の大同プラザ。それより上の基準階は
一辺が40.5mの正方形で、3階から14階までが
事務室、15階は空調機械室となっている。各
階中央に四つのL字の壁からなる一辺16.2mの
SRC造のセンターコアがあり、これで地震力
や風力などの水平力を受け持つ。この壁の厚
さは地下では1.2ｍだが徐々に逓減し14階では
60cm。このコアの中にエレベーターや便所な
どの設備を納めている。外周は鉄骨造で、こ
れは垂直荷重のみを受け持つ。
　 1階（図②）には北側道路からの正面玄関
と300人収容の大同ホールがあった。ホールは
会社の行事だけでなく、市民に貸し出して利
用されることもあった。 2階（図③）は上記
の様に西側は江坂駅のペデストリアンデッキ
と接続し、南西には食事処が設けられた。
　外観（図⑦）は 4面ともほとんど同じ立面
で、ブロンズ色のフロート発色ガラスで覆わ

れている。ちなみに当時の竹中の大阪本店設
計部長は岩本博

ひろ

行
ゆき

氏で、馬場璋
しょうぞう

造氏によれば
岩本氏は部下に「下手に考えたりデザインに
凝るより、濃褐色のタイルを使え」と命じて
いたが、北村氏は例外を認められており、大
同生命本社ビルもそうした例外の一つである
とのこと13。但しガラスの色がブロンズなの
は当時の竹中色の表れかもしれない。
　そして本作品最大の特徴が大同プラザの植
栽である14。担当したのは大阪本店設計部の
造園の専門家、大

おおすみ

隅驍
ぎょうこ

子氏。大阪府立園芸高
校の西

にし

良
りょうすけ

祐教諭の協力を得て、日本で初めて
のビル内部への高木移植という難題に挑んだ。
暗中模索の中、1971年 8月には自費でニュー
ヨークまでフォード財団ビルを見に行って、
それで何とか自信がついたとのことである。
　まず何を植えるかだが、基本的には日本の
山野がイメージされた。高木としてはアラカ
シ、シラカシ、クスノキ、ケヤキ、スギなど
の日本の樹木に加え、ユーカリ、アカシアな
どの亜熱帯の樹木が選ばれた。更にアオキ、
クチナシなどの低木により地表面の乾燥を防

ぎ、植栽の外周にはシダやヤブコウジを配し
た（図⑪）。またプラザ内の四季の日影図を
作成して、日照を好む木と好まない木の配置
を考えた。同じ樹種でもなるべく丈夫な木を
探し、例えばユーカリは鹿児島県の指

いぶ

宿
すき

、カ
ポックは八丈島から入手したという。最終的
に高木140本（常緑樹110本、落葉樹30本）、
亜高木530本（常緑樹）、低木1650本（常緑樹
1485本、落葉樹165本）が植えられた。高木
26種、亜高木・低木が34種である。このほか
地被類やつる性植物もある。
　土壌は地表面から順にパーライト混入山
土、粗砂、小礫、大礫から成る。深さは平均
1500mmとされたが、これも実験を経て決定さ
れた。その下には特殊成形したコンクリート
ブロックで作った排水溝がめぐらされている。
給水装置としては各所にミスト状スプリンク
ラーを設置して葉面を濡らし、また植栽のほ
とんどは斜面になっているのだが、その斜面
上部の土中に横引き配管を設けてそこから水
を浸透させている。更に各所に散水栓を設け
て人の手による潅水もできるようにした。
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⑩大同プラザ北東を見る⑨ 2階エレベーターホール⑧現在の東面。並木は1996年に植替えた。⑦竣工時の東面。写真左手前が江坂公園。

⑬マンホールを開けたところ⑫江坂公園からの動線

⑮マンホールの底の排水の様子⑭剪定の様子⑪ 2階南西隅を東から見る。外周も散策路になっており、ベンチが設けられている。

図版出典　②～⑥：竹中工務店所蔵　⑦『建築と社会』1973年 1月号　①・⑧～⑮：筆者撮影（2020年 1月・ 6月撮影）



　移植にも様々な苦労があった。竣工時期か
ら逆算すると植物にとって一番条件の悪い夏
に移植せざるを得ない。通常この時期であれ
ば根を切って枝葉も剪定し、なるべく蒸散を
防いだ状態で移植するのだが、それでは枝葉
の無い状態で竣工を迎えることになってしま
う。そこで府立園芸高校の裏庭にビティ足場
で養生室を作り、実際に使うのと同じ土で 1
年半、自然光や風を和らげた状態で樹木を育
てた。その結果、無事に根を切らず葉の茂っ
た状態での移植に成功したのであった。

■江坂公園への接続
　こうして本作品は大同生命本社ビルとして
建設された。しかし竣工から21年後の1993年
10月、上記の肥後橋の大同生命ビルが建替え
られて本社機能はそこに戻り、本作品は「大
同生命江坂ビル」として第二の人生を歩むこ
とになった。
　しかし実は、本作品が真のポテンシャルを
発揮するのは本社移転から 3年後の1996年11
月、隣接する江坂公園が改修されてからなの
である。公園の改修を設計したのは日建設計。
図書館、駐輪場、花とみどりの情報センター
などの施設を半地下に埋め、その上を緑の丘
とした。そしてその緑の丘と大同生命江坂ビ
ルの2階とを歩道橋で接続したのだが、これに
より江坂駅から大同プラザを経て江坂公園へ
と至る緑の動線が完成したのである15。
　 2階レベルで江坂駅から江坂公園までをつ
なぐ構想は当初からあったが16、当時は江坂
公園への歩道橋の設置は先送りされた。その
ため江坂駅から大同プラザに入る人がいても、
ほとんどは 1階に下りて正面玄関から外へ出
ていた。しかし江坂公園の改修後は多くの人
が江坂駅から大同プラザの 2階を横断して直
接江坂公園へ抜ける様になり、本作品は市民
の大動脈として以前にもまして広く利用され
ることとなったのである。一民間企業のビル
の動線がそのまま後に建設された市民公園の
軸線になっており（図⑫）、これは本作品の先
駆性を雄弁に物語る。本作品に埋め込まれて
いた都市への回路が、24年の時を経てついに
覚醒したのである。現在も多くの会社員や学
生が毎朝ここを通り抜けて通勤通学している。
ちなみに大同プラザ 2階の自販機は北大阪で
も屈指の売り上げを誇るといい、これも本作
品の利便性の高さをよく示す挿話であろう。
　その後2006年 9月に 1階の大同ホールが
改装され証券会社が入居した。これ以降、大
きな改修は無く現在に至っている。近年は毎
年冬になると 1 階の正面玄関にクリスマスツ
リーを飾っており、これは街の風物詩になっ
ている17。

■大同プラザの植栽の維持
　以上が本作品の変遷である。都市の中での
位置付けや建築単体としての見所など、多方
面から語ることのできる作品であった。しか
しやはり、最大の魅力は空間を圧倒する大同
プラザの植栽であろう。今回その維持管理の
ノウハウの一端をお聞きすることができたの
で18、本稿の最後にそれらを御紹介したい。
　まず水やりについて。樹木へは毎朝スプリ
ンクラーから散水され、地中の配管からも給
水される。更に各所にテンションメーターと
呼ばれる土壌の水分測定器が設置されており、
常にその数値を確認し、また植物の状態を見
て、水が足りない所には散水栓からホースで
水を手撒きしている。更に屋外であれば風雨
が当たるので葉面にホコリがたまることは無
いのだが、ここでは週に一回は葉面のホコリ
をホースからの水で洗い流している。
　一方で各所に設けられたマンホールを定期
的に確認し、土壌の水が適切に排水されてい
るかを見ている（図⑬⑮）。もし排水溝が詰っ
て水はけが悪くなっていると土壌の底に水が
溜まって根腐れしてしまう。また水の浸透を
良くするために地表を耕したり、可能であれ
ば土壌の天

てんちがえ

地返しも頻繁に行う。排水溝から
少しずつ土が流れていくので定期的に土を足
しており、あまり臭いのある肥料は使えない
ので臭いの少ない超発酵の肥料を使用する。
ちなみに土中にはミミズもおり、これは恐ら
く足した土から来たのであろうとのこと。
　剪定作業もまめに行う（図⑭）。同じ植物で
も日の当たる窓側の方に多く葉が茂ってくる
が、そうなると植栽の内側に光が入らない。
そのため窓際の葉を落として内部に光が入る
様にするなどの工夫が必要である。
　そして時には植物が枯れてしまうこともあ
る。そのため植え替えに際してはその場所
で実績のある樹種を植える様にしている。年
月とともに条件も変わり、特に南側にビルが
建って南からの日差しが無くなったのは大き
な変化であった。この時は日差しが必要なク
スノキが枯れてしまい、それに代わってカシ
やツバキを植え直した。また屋外では風にさ
らされるので根を張るが、ここは風が無いた
め根があまり張らず横の力に弱いとのこと。
そのため近年植え替えた北西の杉の木は現在
ロープで固定して、まっすぐ育つのを見守っ
ている。なお北西は日当たりが少ないため、
北西隅にのみ植物の育成灯を設置している。
　植栽が生き物である以上、こうした努力は
今後も続く。近年は温暖化のためオンシツコ
ナジラミなどの温室に出る虫を見る様になり、
また高温障害などの温室の植物が罹る病気に
なりやすくなったとのことである。

■おわりに
　本作品は江坂で最初の超高層ビルであり、
更に日本で最初の“ビルの中の森”である。
宮沢洋

ひろし

氏は時代を画する三棟の超高層ビル
として霞が関ビル（1968）、梅田スカイビル
（1993）と共に本作品を挙げており19、そうし
た歴史的な評価も今後ますます高まっていく
だろう。しかしその評価の陰には緑のアトリ
ウムを維持するための大同生命の不断の努力
があった。人々の思いに支えられ、本作品は
今なお最先端の存在であり続けている。

2020年 6月 1日に現地取材を行い、大同生命保険株式
会社の西川恵司氏、畑中孝博氏、仙洞田覚氏、関西明装
株式会社の小林正勝氏、小峠映子氏、竹内修二氏、大

だい

和
わ

創
そう

庭
てい

の永田達也氏に貴重なお話をお聞かせ頂きました。
竹中工務店の古川和博氏に取材の調整を頂き、益井有紀
氏、角谷千章氏に史料収集の御協力を頂きました。記し
て謝意を表します。

1  田中孝『企業のこころ　物語竹中工務店　下巻』日刊
建設通信新社　1982年

2  大阪都市協会編『みんなでつくる住みよい街　吹田都
市計画南吹田第二土地区画整理事業』吹田市　1972年

3  「座談会　大同生命本社ビルの設計を語る」『建築文
化』313号　彰国社　1972年11月

4  加藤真一・坂口重夫・光崎育利「土地区画整理地区に
おける市街地土地利用の変化（その2）」『日本建築学
会近畿支部研究報告集計画系』27号　1987年

5 注1・ 2前掲書
6『竹中工務店七十年史』竹中工務店　1969年
7 中村淳『都市を拓く』竹中工務店　1995年
8 注3前掲書
9  注 1前掲書。竹中では1971年 1月から「設計に緑を」
運動を行っており、本作品の設計はその一環でもあっ
た。他に大阪国際ビル、くずはモール、朝日新聞東京
本社など。矢島鈞次監修『われら反骨の棟梁』（弘済
出版社　1980年）、『建築と社会』1972年 5月号、『建
築文化』1972年 5月号より。

10  北村隆夫『近代建築のコンテクスト』（彰国社　1999
年）。北村氏は吹田市役所の設計担当でもある。

11  北村隆夫「大同生命本社ビルのコミュニティ・プラザ
について」『新建築』45巻10号　新建築社　1970年10月

12『大同生命七十年史』大同生命保険　1973年
13馬場璋造「北村隆夫さんのこと」注10前掲書所収
14  植栽計画については注 1・ 3前掲書、『大同生命本社
ビルガイドブック』（大同生命保険　1972年）、1972
年10月11日付『読売新聞』による。

15『新建築』71巻14号　新建築社　1996年12月
16  注3前掲書に「市のほうからの条件として、江坂駅と
保留地とをデッキで一体に結ぶ必要があった。特にこ
の大同生命さんの敷地に関しては、さらに東側にある
公園ともデッキで結び、車と地下鉄からはき出される
人間を分離してさばきたいという条件がついていて」
とある。但し高さの見込みがやや足りず、1996年の江
坂公園への歩道橋建設時にその下の道路の路面を少し
掘り下げている。

17以上は現地取材時の聞き取りによる。
18  以下は永田達也氏の御教示による。永田氏はこの建物
に携わって25年になる。前任者は竣工時から管理され
ていた方で、その方からノウハウを引き継がれた。剪
定、刈込、整枝、施肥、消毒等を行う。更に別の職人
の方が週に 3日、灌水（葉水）、清掃、除草、下草管
理及び点検に入られている。

19  磯達雄・宮沢洋「建築巡礼　昭和モダン編1970年代　
未来を先取りしたアトリウム」『日経アーキテクチュ
ア』第1145号　日経BP　2019年 6月13日
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会告

定時総会
議決のお知らせ

2020年 6 月18日開催の2020年度定時
総会において、下記の議案が原案ど
おり承認されました。
・第 1号議案
　2019年度事業報告の件
　（詳細P38～P40）
・第 2号議案
　2019年度決算報告の件
　（詳細P41～P43）
・第 3号議案
　2020年度事業計画の件
　（詳細P44～P45）
・第 4号議案
　2020年度収支予算の件
　（詳細P45）

・第 5号議案
　役員候補者選任の件
　（詳細P46役員会務分掌参照）

●今回退任された理事
理事
　天野　直樹　㈱竹中工務店
　児玉　　謙　㈱日建設計
　田坂　隆之　大阪ガス㈱
　中井　　進　 元日建設計コンストラク

ション・マネジメント㈱
　中嶋　　功　㈱熊谷組
　船越　淳久　関西電力㈱
　本多　友常　 本多環境・建築設計

事務所
　松崎　公一　鹿島建設㈱
　山形　政昭　大阪芸術大学

退任された理事の方には、長年にわ
たり会務遂行にご尽力いただきあり
がとうございました。
理事、監事、顧問の会務分掌はP46の
表のとおりです。

通常理事会
議決のお知らせ

2020年度第 1回通常理事会は2020年
6 月 3 日に、右記の議案が原案どお
り書面決議されました。

・第 1号議案
　2019年度事業報告の件
　（詳細P38～P40）
・第 2号議案
　2019年度決算報告の件
　（詳細P41～P43）
・第 3号議案
　2020年度事業計画の件
　（詳細P44～P45）

・第 4号議案
　2020年度収支予算の件
　（詳細P45）
・第 5号議案
　役員候補者選任の件
　（詳細P46役員会務分掌参照）

臨時理事会
議決のお知らせ

2020年度臨時理事会は2020年 6 月30
日に、右記の議案が原案どおり書面
決議されました。

・第 1号議案
　役付役員選任の件
・第 2号議案
　常任理事、常設委員長委嘱の件

・第 3号議案
　理事の会務分掌の件
　 いずれもP46の会務分掌の表のと
おりです。
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2019年度事業報告
2019年4月1日～2020年3月31日

　2019年度は、100周年記念事業のテーマ「新しい
地平へ」の目玉事業である「未来創生プロジェク
ト」と初代会長片岡安の名を冠した「片岡安賞」日
本建築協会論考コンクールをはじめ、他団体や協会
以外の活動との連携も積極的に行い活動のリンケー
ジを広げるとともに、従来から実施している「建築
と社会」誌の発行、講演会の開催、見学会や顕彰事
業の実施、刊行物の発行などに取り組んだ。
　論考コンクールは、今までテーマの選定などは審
査委員会で行ってきたが、運営と審査の役割を明確
にするため、新たに運営を行う実行委員会を立ち上
げた。長年の懸案であった「建築と社会」誌のアー
カイブについては、この 3月に会員に会員番号とパ
スワードを通知し 4月から運用を開始した。今年度
早急に解決しなければならない課題も見えてきた。
協会の柱である「建築と社会」誌は、会誌収入が落
ち込んだことから、会誌のあり方や魅力付けなど、
あらゆる角度から検証する「会誌活性化ワーキング
グループ」を立ち上げた。来年度中に提言をいただ
く予定である。
　 3月以降、新型コロナ感染症拡大防止の観点か
ら、各種会議、委員会、研究会などは 3密を避け
メールでの意見交換や席間を広く空けるなど工夫し
拡大防止に努めた。今後も状況を判断しながら協会
の活動を継続していく。
　2019年度収支は、会費収入が個人会費の減少を団
体会費の増が補い、予算額を上回った。
　事業収支は契約約款収益が前年度決算額を大きく
上回り、また会誌収支の赤字幅も少し減少したこと
等により前年度決算額より改善した。しかし会誌収
支の赤字額は他の事業収支に比べ依然大きく、予算
額を下回った。
　管理費では人件費が前年度決算額、予算額を下
回った。その他管理費も予算額を下回り、全体で予
算額を下回った。
　記念事業収支は、今年度執行した新会員証作成費
や新リーフレット作成費用の一部を記念事業積立金
から取崩し、2020年 4月から運用を開始した「建築
と社会」誌アーカイブ公開に係るシステム構築費用
一式は2020年度に取り崩すこととした。

Ⅰ　本　　　　　　　部

◎役員会等の開催状況
1．総会、理事会、評議員会、常任理事会
　定時総会　2019年 6月20日（木）
　　①2018年度事業報告・収支決算報告
　　②2019年度事業計画・収支予算計画
　　③役員改選
　第1回　通常理事会　2019年 6月 4日（火）
　　①2018年度事業報告・収支決算報告
　　②2019年度事業計画・収支予算計画
　　③役員改選
　第2回　通常理事会　2019年11月20日（水）
　　①2019年度上半期事業執行状況
　第1回　臨時理事会　2019年 6月20日（木）
　　①会長専任
　　②役付役員選任
　　③常任理事ならびに常設委員長の委嘱
　　④理事の会務分掌
　定時評議員会　2019年 6月 4日（火）
　　①副議長改選
　　②役員推薦
　常任理事会　 8回開催
　　①理事会提出議案の作成、理事会議決事項の処理
　　②協会の会務執行　など
　会長、副会長、常任理事、支部長会議
　2019年11月20日（水）
　　①2019年度上半期事業執行状況
　　②意見交換
2．常設委員会
　協会の事業を円滑に遂行するため、 5つの常設委
員会を設置している。
（1）編集委員会
　 　会誌「建築と社会」の企画・編集のため、編集
委員会を設置し、特集小委員会、作品作風小委員
会、広告企画小委員会の 3つの小委員会で構成し
ている。
　 　更に特集小委員会は計画分科会（計画系、建築
計画系、インテリア・住宅系）と構造分科会、設
備分科会、施工材料分科会、法令分科会の 5つの
分科会に分かれている。編集委員会11回、特集小
委員会を48回、作品作風小委員会を 7回、広告企
画小委員会を11回開催した。

　 　会誌収支は広告の減少や作品作風の作品数の伸
び悩みなどにより会誌収入が落ち込んでいる。こ
のため、会誌のあり方や魅力付け、編集委員会の
あり方など様々な角度から検討する「会誌活性化
ワーキンググループ」を11月19日（火）に立ち上
げ、第 1回目の意見交換を行った。

（2）事業委員会
　 　見学会や講演会、研修会などを企画する情報見
学小委員会を 7回開催し見学会を 2回、講演会を
1回実施した。

（3）出版委員会
　 　建築に関する図書の企画・編集・刊行を行うた
め、11回開催し講演会を 2回開いた。協会の企画
本「一発で通す！確認申請」は、大阪府建築士事
務所協会主催の春と秋のセミナーでテキストとし
て採用された。

（4）教育委員会
　 　建築工事実務講習会の実施のため講習会小委員
会、工高生のデザインコンクールを開くための工
高生教育小委員会、「再読 関西の建築」を企画・
編集するための史料研究会を運営している。工高
生教育小委員会 3回、講習会小委員会を 3回開催
した。
　 　史料研究会を 6回開催し、過去に「建築と社
会」誌に掲載した「再読　関西の近代建築」及
び「再読関西近代建築－論考・記事編」で扱えな
かった建築や再発見が待たれる建築などを紹介す
る「再読　関西の建築」を連載している。
　 　また、大阪府や建築 4団体で構成する「大阪府
住まい・まちづくり普及協議会」に協力した。

（5）未来創生プロジェクト
　 　様々な活動を通じて、建築と社会の未来を探
り、創り、育てるとともに人材の発掘・育成を目
的に、「建築次世代委員会」、「2040委員会」、「U-35
委員会」の 3つの委員会で構成している。
　 　建築次世代委員会は、建築と社会を担う人材育
成に資する活動を創造するため10回開催し、「学
生のための現場見学会」を 3回実施した。
　 　2040委員会は、日本建築協会が100年にわ
たり築いてきた歴史の上に、「次　世代（Next 
Generation）」の想いを集結させ、「次代（Next 
Era）」が創造的で魅力的なものとなるべく、こ
れからの「建築と社会」のあるべき姿を思考（志
向、試行）することを目的に14回開催し、大学
教授や雑誌編集長など様々な分野の方との意見
交換会を 2回実施した。小冊子『2040 FUTURE 
VIEW vol.1』を制作し発行した。
　 　U-35委員会は、若手会員の増強と協会活動の活
性化を目指し13回実施するとともに、U－35世代
の交流の場になる公開型イベントaction「建築と
OSAKA」を 1回、委員相互の勉強会としてトー
クバトンを 3回開催した。
3．特別委員会
　協会の顕彰事業を円滑に遂行するため、 5つの特
別委員会を設置している。
（1）青年技術者選考委員会
　 　設計・計画、構造、設備、施工など建築に関連
する分野から満35歳以下の青年技術者を顕彰する
ため、選考委員会を 4月22日（月）に開催した。

（2）工高生デザインコンクール審査委員会
　 　工高生デザインコンクールは、工高生の設計技
能向上のため、1955年（昭和30年）創立以来毎年
実施してきた。審査委員会を10月19日（土）に開
催し、11月 9日（土）に表彰式を行った。

（3）「建築と社会」賞選考委員会
　 　「建築と社会」誌に掲載された前年の作品、記事
の中から社会性、環境などに配慮した建築作品や
建築にかかわる論文や記事などを顕彰している。
　 　2018年度で17回を数え、他の賞との差別化やす
み分けなど位置づけ、特徴が課題となっているこ
とから、よりクオリティの高い賞とするため今年
度はいったん休止した。

（4） 「片岡安賞」日本建築協会論考コンクール審査
委員会

　 　2019年度は100周年記念事業のテーマである
「新しい地平へ」を実現するため、論考の発表の
場を提供する「片岡安賞」日本建築協会論考コン
クール審査委員会を 2回開催した。下半期に予定
していた公開プレゼンテーションは新型コロナウ
イルスによる感染症拡大を受け、健康、安全面を
考慮し中止した。

（5） 「片岡安賞」日本建築協会論考コンクール実行
委員会

　 　論考コンクールのテーマ案策定、審査委員選
任、公開プレゼンテーションの運営などを行う独
立した組織として11月12日（火）に立ち上げ、計
4回の会合を重ねた。

◎事業の執行状況
1．「建築と社会」誌の発行
　「建築と社会」誌は、1917年（大正 6年）の創立
以来協会活動の中核として、会員相互あるいは会員
と社会を結ぶ役割を果たしている。毎月発行し会員
の手元に届けている。2020年 3月号で通巻1176号を
数える。

発行月 特　集　内　容 特集以外の
主な内容

4月号 建築と社会を繋ぐプロダクション ●作品作風
●gallery
●法令コー
ナー
●構造・設
備の頁
●再読　関
西の建築
●建築と社
会を考える
（ 4月から再
開）
●メンバーズ
フォーラム
●新製品レ
ヴュー
●インフォメー
ション
など

5月号 建設業2.0　～価値・意識・
生産性～

6月号
第 2回片岡安賞（日本建築協
会論考コンクール）テーマ：建築
をつくるひと―これからの姿を問う

7月号 第66回　青年技術者
8月号 建築の仮設性と恒久性
9月号 災害。逃げる
10月号 新素材の可能性
11月号 最先端技術と社会
12月号 オープンマインドな空間
1月号 大阪ベイエリアの再生

2月号 第26回会員作品“私の空間
作法”

3月号 東海支部特集
2．講演会の開催
　話題の建築物や構造物、都市問題など様々なジャ
ンルを対象にエピソードや苦労話、ノウハウなどを
聞く講演会を毎年開催している。2019年度は 4回開
催した。
・出版委員会企画　2019年 5月15日（水）　30名
　 第 4回建築セミナー「建築と設備の接点　トラブ
ル予防のツボ」
　仲本尚志　馬渡勝昭　赤澤正治
・定時総会記念講演　2019年 6月20日（木）　60名
　 「大阪の地域魅力の向上と発信ー“まちづくり＋住
まいづくり＋公共建築づくり”の視点から－」
　大阪市都市整備局長　篠原　祥
・出版委員会企画　2019年 9月20日（金）　20名
　 第 5回建築セミナー「図解　間取りの処方箋　暮
らしから考える住宅設計・改修のポイント」
　 一級建築士事務所「スマイリズム」　代表　堀野
和人
・情報見学小委員会主催　2019年12月20日（金）　85人
　 JR講演会第 2弾　JR西日本建築グループの駅づ
くり　西日本旅客鉄道（株）建設工事部担当部長 
村田直紀
3．見学会の実施
　著名建築物や近代建築などの見学会を毎年実施し
ている。今年度は 5回実施した。
・ 第 2回学生のための現場見学会「ザ・パークハウス
神戸タワー（旧ファミリアホール）」現場見学会
　2019年 6月26日（水）　12名
・追手門学院大学茨木総持寺キャンパス見学会
　2019年 6月27日（木）　29名
・ 第 3回学生のための現場見学会「堺東駅南地区第
一種市街地再開発事業　施設建築物新築工事」現
場見学会
　2019年11月19日（火）　21名
・ 第 4回学生のための現場見学会「平城宮跡歴史公
園第一次大極殿院南門復原整備工事」現場見学会
　2019年12月 4日（水）　12名
・京都スタジアム（仮称）見学会
　2020年 1月28日（火）　42名
4．建築工事実務講習会の開催
　1957年（昭和32年）以降、毎年主として中堅以下
の建築技術者を対象に標記講習会を実施している。
2019年度はテキストを改定し 1回実施した。
　 1月16日（木）　参加者　64人
　①施工計画
　　講師　 谷本達哉（㈱淺沼組大阪本店建築部品質

管理室主任）
　　　　　 永野浩一（㈱竹中工務店大阪本店技術部

企画管理グループ部長）
　②仮設計画
　　　　　 山口紀宏（㈱大林組大阪本店建築事業部

生産技術部計　画第三課長）
5．顕彰事業の実施
（1）青年技術者の顕彰
　 　1954年度（昭和29年度）から毎年実施してい
る。今回は39名を顕彰した。顕彰者を称え激励す
るため、総会後に表彰式を行った。
・設計・計画部門　21名
　 石黒紘介、菊地健作、岸上和樹、鬼頭朋宏、佐賀
淳一、柴﨑雅也、白井尚太郎、末重隼人、滝澤創
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也、中村篤史、野中広斗、花村和也、広瀬和也、
広瀬良太、村田真悟、柳澤　隆、山口佳孝、吉田
悠佑、吉本一規、余田尚紀、渡邊有祐
・構造部門　 6名
　 河井翔太郎、佐々木淳一、正野和司、中嶋　拓、
堀本明伸、三谷　淳
・設備部門　 7名
　 今吉　健、古我卓真、迫田裕之、永吉敬行、宮崎
亜由美、吉田　淳、吉田裕紀
・施工部門　 5名
　 赤尾悟史、荒木秀樹、熊田健太、櫻井勇輔、橋本
真彰

（2）優秀卒業生の表彰
　 　優秀な建築系学科の卒業生を表彰することによ
り、研鑽意欲の向上を促し、激励するため1952年
（昭和27年）から実施している。2019年度は工業
高校や専門学校など28校54名を表彰した。
6．コンクールの実施
（1）工高生デザインコンクールの実施
　 　2019年度で65回を数える。上半期は「2025年の
お祭り広場」を設計課題に募集を行い12校97点の
応募があり10作品12名を表彰した。
・最優秀賞
　田中澪梨
・優秀賞
　鯖戸暖香、長尾柚季
・入選
　 植木ほの香、大澤愛美、坂田　葵、萩原杏菜、藤
本らな、藤本隆之介、森田　創・芳野　虎・和田
翔樹

（2） 「片岡安賞」日本建築協会論考コンクールの実施
　 　「片岡安賞」日本建築協会論考コンクールは、
創立100周年を迎えたのを機に、本会の歴史を見
つめ直し、「建築と社会」誌がさらに優れた論考
の受け皿となり、建築界全体にとって有益な媒体と
なることを目的に立ち上げた。上半期は「建築にお
けるダイバーシティとは」をテーマに募集したとこ
ろ 7点の応募があり、昨年11月27日（水）に第 1
回審査会を行い最終審査会は 3月中に行った。
・佳　作
　拒絶からはじまる人と建築の出会いのデザイン
　 Experiential Facadeのデザインを通して多様性の
受容を再考する
　東京大学大学院 工学系研究科 建築学専攻修士2年
　石田康平
7．出版物の刊行
　時代のニーズに即した新しい著書の発掘を第一と
し、建築に関する図書の企画・編集・刊行を行って
おり、1949年（昭和24年）以来多くの図書を出版し
てきた。「建築技術選書」と「プロのノウハウ」シ
リーズはその代表である。上半期に上梓した「図解
　間取りの処方箋」は、発刊後すぐに中国語の翻訳
出版が決まるなど海外でも注目を集めている。
8．「建築と社会」誌のアーカイブ
　協会のホームページから会員番号とパスワードを
入力して利用できる会員ページを作成し、「建築と
社会」誌の創刊号からのバックナンバーを無料で
自由に閲覧できるシステムの構築、運用作業を行っ
た。会員に会員番号とパスワードを通知した。
9 .「会員の集いIN TOKYO」の開催
　東京で初めて行う企画として、大阪中之島美術館
設計者の遠藤克彦氏と近代建築史研究家大阪市立大
学准教授倉方俊輔氏のトークセッションと懇親の夕
べを 4月 2日（火）に開催した。東京在住の会員を
中心に40名が参加した。
10．エルダー委員会（仮称：令和あまから建築談義）
　体力、気力、知力にあふれ経験豊富でまだまだ社
会と関わり続けたい60歳以上の会員で構成する「令
和あまから建築談義（仮称）」の検討を行った。
11．建築関係団体等との交流、連携
（1）在阪建築 4団体との連携
　・ 建築関係をはじめとする各団体と交流・連携事
業を行う。特に、2009年度から進めてきた関西
建築4団体（大阪府建築士会、大阪府建築士事
務所協会、日本建築家協会近畿支部、日本建築
協会）会長・支部長意見交換会での連携活動を
引き続き推進した。

　・ 昨年度 4団体から委員を選抜し議論と作業をは
じめ、2025万博を視野にさらに世界へ、未来へ
と発展させるためのまちづくり提言「ARCHＩ
－4 KANSAI提言書」を 4月に発表した。その
活動のきっかけとしてのシンポジウムを 6月 4
日（火）に開催した。

　・ 提言書の実現に向けて 4会協力して行うととも
に、当協会でもその一翼を担う事業を協会活動
の中で引き続き検討を行った。

　・ 他に在阪建築 4団体インターンシップに引き続
き協力、参加した。

（2）イケフェス大阪等との連携
　 　上半期は「イケフェス大阪」など建築関係団体
以外の団体との連携事業も引き続き取り組むた
めの企画を策定した。まちなみや通りをめぐり、
個々の建築や都市の成り立ち、歴史を感じ取る生
きた建築ミュージアムフェスティバル大阪2019連
携事業スペシャルツアー「日本建築協会Presents!
天王寺の近代遺産と下寺町の台地を歩く」を10月
27日（日）に開催した。

（3）令和 2年在阪建築15団体合同新年交礼会の実施
　 　今年度の在阪建築15団体合同新年交礼会を、 1
月 6日（月）にリーガロイヤルホテルにおいて当
番会として開催した。参加者は744名となり、過
去最大の規模となった。
12．共催、後援、協賛事業
　協会の事業主旨に合致する事業に共催、後援、協
賛した。
（1）共催
・大阪都市景観建築賞
　 大阪府、大阪市、（公社）大阪府建築士会、（一社）
大阪府建築士事務所協会、（公社）日本建築家協
会近畿支部、（一社）日本建築協会
・異業種交流　輝く女性のコミュニケーション力
　（公社）日本建築家協会近畿支部
（2）後援
・ セミナー「これからの防災教育　専門家が果たす
べき役割とは」
　（公社）日本建築家協会近畿支部
・ ①京都スタジアム建築技術講習会～設計と施工の
担当者が語る、京都スタジアムの新技術～他 1件
　（公社）大阪府建築士会
・木造建築の現状と技術的可能性
　（公社）大阪府建築士会
・LIVING＆DESIGN2019
　（一社）L&D
・日本福祉のまちづくり学会第22回全国大会
　（一社）日本福祉のまちづくり学会
・ 改正民法が建築士業務に与える影響等に関する説
明会他 1件
　（公社）大阪府建築士会
・ ＜建築防災連続セミナー＞「建築火災安全設計の
考え方と基礎知識」
　（一財）大阪建築防災センター
・講習会「木造建築とまちづくり」
　（公社）大阪府建築士会
・ なんばスカイオ建築技術講習会～設計者と施工者
が語る「なんば」の新たなランドマーク～
　（公社）大阪府建築士会
・ 「ハラスメント問題の基本的理解と発生防止」研
修会
　（一社）大阪府建築士事務所協会
・ 開設者・管理建築士のための建築士事務所の管理
研修会
　（一社）大阪府建築士事務所協会
・講習会「秋の京都特別見学会」
　（公社）大阪府建築士会
・「CLT構造作品見学会＋説明会」他 3件
　（公社）大阪府建築士会
・ JSCA法人化30周年　関西支部企画「EXPO’70か
ら半世紀、いのち輝く未来へ向けた構造デザイン」
　（一社）日本建築構造技術者協会関西支部
・なにわ建築フェスタ2019年児童画展
　（一社）大阪府建築士事務所協会
・BIMについて～建築士事務所による実用・活用例
　（一社）大阪府建築士事務所協会
・卒業展2020
　（学校法人）修成学園
・講習会「水害・土砂災害に備える」他 1件
　（公社）大阪府建築士会
・「KIPA　IPサロン　BIM session-3」
　（一社）関西インテリアプランナー協会
・ オービック御堂筋ビル　現場見学会＋講習会～デ
ジタル・ツイン時代の幕開け～
　（公社）大阪府建築士会
・ 「設計図書の電子的作成・保存の実務講習会～法
令で求められる設計図書の15年保存とは～」
　（一社）大阪府建築士事務所協会
・建築材料・住宅設備総合展　KENTEN2020
　（一社）日本建築材料協会
・建築学生ワークショップ東大寺2020
　 （特定非営利活動法人）アートアンドアーキテク
トフェスタ
・ 講習会「限界耐力計算による木造耐震設計レ
ビューと改修事例紹介」
　（公社）大阪府建築士会
・関西建設人ゴルフ大会
　関西建設人ゴルフ大会委員会
・環境性能評価システム講習会

　（公社）大阪府建築士会
（3）協賛
・2019年度「住生活月間」
　住生活月間実行委員会
・ 2019年度（第29回）大阪府公共建築設計コンクー
ル「あすなろ夢建築」
　 大阪府、（公社）大阪府建築士会、大阪府住宅供
給公社
・建築・建材展2020
　㈱日本経済新聞社
・ セミナー「建築物の瑕疵をめぐる法的問題について」
　（公社）ロングライフビル推進協会
・Japan Home ＆ Building Show 2020」
　（一社）日本能率協会
13．工事請負契約約款事業
　民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款委員会
に委員を派遣するとともに、引き続き「民間（旧四
会）連合協定工事請負契約約款契約書関係書式」及
び「民間（旧四会）連合協定小規模建築物・設計施
工一括用工事請負等契約書類（書式・約款）」、「民
間（旧四会）連合協定リフォーム工事請負契約書類
（書式・約款）」、「民間（旧四会）連合協定マンショ
ン修繕工事請負契約約款　契約書関係書式」を販売
した。
　約款委員会が発行する 4つの約款・書式の説明用
パンフレットを販売窓口等で配布し、約款の周知、
啓発に努めた。
14．役員派遣
　大阪商工会議所に 2号議員として役員 1名を派遣
した。
　（一財）大阪建築防災センターに監事として役員
1名を派遣した。

Ⅱ　支　　　　　　　部

〔中国支部〕
◎役員会等の開催状況
1．総会、常議員会、幹事会の開催
　定時総会　2019年 5月27日（月）
　　①2018年度事業報告
　　②2018年度収支決算報告及び監査報告
　　③2019年度事業計画（案）
　　④2019年度収支予算（案）
　　⑤役員改選（案）
　　⑥建築施工技術研究委員会活動報告
　第1回　常議員会　2019年 4月18日（木）
　　①2018年度事業報告
　　②2018年度収支決算報告及び監査報告
　　③2019年度事業計画（案）
　　④2019年度収支予算（案）
　　⑤役員改選（案）
　　⑥建築施工技術研究委員会活動報告
　　⑦2019年度支部総会開催（案）
　第1回幹事会　2019年 7月 5日（金）
　　①2019年度中国支部総会報告
　　②本部通常理事会・総会・臨時理事会報告
　　③若手・新入社員技術講習会報告
　　④中堅社員技術講習会について
　　⑤中国支部設立70周年について
　第2回　幹事会　2019年12月12日（木）
　　①本部通常理事会支部長会報告
　　②2019年度中堅社員技術講習会報告
　　③建築工事実務講習会について
　　④2020年度施工技術研究委員会活動報告
　　⑤中国支部設立70周年について
　　⑥新規入会促進について
　第3回　幹事会　2020年 3月19日（木）
　　①2019年度建築工事実務講習会報告
　　②2020年度総会・常議員会議・監査について
　　③ 2019年度決算（案）・2020年度予算（案）に

ついて
　　④2020年度施工技術研究委員会活動について
　　　（研修スケジュール・研修内容等）
　　⑤70周年記念事業について

◎事業の執行状況
1．若手・新入社員技術講習会の開催
　 6月12日（水）実施。参加者は39名。
　①若手・新入社員の心構え
　　講師：尾野本　悟（広島工業大学教授）
　②施工に役立つ力学の再確認
　　講師：山西　央朗（広島工業大学助教）
　③初歩の積算
　　講師：八道　憲一（鹿島建設㈱中国支店次長）
　④準備・仮設工事の工事管理
　　 講師：前嶋　陽志（㈱大林組広島支店建築工事
部技術課副課長）

　⑤交流会
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2．中堅社員技術講習会の開催
　10月 2日（水）実施。参加者は29名。
　①工程管理のノウハウ
　　講師：尾野本　悟（広島工業大学教授）
　②鉄骨工事の品質管理
　　 講師：貞永　誠（㈱竹中工務店生産統括部技術
部長）

　③施工に必要な構造設計の知識
　　講師：川上　善嗣（広島工業大学准教授）
　④大規模改修のノウハウと新技術
　　 講師：須山　隆文（広島県外壁補修工事業（協
組）理事）

　　　　　沖野　恒己　　肱岡　信明
3．建築工事実務講習会の開催
　 2月13日（木）実施。参加者は22名。
　①施工計画
　　講師：井上　昇（清水建設㈱広島支店主査）
　②仮設見積
　　講師：尾野本　悟（広島工業大学教授）
　③積算業務
　　講師：八道　憲一（鹿島建設㈱中国支店次長）
4．工事請負契約約款事業
　「民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款契
約書関係書式」及び「民間（旧四会）連合協定リ
フォーム工事請負契約書類（書式・約款）」、「民間
（旧四会）連合協定マンション修繕工事請負契約約
款　契約書関係書式」を販売した。

〔東海支部〕
◎役員会等の開催状況
1．総会、常議員会、幹事会の開催
　定時総会　2019年 5月31日（金）
　　①2018年度事業報告・収支決算報告
　　②2019年度事業計画・収支予算計画
　　③支部役員改選
　第1回　常議員会　幹事会　2019年 4月12日（金）
　　①2018年度事業報告・収支決算見込
　　②2019年度事業計画・収支予算計画
　　③2019年度次期役員構成
　　④2019年度総会当日の段取　
　　⑤本部報告2018年度事業報告
　　⑥各常置委員会活動報告
　第2回　常議員会　幹事会　2019年 5月20日（月）
　　①2018年定時総会議案
　　②2019年度次期役員構成
　　③2019年度総会当日の段取
　　④各常置委員会活動報告
　第3回　常議員会　幹事会　2019年 5月31日（金）
　　①2019年度定時支部総会議案書の承認
　　②総会当日の段取
　第4回　常議員会　幹事会　2019年 6月26日（水）
　　①2019年度定時総会収支
　　②2019年度常置委員会構成
　　③各常置委員会活動報告
　第5回　常議員会　幹事会　2019年 7月23日（火）
　　①支部復活60周年記念事業
　　②各常置委員会活動報告
　第6回　常議員会　幹事会　2019年 8月19日（月）
　　①支部復活60周年記念事業
　　②挟み込み広告
　　③各常置委員会活動報告
　第7回　常議員会　幹事会　2019年 9月19日（木）
　　①会員名簿掲載資料
　　②支部復活60周年記念事業
　　③各常置委員会活動報告
　第8回　常議員会　幹事会　2019年10月21日（月）
　　①上半期事業報告
　　②支部復活60周年記念事業
　　③各常置委員会活動報告
　第9回　常議員会　幹事会　2019年11月18日（月）
　　①支部復活60周年記念事業及び記念誌
　　②「建築と社会」東海特集号
　　③各常置委員会活動報告
　第10回　常議員会　幹事会　2019年12月 4日（水）
　　①「建築と社会」東海特集号
　　②支部復活60周年記念事業及び記念誌
　　③各常置委員会活動報告
　第11回　常議員会　幹事会　2020年 1月20日（月）
　　①「建築と社会」東海特集号
　　②支部復活60周年記念事業及び記念誌
　　③2020年度事業計画案
　　④2019年度決算見込と2020年度予算原案
　　⑤常置委員会活動報告
　第12回　常議員会　幹事会　2020年 2月17日（月）
　　①支部復活60周年記念事業及び記念誌
　　②2020年度事業計画
　　③2019年度決算見込と2020年度予算
　　④各常置委員会活動報告

　第13回　常議員会　幹事会　2020年 3月 9日（月）
　　①2020年度事業計画
　　②2019年度決算見込と2020年度予算
　　③内部監査
　　④2020年度支部役員・委員会構成
　　⑤2020年度総会案内
　　⑥支部復活60周年記念事業及び記念誌
2．常置委員会の開催
　総務、編集、会員、事業、研修、青年の 6つの委
員会を設置して支部運営を行っている。
（1）総務委員会
　 　支部定時総会準備、年度決算及び次年度予算作
成並びに支部復活60周年記念事業実施に向けた事
前検討等で13回開催した。

（2）編集委員会
　　「東海の建築」第87号を 8月 1日に発刊した。
　 　支部復活60周年記念誌作成に向け「建築ジャー
ナル社」との打合せを適宜実施した。
　 　「東海の建築」発刊、支部復活60周年記念誌構
成、「建築と社会」東海特集号編集内容打合せの
ため 3回開催した。

（3）会員委員会
　 　会員名簿、広告費用、協賛会社名簿手配・確認
のため 3回開催した。

（4）事業委員会
　 　国内建築視察研修旅行等の計画・募集のため 2
回開催した。

（5）研修委員会
　 　会員交流イベント、建築工事実務講習会の講師
検討・手配、講師等打合会準備のため4回開催した。

（6）青年委員会
　 　若手設計者による現地建物等見学及び意見交換
会の場である「納マリ倶楽部」を適宜開催。若手
による支部活動の活性化を図っている。

◎事業の執行状況
1．支部機関紙「東海の建築」の発行事業
　「東海の建築」第87号執筆。8月1日（木）発行済。
　「建築と社会」3月号（東海特集号）を執筆した。
　　作品作風　12作品　東海スケッチブック　10作品
　　 座談会 1：東海支部復活60年とこれからの支部
活動　歴代支部長による

　　 座談会 2：建築に込める想い　建築技術の発展 
ベテラン技術者による

　　 座談会 3：納マリ倶楽部の意義と日本建築協会
東海支部への期待

　　 建築がつなぐ都市、地域、まちの記憶「じゅう
ろくてつめいギャラリー」

　　 納マリ倶楽部　東海支部青年委員会における30 
代若手設計者の活動報告

　　 東海の建築データーシート：内装（おもてな
し） 4作品

2．見学会の実施
　11月29日（金）～30日（土）「金沢に泊まる　北陸
三県　建築の旅」を参加者16名で実施した。
3．講演会の開催
　5月31日（金）の支部定時総会後に開催。
　 講師：有馬義之氏（㈱東京カンテイ名古屋支店　
ゼネラルマネージャー）
　演題：「新時代の到来における不動産価値と将来性」
4．建築工事実務講習会の開催
　2020年 1月22日（水）に名古屋商工会議所にて30
名で開催した。
　①施工計画
　　講師：日吉智紀（清水建設名古屋支店）
　②仮設見積
　　講師：相原仁史（大林組名古屋支店）
　③積算業務
　　講師：木原　陽（竹中工務店名古屋支店）
5．支部会員名簿の発行
　東海支部会員名簿2019年度版を12月に発行した。
6．納マリ倶楽部の実施
　 6月28日（金）「富山におでかけ！日本初オール
木造 3階建て学校に学ぶ～魚津市立星の杜小学校
～」を開催。
7．会員交流
　 5月11日（土）に会員交流ゴルフコンペ第50回記
念大会を開催した。
　場所：ウッドフレンズ森林公園ゴルフ場　西コース
　参加人数：34名
　10月10日（木）に会員交流ゴルフコンペ
　12月4日（水）に青年技術者表彰者を招いての交
流会
8．建築関係団体との交流、連携
・ 建築八団体（愛知建築士会、愛知県建築士事務所
協会、日本建築家協会東海支部愛知地域会、日本
建築学会東海支部、日本建築構造技術者協会中部
支部、日本積算協会東海北陸支部、愛知県設備設

計監理協会、日本建築協会東海支部）連絡協議会
に 6回出席した。
・中部建築賞協議会に協力し中部建築賞を運営。

〔京都支部〕
◎役員会等の開催状況
1．総会、役員会、常議員会の開催
　定時総会　2019年 7月19日（金）
　　①2018年度事業報告・収支決算報告
　　②2019・2020年度京都支部役員の選任
　　③2019年度事業計画・収支予算計画
　第1回　常議員会　2019年 4月27日（土）
　　①2019年度の隔月セミナー等の事業計画
　　②会員増強
　　③京都支部役員改選
　第2回　常議員会　2019年 5月27日（月）
　　①2019年度のセミナー等の事業企画
　　②会員増強
　第3回　常議員会　2019年 6月21日（金）
　　① 2019年度のセミナー等の事業企画と2018年度

のセミナーの反省点
　　②会員増強
　　③東海支部・中国支部との交流
　第4回　常議員会　2019年 8月29日（木）
　　①11月22日（金）第 2回セミナー開催決定
　　② 1月17日（金）開催京都府文化財保護課の文

化財修理現場（萬福寺）見学・研修会の企画
　　③2020年 2月実施予定 第 3回セミナー
　　④支部としての継続活動、テーマ、取組方法
　第5回　常議員会　2019年 9月20日（金）
　　①2020年 2月実施 第 3回セミナー
　　② 支部としての継続活動の主テーマとその取組

方法　近・現代建造物（京都府下）の調査活
動（案）

　　③ 9月24日（火）実施　京都美術工芸大学キャ
ンパス見学会

　第6回　常議員会　2019年10月18日（金）
　　①2020年 2月実施 第 3回セミナー講演と内容
　　② 支部としての継続活動の主テーマとその取組

方法　近・現代建造物調査・評価
　　③黄檗山萬福寺修理現場見学会
　第7回　常議員会　2019年11月25日（月）
　　①2020年 2月実施 セミナー講演内容
　　② 支部としての継続活動の主テーマとその取組

方法　近・現代建造物調査・評価
　　③ 黄檗山萬福寺修理現場見学会並びに座学（建

築・庭園）終日研修会
　第8回　常議員会　2020年 3月 5日（木）
　　①黄檗山萬福寺修理現場見学研修会報告
　　②今年度の事業振り返り
　　③笠原氏セミナーの延期
　　④来年度事業計画等

◎事業の執行状況
1．講演会、見学会、勉強会の実施
　① 令和元年第 1回セミナー「河川工学からみた日
本の洪水災害と課題」勉強会を 7月12日（金）
に実施。

　　講師　井上和也　　参加者　 7名。
　② 「京都美術工芸大学キャンパス」見学会を 9月
24日（火）に実施。

　　 講師　髙田光雄　　参加者 5名。（常議員メン
バーの参加）

　③ 令和元年度第 2回セミナー「まちづくりと都市
計画」勉強会を11月22日（金）に実施。

　　講師　吉田秀雄　　参加者11名
　④ 黄檗宗大本山萬福寺修理現場見学研修会を 1月
17日に実施。

　　 講師　竹下弘展、田中智誠、齋藤忠一
参加者28名

2． 2級建築士受験講習会の開催
　京都府建築士会共催「製図（基本・応用）」 7月
14日（日）～ 9月 1日（日）
　受講者：20名
　① 2級受験講習会　製図（基本）　 2日間
　　講　師：伏木道雄／伏木道雄建築設計事務所
　　　　　　京都府建築士会事業委員会委員
　②製図（応用）　延べ 6日間
　　講　師：伏木道雄／伏木道雄建築設計事務所
　　　　　　京都府建築士会事業委員会委員
3．工事請負契約約款事業
　「民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款契約
書関係書式」及び「民間（旧四会）連合協定小規
模建築物・設計施工一括用工事請負等契約書類（書
式・約款）」、「民間（旧四会）連合協定リフォーム
工事請負契約書類（書式・約款）」を販売した。
4．建築関係団体との交流
　隔月実施のセミナーを「JIA京都地域会」と共催。
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2019年度決算報告

貸借対照表
2020年 3月31日現在 （単位：円）

科　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部
　 1．流動資産
　　　　　現金・預金 23,625,016 26,642,900 -3,017,884
　　　　　貯蔵品 43,967 69,408 -25,441
　　　　　未収入金 1,296,450 1,058,700 237,750
　　　　　前払費用 1,430,000 0 1,430,000
　　　　　仮払金 63,340 60,080 3,260
　　　　流動資産合計 26,458,773 27,831,088 -1,372,315
　 2．固定資産
　 （1）基本財産
　　　　基本財産合計 0 0 0
　 （2）特定資産
　　　　　記念事業積立預金 12,500,000 12,850,000 -350,000
　　　　　事業基金積立預金 29,000,000 29,000,000 0
　　　　　退職給付引当資産 950,000 752,000 198,000
　　　　特定資産合計 42,450,000 42,602,000 -152,000
　 （3）その他固定資産
　　　　　什器備品 111,260 111,260 0
　　　　　長期預け金 447,963 447,963 0
　　　　　保証金 3,527,250 3,527,250 0
　　　　　長期前払費用 646,380 818,748 -172,368
　　　　その他固定資産合計 4,732,853 4,905,221 -172,368
　　　　固定資産合計 47,182,853 47,507,221 -324,368
　　　　資産合計 73,641,626 75,338,309 -1,696,683
Ⅱ　負債の部
　 1．流動負債
　　　　　未払金 580,416 524,372 56,044
　　　　　前受金 3,553,449 4,358,898 -805,449
　　　　　預り金 41,021 31,663 9,358
　　　　流動負債合計 4,174,886 4,914,933 -740,047
　 2．固定負債
　　　　　退職給付引当金 950,000 752,000 198,000
　　　　固定負債合計 950,000 752,000 198,000
　　　　負債合計 5,124,886 5,666,933 -542,047
Ⅲ　正味財産の部
　 1．指定正味財産
　　　　指定正味財産合計 0 0 0
　 2．一般正味財産 68,516,740 69,671,376 -1,154,636
　　　（うち基本財産への充当額） （0） （0） 0）
　　　（うち特定資産への充当額） （41,500,000）（41,850,000） (0)
　　　　正味財産合計 68,516,740 69,671,376 -1,154,636
　　　　負債及び正味財産合計 73,641,626 75,338,309 -1,696,683

正味財産増減計算書
2019年 4月 1日から2020年 3月31日まで （単位：円）

科　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　 1．経常増減の部
　 （1）経常収益
　　　　受取会費 32,844,749 33,103,999 -259,250
　　　　　個人正会員受取会費 8,229,600 8,527,200 -297,600
　　　　　個人正会員（地方）受取会費 993,300 980,700 12,600
　　　　　団体正会員受取会費 23,581,249 23,562,499 18,750
　　　　　準会員受取会費 40,600 33,600 7,000
　　　　事業収益 25,367,815 28,302,520 -2,934,705
　　　　　事業収益 24,520,775 27,616,320 -3,095,545
　　　　　事業雑収益 847,040 686,200 160,840
　　　　雑収益 166,145 219,651 -53,506
　　　　経常収益計 58,378,709 61,626,170 -3,247,461
　 （2）経常費用
　　　　事業費 40,287,012 43,364,245 -3,077,233
　　　　　給料・手当 12,921,958 13,171,947 -249,989
　　　　　法定福利費 2,512,515 2,512,562 -47
　　　　　事業費 24,195,756 27,293,116 -3,097,360
　　　　　事業雑費 656,783 386,620 270,163
　　　　管理費 19,246,333 18,978,693 267,640
　　　　　給料・手当 4,307,319 4,390,649 -83,330
　　　　　退職給付費用 198,000 366,147 -168,147
　　　　　法定福利費 837,505 837,521 -16
　　　　　福利厚生費 15,000 18,000 -3,000

科　目 当年度 前年度 増　減
　　　　　助成費 0 0 0
　　　　　会議費 1,856,121 1,855,126 995
　　　　　旅費交通費 246,300 242,550 3,750
　　　　　通信運搬費 443,351 445,443 -2,092
　　　　　集金費 440,820 417,706 23,114
　　　　　消耗品費 2,064,371 1,903,871 160,500
　　　　　備品購入費 0 0 0
　　　　　修繕費 0 0 0
　　　　　印刷製本費 0 0 0
　　　　　光熱費 212,736 208,256 4,480
　　　　　火災保険料 0 19,610 -19,610
　　　　　租税公課 946,200 904,700 41,500
　　　　　建物管理費 4,687,525 4,461,990 225,535
　　　　　事務委託費 1,377,218 1,370,736 6,482
　　　　　雑費 1,613,867 1,536,388 77,479
　　　　経常費用計 59,533,345 62,342,938 -2,809,593
　　　　　当期経常増減額 -1,154,636 -716,768 -437,868
　 2．経常外増減の部
　 （1）経常外収益
　　　　退職給付引当金戻入 0 0 0
　　　　経常外収益計 0 0 0
　 （2）経常外費用
　　　　経常外費用計 0 0 0
　　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　　当期一般正味財産増減額 -1,154,636 -716,768 -437,868
　　　　　一般正味財産期首残高 69,671,376 70,388,144 -716,768
　　　　　一般正味財産期末残高 68,516,740 69,671,376 -1,154,636
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 68,516,740 69,671,376 -1,154,636

財務諸表に対する注記
1．重要な会計方針
　（1）固定資産の減価償却の方法
　　　什器備品‥‥定額法によっている。
　　　長期前払費用‥‥均等償却によっている。
　（2）引当金の計上基準
　　　退職給付引当金‥‥期末退職給与の要支給額を引当てている。
　（3）消費税等の会計処理
　　　消費税等の会計処理は税込み方式によっている。

2．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
 （単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産

小　　　計 0 0 0 0
特定資産
　記念事業積立預金 12,850,000 0 350,000 12,500,000
　事業基金積立預金 29,000,000 0 0 29,000,000
　退職給付引当資産 752,000 198,000 0 950,000

小　　　計 42,602,000 198,000 350,000 42,450,000
合　　　計 42,602,000 198,000 350,000 42,450,000

3．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
 （単位：円）

科　　目 当期末残高 （うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産
小　　　計 0 － － －

特定資産
　記念事業積立預金 12,500,000 － （12,500,000） －
　事業基金積立預金 29,000,000 － （29,000,000） －
　退職給付引当資産 950,000 － （0） （950,000）

小　　　計 42,450,000 － （41,500,000） （950,000）
合　　　計 42,450,000 － （41,500,000） （950,000）
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4．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
　　（直接法により減価償却を行っている場合）
　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。
 （単位：円）

科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
什器備品 1,112,560 1,001,300 111,260
合　　　計 1,112,560 1,001,300 111,260

付属明細書
1．基本財産及び特定資産の明細
　　財務諸表に対する注記2に記載しているので、内容の記載を省略している。

2．引当金の明細 （単位：円）

科　　目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

退職給付引当金 752,000 198,000 0 0 950,000

財産目録
2020年 3月31日現在 （単位：円）

科　目 金　額
Ⅰ　資産の部
　 1．流動資産
　　　　現金預金 23,625,016

　　　　　現金手許有高 47,494

　　　　　普通預金 三井住友銀行大阪中央支店 709,695

　　　　　普通預金 三菱UFJ銀行瓦町支店 4,466,699

　　　　　普通預金 りそな銀行北浜支店 505,113

　　　　　定期預金 りそな銀行北浜支店 500,000

　　　　　郵便振替口座 マーチャンダイズビル内支店 1,032,825

　　　　　普通預金 郵貯銀行マーチャンダイズビル内支店 38,046

　　　　　定期預金 三井住友銀行大阪中央支店 1,000,000

　　　　　定期預金 三菱UFJ銀行瓦町支店 10,531,786

　　　　　普通預金 広島銀行本川支店 1,126,038

　　　　　普通預金 三菱UFJ銀行栄町支店 684,306

　　　　　普通預金 三菱UFJ銀行栄町支店 1,008,701

　　　　　定期預金 三菱UFJ銀行栄町支店 1,506,035

　　　　　普通預金 みずほ銀行京都中央支店 290,522

　　　　　普通預金 郵貯銀行御池柳馬場支店 155,247

　　　　　郵便振替口座 御池柳馬場支店 22,509

　　　　貯蔵品 43,967

　　　　　切手・はがき 43,967

　　　　未収入金 1,296,450

　　　　　会誌収入 316,900

　　　　　個人正会員会費収入 826,800

　　　　　個人地方会員会費収入 120,750

　　　　　団体正会員会費収入 25,000

　　　　　準会員会費収入 7,000

　　　　前払費用 1,430,000

　　　　　実務講習会次年度以降のテキスト代 1,430,000

　　　　仮払金 63,340

　　　　　見学会・会議保険料 63,340

　　　　流動資産合計 26,458,773

　 2．固定資産
　 （1）基本財産
　　　　基本財産合計 0

　 （2）特定資産
　　　　　記念事業積立預金 12,500,000

　　　　　　定期預金　りそな銀行北浜支店 12,500,000

　　　　　　普通預金　りそな銀行北浜支店 0

　　　　　事業基金積立預金 29,000,000

　　　　　　定期預金　三菱UFJ銀行瓦町支店 9,000,000

科　目 金　額
　　　　　　定期預金　りそな銀行北浜支店 20,000,000

　　　　　退職給付引当資産 950,000

　　　　　　定期預金　三菱UFJ銀行瓦町支店 950,000

　　　　特定資産合計 42,450,000

　 （3）その他固定資産
　　　　　什器備品 111,260

　　　　　　書棚 1式 111,260

　　　　　長期預け金 447,963

　　　　　　預け金　三菱UFJモルガン・スタンレー証券 447,963

　　　　　保証金・敷金 3,527,250

　　　　　　本部事務所賃貸契約による保証金 3,436,650

　　　　　　京都支部事務所貸借敷金 90,600

　　　　　長期前払費用 646,380

　　　　　　PCA公益法人会計クラウドサービス 646,380

　　　　その他固定資産合計 4,732,853

　　　　固定資産合計 47,182,853

　　　　資産合計 73,641,626

Ⅱ　負債の部
　 1．流動負債
　　　　未払金 580,416

　　　　　会誌発行費 101,656

　　　　　会議保険料 16,160

　　　　　租税公課 459,000

　　　　　集金手数料 3,600

　　　　前受金 3,553,449

　　　　　個人正会員会費収入 1,195,200

　　　　　個人地方会員会費収入 75,600

　　　　　団体正会員会費収入 2,206,249

　　　　　準会員会費収入 8,400

　　　　　会誌収入 68,000

　　　　預り金 41,021

　　　　　給与源泉税預り 22,790

　　　　　報酬源泉税預り 18,231

　　　　流動負債合計 4,174,886

　 2．固定負債
　　　　退職給付引当金 950,000

　　　　固定負債合計 950,000

　　　　負債合計 5,124,886

　　　　正味財産 68,516,740
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収支計算書
2019年 4月 1日から2020年 3月31日まで （単位：円）

科　目 予算額 決算額 内部取引
消 去 額

連 結
決 算 額 差　異

Ⅰ　事業活動収支の部
　 1．事業活動収入
　　　　会費収入 32,303,600 32,844,749 0 32,844,749 -541,149

　　　　　個人正会員 8,370,000 8,229,600 0 8,229,600 140,400

　　　　　個人正会員（地方） 900,000 993,300 0 993,300 -93,300

　　　　　団体正会員 23,000,000 23,581,249 0 23,581,249 -581,249

　　　　　準会員 33,600 40,600 0 40,600 -7,000

　　　　支部活動収入 1,371,440 1,371,440 -1,371,440 0 1,371,440

　　　　事業収入 28,676,460 26,879,035 -1,511,220 25,367,815 3,308,645

　　　　　事業収入 27,846,460 26,031,995 -1,511,220 24,520,775 3,325,685

　　　　　事業雑収入 830,000 847,040 0 847,040 -17,040

　　　　雑収入 232,300 166,145 0 166,145 66,155

　　　　雑収入（支部正味財産繰入収入） 0 0 0 0 0

　　　　前受金収入 0 3,553,449 0 3,553,449 -3,553,449

　　　　前払費用収入 0 0 0 0 0

　　　　仮払金収入 0 679,758 0 679,758 -679,758

　　　　預り金収入 0 4,286,107 0 4,286,107 -4,286,107

　　　　貯蔵品収入 0 25,441 0 25,441 -25,441

　　　　　事業活動収入計 62,583,800 69,806,124 -2,882,660 66,923,464 -4,339,664

　 2．事業活動支出
　　　　事業費支出 41,847,500 40,746,410 -1,511,220 39,235,190 2,612,310

　　　　　事業関係人件費支出 15,964,500 15,434,473 0 15,434,473 530,027

　　　　　事業費支出 25,103,000 24,655,154 -1,511,220 23,143,934 1,959,066

　　　　　事業雑支出 780,000 656,783 0 656,783 123,217

　　　　管理費支出 21,502,776 20,419,773 -1,371,440 19,048,333 2,454,443

　　　　　管理関係人件費支出 5,321,500 5,144,824 0 5,144,824 176,676

　　　　　退職給付支出 0 0 0 0 0

　　　　　福利厚生費支出 21,000 15,000 0 15,000 6,000

　　　　　助成費支出 1,391,440 1,371,440 -1,371,440 0 1,391,440

　　　　　会議費支出 2,050,000 1,856,121 0 1,856,121 193,879

　　　　　旅費交通費支出 260,000 246,300 0 246,300 13,700

　　　　　通信運搬費支出 480,000 443,351 0 443,351 36,649

　　　　　集金費支出 440,000 440,820 0 440,820 -820

　　　　　消耗品支出 2,175,000 2,064,371 0 2,064,371 110,629

　　　　　備品購入費支出 200,000 0 0 0 200,000

　　　　　修繕費支出 30,000 0 0 0 30,000

　　　　　印刷製本費支出 100,000 0 0 0 100,000

　　　　　光熱費支出 220,000 212,736 0 212,736 7,264

　　　　　火災保険料支出 20,000 0 0 0 20,000

　　　　　租税公課支出 950,000 946,200 0 946,200 3,800

　　　　　建物管理費支出 4,667,000 4,687,525 0 4,687,525 -20,525

　　　　　事務委託費支出 1,374,836 1,377,218 0 1,377,218 -2,382

　　　　　雑支出 1,802,000 1,613,867 0 1,613,867 188,133

　　　　記念事業費支出 1,950,000 1,051,822 0 1,051,822 898,178

　　　　前受金支出 0 4,358,898 0 4,358,898 -4,358,898

　　　　預り金支出 0 4,271,616 0 4,271,616 -4,271,616

　　　　前払費用支出 0 1,430,000 0 1,430,000 -1,430,000

　　　　仮払金支出 0 688,151 0 688,151 -688,151

　　　　貯蔵品支出 0 0 0 0 0

　　　　　事業活動支出計 65,300,276 72,966,670 -2,882,660 70,084,010 -4,783,734

　　　　　事業活動収支差額 -2,716,476 -3,160,546 0 -3,160,546 444,070

科　目 予算額 決算額 内部取引
消 去 額

連 結
決 算 額 差　異

Ⅱ　投資活動収支の部
　 1．投資活動収入
　　　　特定資産取崩収入 1,850,000 350,000 0 350,000 1,500,000

　　　　　退職給付引当資産取崩収入 0 0 0 0 0

　　　　　記念事業積立預金取崩収入 1,850,000 350,000 0 350,000 1,500,000

　　　　固定資産売却収入 0 172,368 0 172,368 -172,368

　　　　　長期前払費用収入 0 172,368 0 172,368 -172,368

　　　　　投資活動収入計 1,850,000 522,368 0 522,368 1,327,632

　 2．投資活動支出
　　　　特定資産取得支出 188,000 198,000 0 198,000 -10,000

　　　　　退職給付引当資産取得支出 188,000 198,000 0 198,000 -10,000

　　　　　記念事業積立預金支出 0 0 0 0 0

　　　　　事業基金積立預金支出 0 0 0 0 0

　　　　固定資産取得支出 0 0 0 0 0

　　　　　長期前払費用支出 0 0 0 0 0

　　　　投資活動支出計 188,000 198,000 0 198,000 -10,000

　　　　投資活動収支差額 1,662,000 324,368 0 324,368 1,337,632

Ⅲ　財務活動収支の部
　 1．財務活動収入
　　　　財務活動収入計 0 0 0 0 0

　 2．財務活動支出
　　　　財務活動支出計 0 0 0 0 0

　　　　財務活動収支差額 0 0 0 0 0

Ⅳ　予備費支出 0 0 0 0 0

　　　　当期収支差額 -1,054,476 -2,836,178 0 -2,836,178 1,781,702

　　　　前期繰越収支差額 27,177,228 27,177,228 0 27,177,228 0

　　　　次期繰越収支差額 26,122,752 24,341,050 0 24,341,050 1,781,702

1．資金の範囲
　　資金の範囲には、現金・預金・未収入金及び未払金を含めている。
　　なお、前期末及び当期末残高は、下記2に記載するとおりである。

2．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳
 （単位：円）

科　　　　　目 前期末残高 当期末残高

現　金　預　金 26,642,900 23,625,016

未　収　入　金 1,058,700 1,296,450

合　　　　　計 27,701,600 24,921,466

未　　払　　金 524,372 580,416

合　　　　　計 524,372 580,416

次期繰越収支差額 27,177,228 24,341,050
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2020年度事業計画
2020年 4月 1日～2021年 3月31日

1．2020年度の活動方針
　2020年度日本建築協会は、「新しい地平へ」を実現
するため、スタートさせた「未来創生プロジェクト」
と「片岡安賞」日本建築協会論考コンクールをはじ
め、60歳以上のシニア層の活躍の場の検討も引き続
き行う。昨年度初めて東京で開催した「会員の集い
IN TOKYO」については、今年度実行委員会を立ち
上げよりバージョンアップしたイベントを実施する。
会誌収入が落ち込んでいる協会の中心事業である
「建築と社会」誌については、昨年立ち上げた「会誌
活性化ワーキンググループ」から今年度中に提言を
いただき活性化に取り組む。そのほか時代に応じた
テーマによる催しや近代建築物の見学会、講演会、
講習会、出版物の企画・発行、建築関係団体等との
交流・連携など、数々の活動に引き続き取り組んで
いく。
　「建築と社会」誌創刊号からの資料を閲覧できる
アーカイブについては、この 4月初めから運用を開
始した。資料検索や研究活動などのお役に立ててい
ただけるものと期待している。
　2019年度に引き続き、新型コロナ感染症拡大防止
の観点から、各種会議、委員会、研究会などは 3密
を避けウェブ会議やメールでの意見交換、席間を広
くとるなど工夫し拡大防止に努める。
　2020年度予算については、前年度予算額を基本に
決算額及び事業計画を加味して作成した。
　記念事業では、 4月から運用を開始した「建築と
社会」アーカイブ公開システム構築費用一式を記念
事業積立金の繰越額から150万円取り崩す。支部予算
では中国支部創立70周年記念事業予算、東海支部復
活60周年記念事業予算をそれぞれ計上した。
　安定した事業運営のためには会員の確保による会
費収入の維持が最大の課題である。個人や企業に対
し協会の役割を積極的にアピールするとともに、魅
力あるプログラムを提供し会員の増強を図らねばな
らない。
　個々の事業についても増収、増益を図るための工
夫が必要である。協会事業の中心である「建築と社
会」誌については、特に今年度は叡智を結集して重
点的に取り組み収支好転に努力する。会誌以外の事
業についても経費抑制に努め、事業費の削減を図る
とともに管理費についても経費削減に努める。
　2020年度も収入の増、支出の削減を目標に財務体
質の強化に努め、事業の活性化を図る。

2．2020年度活動計画
（1）編集委員会
　 　協会の会誌「建築と社会」誌の企画・編集のほ
か青年技術者及び「建築と社会賞」並びに「片岡
安賞」論考コンクールの顕彰事業を実施する。
　①会誌「建築と社会」の発行
　・ 1917年（大正 6年）の創立以来、協会活動の中
核として会員相互あるいは会員と社会を結ぶ役
割を果たしてきた会誌「建築と社会」は、2020
年度もタイムリーな内容を特集として毎号掲載
する。

　・ 「作品作風」、「再読関西の建築」、「建築と社会を
考える」、法令コーナー、構造・設備の頁など連
載にも引き続き取り組む。

　・ 会員の建築作品や論考、活動報告などについて
も随時掲載していく。

　・ 会誌収支は広告の減少や作品作風の作品数の伸
び悩みなどにより会誌収入が落ち込んでいる。
このため、会誌のあり方や魅力付け、編集委員
会のあり方など様々な角度から検討するため昨
年11月に「『建築と社会』活性化WG」を発足さ
せた。今年度中に改革案を提言いただき活性化
に取り組む。

　②青年技術者の顕彰
　・ 満35歳以下の青年技術者を対象とする青年技術
者顕彰制度は、2019年度で66回に達し、建築界
の優秀な人材を顕彰してきた。2005年度からそ
の意義をより一層深めるため、表彰式及び受賞
者も出席しての懇親会をあわせて実施している。
今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、表彰式、懇親会は中止する。

　③「建築と社会賞」の顕彰
　・ 「建築と社会」誌にふさわしい建築作品や論文、
記事などを顕彰している。

　・ この賞は昨年度で17回を数え、他の賞との差別
化やすみ分けなど位置づけや特徴が課題となっ
てきている。このことから昨年度は、よりクオ
リティの高い賞とするためいったん休止したが、
今年度に論考部門を 2年分まとめて顕彰する。
作品部門は新型コロナの感染拡大の影響で現地
調査が行われないことから来年度 3年分一括し
て実施する。

　④「片岡安賞」日本建築協会論考コンクールの顕彰
　・ 日本建築協会は、片岡安らによって設立されて以
来、会誌『建築と社会』に多くの優れた論考を掲
載し、建築界をリードする役割を担ってきた。

　・ 創立100周年を迎えたのを機に、本会が歩んでき
た歴史を見つめ直し、会誌「建築と社会」がさ
らに優れた論考の受け皿となり、建築界全体に
とって有益な媒体になることを目指して「片岡
安賞」日本建築協会論考コンクールを引き続き
実施する。

　・ この賞は100周年記念事業のテーマである「新
しい地平へ」を実現するため発足したものであ
り、様々な世代やいろいろの立場の方が広く参
加いただける言論のプラットフォームの一翼を
担うイベントになることを期待し、今年度も優
れた論考を顕彰し、表彰者を会誌「建築と社会」
に掲載する。毎年総会後の懇親会時に表彰式を
行っていたが、今年度は新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、表彰式は中止する。

（2）事業委員会
　 　著名建築物や茶室、近代建築などの見学会、話
題建築を紹介する講演会、研修会などを引き続き
実施する。
　①情報見学小委員会
　・ 新建築や古建築などの見学会や時代に応じた
テーマによる講演会などの催しを毎年度実施し
ている。話題建築については、設計者・施工者
等から話を聞く場を設けている。

　・ 今年度は 3回程度の見学会を実施するとともに、
講演会を1回程度実施する。

　②「イケフェス大阪」との連携、協力
　・ 昨年度と同じく10月に実施される「イケフェス
大阪」と連携、協力したイベントを実施する。

（3）出版委員会
　 　時代のニーズに即した新しい著書の発掘や建築
に関する図書の企画・編集・発行を行っている。
　 　2020年度も引き続き建築に関する図書の企画・
編集・刊行を計画しており、意匠系・構造系・設
備系の作品を提供する。一昨年から始めた「建築
セミナー」も引き続き実施する。

（4）教育委員会
　 　建築工事実務講習会や工高生を対象とした建築
に関するデザインコンクール、優秀な建築系学科
卒業生の表彰などを引き続き実施する。また、大
阪府住まい・まちづくり教育普及協議会が実施す
る諸行事に協力していく。
　①建築工事実務講習会の実施
　・ 1957年（昭和32年）以降、毎年主として初・中
堅クラスの建築技術者を対象に標記講習会を実
施している。

　・ 2020年度も本部、中国・東海支部でそれぞれ実
施する。

　②工高生デザインコンクールの実施
　・ 工高生の設計技能向上と奨励のため、1955年
（昭和30年）創設以来毎年テーマを変えて実施し
ており、2019年度で65回を数えた。今年度も引
き続き実施する。

　③建築系学科優秀卒業生の表彰
　・ 研鑚意欲の向上を促し、激励することを目的に
建築系学科優秀卒業生を表彰する。今年度も引
き続き会員校及び会誌購読校を対象に実施する。

　④史料研究会の運営
　・ 「再読関西の建築」を「建築と社会」誌に連載す
るための企画、編集を行う。

　⑤ 大阪府住まい・まちづくり教育普及協議会への
参画

　・ 今年度も引き続き協議会が実施する諸行事に協
力する。

（5）未来創生プロジェクト
　 　100周年記念事業のテーマである「新しい地平
へ」を実現するため発足した「未来創生プロジェ

クト」に引き続き取り組む。
　①建築次世代委員会の活動
　 　建築協会の理念である「建築を通じ社会に貢献
する」活動として2008年から2017年に実施してき
た10年委員会の「学生のための現場見学会」の継
承を主軸に、建築と社会を担う人材育成に資する
活動を創造する。
　・「学生のための現場見学会」年2回以上を予定
　　 大学生以上の学生を対象に工事段階の現場見学
を実施

　　現状までの大学生限定から高専生へ拡大
　・ 「（仮称）学生のための建設関係メーカー見学会」
の試行

　　ものづくりに関わる仕事についての見学会
　　 協会員各社と学生を繋ぐ活動とし、学生への建
設業界への意識付けと協会員各社と学生のパイ
プ作りを提供

　・ ワークショップやイベントについての情報収
集・ヒアリング

　　 見学会以外で次世代を建設と繋ぐ活動のための
情報収集

　②2040委員会の活動
　 　2040年の社会の在り様についての知見を得るた
め、建築にとどまらず、議論の場を広く求める。
メンバーが携わっている建築を「議題」ではなく、
社会を語るための「ツール」として扱い、他業種
の人たちと「2040年の社会」をターゲットに議論
を行い、様々な展開を試みる。
　・ 様々な分野にわたる同世代（中堅）のプラット
フォームづくり

　・まちインタビューなどのフィールドワーク
　・ 活動で得た思考を共有しそれに基づいたコラボ
レーションを試行 等

　③U－35委員会の活動
　・ 委員相互の勉強会「トークバトン」を引き続き
開催する。

　・ 各年度の活動を総括し、U－35委員会からのア
ウトプットを広く公開する。公開型イベント
「action」に引き続き取り組む。

（6）「建築と社会」創刊号からのアーカイブ化
　 　 4月はじめから運用を開始した。「建築と社会」
誌に収められた100年間の貴重な資料をホームペー
ジから会員の皆様だけがアクセスして閲覧するこ
とができ、資料検索や研究活動などのお役に立て
ていただけるものと期待している。

（7）「会員の集いIN TOKYO」
　 　東京で初めての企画「トークセッションと懇親
の夕べ」は、主に東京在住の会員を対象に趣向を
凝らしたイベントを企画し恒例行事にしたいと考
えている。このため、今年度は企画・運営する実
行委員会を立ち上げる。

（8）エルダー委員会（仮称）
　 　体力、気力、知力、そして経験豊富で社会と関
わり続けている60歳以上のシニア層が活躍できる
場を検討する。具体案がまとまり次第呼びかけを
行う。

（9）工事請負契約約款事業
　・ 引き続き民間（七会）連合協定工事請負契約約
款委員会（＊）に委員を派遣する。

　・ 2020年 4月 1日施行の改正民法に対応し、「民間
(七会)連合協定工事請負契約約款」、「民間(七会)
連合協定小規模建築物・設計施工一括用工事請
負契約約款」、「民間(七会)連合協定リフォーム工
事請負契約約款」、「民間(七会)連合協定マンショ
ン修繕工事請負契約約款契約書関係書式」（＊）
をそれぞれ改正した。

　　＊ 4月 1日より約款委員会の名称が「民間(七会)
連合協定工事請負契約約款委員会」に変更され
た。それを受けて約款の名称も変更となった。

　・ 引き続き「民間（七会）連合協定工事請負契約
約款」、「民間(七会)連合協定小規模建築物・設
計施工一括用工事請負契約約款」、「民間（七会）
連合協定リフォーム工事請負契約約款」、「民間
（七会）連合協定マンション修繕工事請負契約約
款契約書関係書式」の販売を行う。

（10）建築関係団体等との交流、連携
　①在阪建築4団体との連携
　・ 建築関係をはじめとする各団体と交流・連携事
業を行う。特に、2009年度から進めてきた関西
建築 4団体（大阪府建築士会、大阪府建築士事
務所協会、日本建築家協会近畿支部、日本建築
協会）会長・支部長意見交換会での連携活動を
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引き続き推進する。
　・ 提言書の実現に向けて 4会協力して行うととも
に、当協会でもその一翼を担う事業を協会活動
の中で検討していく。

　②イケフェス大阪等との連携
　・ 「イケフェス大阪」など建築関係団体以外の団体
との連携事業も引き続き取り組んでいく。

（11）役員派遣
　 　2020年度も引き続き大阪商工会議所に 2号議員
として役員 1名を（一財）大阪建築防災センター
にも監事として役員1名をそれぞれ派遣する。

（12）支部活動
〔中国支部〕
　①指導、宣伝、技術向上事業
　・ 「若手・新入社員技術講習会」「中堅社員技術講
習会」「建築工事実務講習会」を実施する。

　②協力事業
　・ 行政や団体が実施する講演会、フォーラム、建
築展などの事業に共催、協力する。

　③他団体との連絡、連携
　・ 官公庁との連絡会や新年互礼会など建築 6団体
と連携する。

　④工事請負契約約款の販売
　・ 「民間（七会）連合協定工事請負契約約款契約書
関係書式」をはじめ「小規模建築物・設計施工

一括用工事請負等契約書類（書式・約款）」及び
「民間（七会）連合協定リフォーム工事請負契約
書類（書式・約款）」、「マンション修繕工事請負
契約約款契約書関係書式」を販売する。

　⑤支部創立70周年記念事業を行う。
〔東海支部〕
　①指導、宣伝、技術向上事業
　・ 「講演会・見学会」や「建築工事実務講習会」、
「『建築と社会』東海特集号の企画・編集」を行
う。

　・ 支部活性化事業として、機関誌「東海の建築」
の刊行やホームページの更新、会員名簿を発行
する。

　・ 青年技術者発表会、座談会など支部の活動をPR
できるイベントを企画する。

　②支部復活60周年記念事業の実施
　③会議、会合への参加
　・ 中部建築賞協議会など各種団体の会議や会合な
どに参加する。

　④協力事業
　・ 行政や団体が実施する講演会、フォーラム、建
築展などの事業に共催、協力する。

　⑤他団体との連絡、連携
　・ 官公庁との連絡会や新年互礼会など建築八団体
と連携する。

〔京都支部〕
　①指導、宣伝、技術向上事業
　・ 教育、研究者、建築、造園、各種デザインや文
化財関係者等による講師で若い世代も参加しや
すい事業企画を行う。（年間4回程度）

　　1 座学としてのセミナー（まちづくり、都市計
画、庭園、景観色彩、伝統建築、近現代建築、
茶の湯の文化 等）

　　2文化財や現代建築の見学・研修会を行う。
　②協力事業
　・ 数年前から実施しているが、支部開催事業で可
能なものはJIA京都地域会等と共催する。京都府
建築士会や古材文化の会、街の色研究会京都な
ど他の関係団体とも共催や後援・協賛を得てい
く。

　・ 行政や団体が実施する「講演会」や「 2級建築
士受験講習会」などの事業に共催、協力を行う。

　③工事請負契約約款の販売
　・ 「民間（七会）連合協定工事請負契約約款契約書
関係書式」をはじめ「小規模建築物・設計施工
一括用工事請負等契約書類（書式・約款）」及び
「民間（七会）連合協定リフォーム工事請負契約
書類（書式・約款）」を販売する。

科　目 予算額 前年度
予算額 増減 備　考

Ⅰ　事業活動収支の部

1．事業活動収入

　　①会費収入

　　　　個人正会費 8,000 8,370 -370 14,400円／ 1名

　　　　個人正会費（地方） 950 900 50 12,600円／ 1名

　　　　団体正会費 23,000 23,000 0 25,000円／ 1口

　　　　準会費 25 34 -8 8,400円／ 1名

　　　会費収入計 31,975 32,304 -328

　　②支部活動収入 1,421 1,371 50 本部から支部への活動収入

　　　支部活動収入計  1,421 1,371 50

　　③事業収入

　　　　事業収入 28,258 27,796 461 本部及び支部の事業収入

　　　　事業雑収入 278 830 -552 会員交流会、事業協力金外

　　　事業収入計 28,536 28,626 -91

　　④雑収入 201 232 -31 利息、雑損処理後の過年度会費外

　　⑤記念事業収入 350 50 300 記念誌の販売収入、支部記念事業関連収入

　　⑥支部正味財産増加分繰入 0 1,104 -1,104

　　　事業活動収入計 62,484 63,688 -1,204

2 ．事業活動支出

　　①事業費支出

　　　　事業関係人件費支出 15,638 15,965 -327 法定福利費含む

　　　　事業費支出 24,425 25,103 -679 本部及び支部の事業費

　　　　事業雑支出 430 780 -350 イケフェス、KENTEN、会員交流会費外

　　　事業費支出計 40,492 41,848 -1,356

　　②管理費支出

　　　　管理関係人件費支出 5,213 5,322 -109 法定福利費含む

　　　　退職給付支出 0 0 0

　　　　福利厚生費支出 21 21 0 職員福利厚生費

　　　　助成費支出 1,421 1,391 30 本部から支部への活動費

　　　　会議費支出 844 2,050 -1,206 本部・支部総会外会議費

　　　　旅費交通費支出 260 260 0 旅費、交通費

　　　　通信運搬費支出 430 480 -50 電話、FAX、メール、郵送等通信費

　　　　集金費支出 450 440 10 会費、グループ会費、広告料集金手数料等

　　　　消耗品費支出 2,125 2,175 -50 ＨＰ維持費，ＰＣソフト、トナー、文房具外消耗品

　　　　備品購入費支出 200 200 0 事務所内備品購入

　　　　修繕費支出 40 30 10 事務所内修繕

科　目 予算額 前年度
予算額 増減 備　考

　　　　印刷製本費支出 100 100 0 印刷製本費

　　　　光熱費支出 220 220 0 電気代

　　　　火災保険料支出 20 20 0 火災保険料

　　　　租税公課支出 1,000 950 50 消費税、法人府市民税

　　　　建物管理費支出 4,760 4,667 93 事務所賃借料等

　　　　事務委託費支出 1,835 1,375 460 支部事務局委託費

　　　　雑支出 1,732 1,902 -170 監査、保守、協賛、購読、未収金償却外

　　　管理費支出計 20,671 21,603 -932

　　③記念事業費支出

　　　　記念事業費支出 4,100 1,850 2,250 アーカイブ、東海支部60周年、中国支部70周年

　　　事業活動支出計 65,263 65,300 -38

　　　　事業活動収支差額 -2,779 -1,613 -1,167

Ⅱ　投資活動収支の部

1．投資活動収入

　　①特定資産取崩収入

　　　　退職給付引当資産取崩収入 0 0 0

　　　　記念事業積立預金取崩収入 1,500 1,850 -350 記念事業費に充当

　　　投資活動収入計 1,500 1,850 -350

2 ．投資活動支出

　　①特定資産取得支出

　　　　退職給付引当資産取得支出 202 188 14 2020年度末要支給額引当て

　　　　記念事業積立預金支出 0 0 0

　　　特定資産取得支出計 202 188 14

　　　投資活動支出計 202 188 14

　　　　投資活動収支差額 1,298 1,662 -364

Ⅲ　財務活動収支の部

1．財務活動収入

　　　財務活動収入計 0 0 0

2 ．財務活動支出

　　　財務活動支出計 0 0 0

　　　　財務活動収支差額 0 0 0

Ⅳ　予備費支出 0 0 0

　　　　当期収支差額 -1,481 49 -1,531

　　　　前期繰越収支差額 24,341 26,073 -1,732

　　　　次期繰越収支差額 22,860 26,123 -3,263

2020年度収支予算書　2020年 4月1日から2021年 3月31日まで
（単位：千円）

（注） 前期繰越収支差額には、2019年度決算額を充当している。
（注）2020年度については、借入限度額を30,000,000円とする。
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2020年度

日本建築協会役員会務分掌
2020年 6月18日現在・順不同・敬称略

役付役員

会　長　　設楽　貞樹　㈱安井建築設計事務所
副会長　　米井　　寛　㈱東畑建築事務所　会長職務代行
副会長　＊指田孝太郎　㈱日建設計　総務・財務担当
副会長　　田中日出男　㈱きんでん  　会勢担当
副会長　＊川合　智明　㈱竹中工務店　編集担当
副会長　　川口　　晋　㈱大林組　事業担当
副会長　＊村田　　稔　Daigasエナジー㈱　研修担当

理事　◎印は常任理事　○印は常設委員長

（総務） 4名
　　大林　剛郎　㈱大林組

　　栗原　信英　栗原工業㈱

　　佐野　吉彦　㈱安井建築設計事務所

　　竹中　統一　㈱竹中工務店

（財務） 3名
　　奥村太加典　㈱奥村組

　　今西　邦夫　㈱今西組

　　中野　健生　東リ㈱

（編集） 7名
◎○西　　博康　清水建設㈱

＊　菅野　忠司　鹿島建設㈱

　　佐藤　栄一　（一社）日本建築材料協会

◎○＊橋寺　知子　関西大学

＊　山田　　淳　関西電力㈱

◎　吉村　英祐　大阪工業大学

◎○勝山　太郎　㈱日建設計

（会勢） 9名
　　浅沼　　誠　㈱淺沼組

　　告野　満彦　野里電気工業㈱

　　蔦田　守弘　㈱鴻池組

　　池田　耕二　清水建設㈱

　　近藤　　徹　不二熱学工業㈱

　　三宅　正人　戸田建設㈱

　　寺田　　靖　（一社）大阪建設業協会

　　篠原　佳則　㈱安井建築設計事務所

　　髙松　隆夫　広島工業大学

（事業） 5名
◎○中尾　勝悦　中尾綜合建築設計事務所

　　城口　俊雄　㈱大阪城口研究所

　　酒井　祥三　西松建設㈱

＊　塩川　　武　㈱熊谷組

◎○中村　文紀　㈱東畑建築事務所

（研修） 6名
　　冨永　昌雄　八千代電設工業㈱

　　長瀬　博一　㈲長瀬建築研究所

　　加賀田健司　大成建設㈱

　　梶山　卓二　㈱昭和設計

　　永原　　穣　王建工業㈱

　　門田　江平　（公財）建築技術教育普及センター

常務理事 　森本　　勉　（一社）日本建築協会 役付役員含む理事　合計42名

監事
　三木　　徹　㈱安井建築設計事務所

　前田　隆司　㈱前田商会 2 名

顧問 　塚本　貴昭　（独法）都市再生機構 1 名

＊は新任

2020年度

日本建築協会評議員
議　長：赤松　千州　　　副議長：嘉納　秀一

2020年 6月 1日現在・順不同・敬称略

技術
1
　赤松　千州　㈱東畑建築事務所

総合
11

　薮内　昭男　㈱淺沼組

＊藤本　明生　㈱安藤・間

　枝常　　茂　㈱大林組

＊有森　憲治　戸田建設㈱

　中道　正伸　㈱中道組

　原　　眞一　コーナン建設㈱

＊梅本　　真　㈱鴻池組

　前場　知之　㈱奥村組

　安達　紳児　三井住友建設㈱

　田中顕三郎　田中建設㈱

　藤井謙太郎　藤井建設㈱

電気
4
＊田口　貞夫　㈱きんでん

　森　　博明　三和電気土木工事㈱

　嘉納　秀一　三宝電機㈱

　嶋田　雅景　㈱クリハラント

空調
3
　辻　　武寿　㈱精研 　若林　尚史　若林設備工業㈱

　金子　達哉　㈱三冷社

建材
3
　森村　泰明　森村金属㈱ 　深江　隆司　アスワン㈱

　恩庄　康之　オーケーレックス㈱

中国支部
2
　尾野本　悟　広島工業大学 　村重　保則　現代設計㈱

東海支部
6
　福田　泰造　福田泰造建築事務所

　河田　克博　名古屋工業大学

＊野呂　和弘　㈱東畑建築事務所

　加藤　武範　㈱メックステクノ東海

　中井　孝幸　愛知工業大学

　冨田　昌志　㈱伊藤建築設計事務所

京都支部
3
　髙田　光雄　京都美術工芸大学

　菅澤　　茂　環境文化保存計画菅澤1級建築士事務所

　伊熊　昌治　伊熊昌治建築設計事務所

33名　＊は新任

2020年度

日本建築協会支部長（順不同・敬称略）

中　国　　髙松　隆夫　広島工業大学

東　海　　篠原　佳則　㈱安井建築設計事務所

京　都　　長瀬　博一　㈲長瀬建築研究所



47

2020年度

日本建築協会委員
下記のとおり各委員会委員を委嘱しました。
◎委員長　○副委員長　▲小委員会委員長　△幹事　☆顧問　＊2020年度新委員

（所属名は略称　順不同・敬称略）

■編集委員会（83名）
会誌「建築と社会」の企画、編集。
◎　勝山　太郎／日建設計

○　戸川 　勝之／安井建築設計事務所

　　中原 　岳夫／安井建築設計事務所

●特集小委員会
計画分科会
〈計画系分科会〉
　　飯田　　匡／大阪大学大学院

　　鈴木　克彦／京都工芸繊維大学名誉教授

△　田中　直人／島根大学大学院

　　松田奈緒子／大阪産業大学

＊　林　　雄太／UR都市機構

　　守井　　辰／日建設計

　　吉村　英祐／大阪工業大学

〈建築計画系分科会〉
　　桑原　悠樹／竹中工務店

　　下坂　浩和／日建設計

＊　奥田　英雄／大林組

△　東　　拓郎／東畑建築事務所

　　樋口　展寛／鴻池組

＊　平岡　翔太／大建設計

　　三谷　帯介／鹿島建設

　　米山　剛史／UR設計

　　渡部　　剛／安井建築設計事務所

〈インテリア・住宅系分科会〉
　　赤川貴世友／安井建築設計事務所

　　東　奈生子／竹中工務店

　　今井　充彦／日建スペースデザイン

＊　高橋　伸明／UR都市機構

　　川合　隆之／積水ハウス

　　河西　孝平／大林組

△　黒栁　　亮／竹中工務店

　　塚口　洋之／塚口洋之設計事務所

　　ペリー史子／大阪産業大学

構造分科会
　　宇野　綾真／北條建築構造研究所

　　岡田　　健／日建設計

△　岸本　光平／竹中工務店

　　古島　正博／大林組

　　正野　和司／安井建築設計事務所

　　瀧野　敦夫／奈良女子大学

　　竹本　孝輔／東畑建築事務所

　　萩原　　学／ZEN建築構造事務所

　　宮久保秀樹／鴻池組

　　向井　洋一／神戸大学大学院

設備分科会
　　有尾清二郎／竹中工務店

　　木谷　晃之／コイズミ照明

　　北野　勝也／きんでん

　　寺井　千佳／安井建築設計事務所

　　夏井　重行／元・富士ネオ工業

△　橋本　直樹／日建設計コンストラクション・マネジメント

　　桝井　貴廣／総合設備コンサルタント

　　宮﨑ひろ志／関西大学

　　森山　正和／摂南大学前教授

　　山本　雅洋／大林組

施工材料分科会
　　門野　　陽／鴻池組

　　桜井　和男／竹中工務店

＊　秋竹　教行／大和ハウス工業

△　藤丸　啓一／清水建設

　　山口　紀宏／大林組

　　河合　智寛／淺沼組

　　吉田　正友／大阪工業大学

＊　岡田　淑子／鹿島建設

法令分科会
△　岡田　耕介／京都市

　　垣内　　明／堺市

　　河野　　学／関西学院大学

＊　西　　雅昭／奈良県

　　福岡　誉顕／神戸市

●作品作風小委員会
　　居内　章夫／徳岡設計

　　池上　　明／エーアイアーキテクトスタジオ

＊　石井眞由美／大林組

　　稲垣　和江／イナガキケンチクケンキュウショ

△　太田　栄治／髙松建設

　　加嶋　章博／摂南大学

　　菊池　浩輔／安井建築設計事務所

　　倉渕奈千子／田中啓文総合建築研究所

　　澤田　純一／兵庫県県土整備部

　　髙木　秀晃／昭和設計

　　鞆野　淳司／竹中工務店

　　西田　佳代／日建設計

　　平野　尉仁／東畑建築事務所

＊　藤原　　寛／清水建設

　　増田　敬彦／増田敬彦一級建築士事務所

●広告企画小委員会
　　小川　雄介／竹中工務店

　　小山　　昭／東畑建築事務所

　　金築　　雄／清水建設

　　野山　将男／大林組

　　藤田　昌宏／安井建築設計事務所

▲　前田　　衛／日建設計

　　山辻　直樹／大成建設

■事業委員会（18名）
見学・講演・説明・展示・懇親会など
の企画、実施。
◎　中尾　勝悦／中尾綜合建築設計事務所

●情報見学小委員会
　　大平　卓磨／竹中工務店

　　大森　雅人／清水建設

　　奥村　朋孝／鴻池組

＊　岡田　淑子／鹿島建設

○　小平　弥史／昭和設計

　　小林　正和／大林組

　　阪口　浩平／きんでん

　　下田　剛士／髙松建設

　　田﨑　祐生／武庫川女子大学

　　田村　　大／日建設計

　　槌田　　豊／ジェイアール西日本コンサルタンツ

　　寺西　興一／大阪府登録文化財所有者の会

▲　中尾　勝悦／中尾綜合建築設計事務所

　　夏井　重行／元・冨士ネオ工業

　　樋上　新治／ラシンプラニング

＊　松森　織江／東畑建築事務所

＊　椋木　敏光／久米設計

　　森　　雅章／安井建築設計事務所

■出版委員会（11名）
建築に関する図書の企画・編集・刊
行、ならびに講座の企画、実施。
◎　西　　博康／清水建設

　　宮澤　　博／きんでん

　　上原　正行／U建築工房

　　菅原　敏晃／竹中工務店

　　玉水　新吾／ドクター住まい

　　仲本　尚志／atelier UNI-SUPPORT

　　西尾　　徹／きんでん

　　藤山　　宏／造景空間研究所

　　堀野　和人／スマイリズム

　　山浦　晋弘／安井建築設計事務所

　　弓崎　幸治／東畑建築事務所

■教育委員会（29名）
建築教育についての調査・研究・講習
会の企画・実施ならびに工高生デザイ
ンコンクールの企画、実施。「再読関
西の建築」を「建築と社会」誌に連載
するための企画、編集。
◎　橋寺　知子／関西大学

●講習会小委員会
　　川井　裕基／鹿島建設

　　北野　祥児／清水建設

＊　小梅　浩一／鴻池組

＊　山東　圭司／戸田建設

　　谷本　達哉／淺沼組

　　永野　浩一／竹中工務店

　　山口　紀宏／大林組

●工高生教育小委員会
＊　荒井圭一郎／大阪工業技術専門学校

　　岡田　依子／大阪市立工芸高等学校

　　門脇　裕之／大阪市立都島工業高等学校

　　白川　陽子／今宮工科高等学校

　　田中おと吉／修成建設専門学校

▲　谷口　幸雄／日建設計コンストラクション・マネジメント

　　中村　眞二／東畑建築事務所

　　永島　敏郎／安井建築設計事務所

　　成田　雄大／中央工学校OSAKA

　　矢倉　鉄也／大阪市立都島工業高等学校

大阪府住まいづくり教育普及協議会

●史料研究会
▲　橋寺　知子／関西大学

　　石田潤一郎／武庫川女子大学

　　桐浴　邦夫／京都建築専門学校

　　山形　政昭／前大阪芸術大学教授

　　福原　和則／大阪工業大学

　　三宅　拓也／京都工芸繊維大学

　　玉田　浩之／大手前大学

　　安田　徹也／竹中大工道具館

＊　阿部　文和／大阪歴史博物館

＊　前川　　歩／奈良文化財研究所

＊　目黒　新悟／奈良文化財研究所

＊　笠原　一人／京都工芸繊維大学

■未来創生プロジェクト（41名）
100周年記念事業のテーマである「新
しい地平へ」を実現するため、体験型
ワークショップや他業種同世代との交
流会、公開型イベントの企画、実施。
◎　中村　文紀／東畑建築事務所

●建築次世代委員会
▲　菅原　幸也／日建設計コンストラクション・マネジメント

　　大村　泰正／清水建設

　　門野　　陽／鴻池組

　　川上比奈子／摂南大学

　　朽木　順綱／大阪工業大学

　　永野　浩一／竹中工務店

　　松村　　明／安井建築設計事務所

　　山口　紀宏／大林組

●2040委員会
　　清原　健史／安井建築設計事務所

　　國本　暁彦／竹中工務店

　　黒川　祐樹／日建設計

△　駒井　陽次／Style-A/PARK Lab.

　　中島　慎一／徳岡設計

　　中村　祐記／大林組

　　平野　尉仁／東畑建築事務所

　　吉永　規夫／Offi  ce for Environment Architecture

●U-35委員会
　　大畑　正彦／大畑正彦建築設計事務所

　　興津　俊宏／竹中工務店

　　河﨑　菜摘／竹中工務店

　　鬼頭　朋宏／大成建設

＊　久保　廣大／総合設備コンサルタント

　　粉川壮一郎／安井建築設計事務所

　　小原　信哉／山下設計

　　駒井　陽次／Style-A/PARK Lab. 

　　下田　康晴／東畑建築事務所

△　髙畑貴良志／日建設計

　　立松　裕規／東畑建築事務所

　　出来　佑也／昭和設計

＊　長岡　祥太／山下設計

　　平岡　翔太／大建設計

　　廣富　　純／佐藤総合計画

　　広瀬　和也／東畑建築事務所

＊　水野　裕介／大成建設

　　三谷　帯介／鹿島建設

　　箕浦　浩樹／大林組

　　宮武　慎一／安井建築設計事務所

　　森下　大右／昭和設計

　　山本　和宏／昭和設計

　　吉田　悠佑／大林組 

　　若江　直生／日建設計

全182名
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　禅宗の僧が宋よりもたらした茶の文化
は、室町時代には日本に定着し、茶の湯
として独自の発展を遂げました。それを
大成させた千利休は、動乱の戦国時代か
ら安土桃山時代に活躍した茶人です。彼
は大規模な「北野大茶湯」を開催した一
方で、たった二畳の質素な茶室「待庵」
を建てています。
　茶の湯は様々な形で伝統文化として受け継がれ、時代
が移り変わるなかで日本人の心の在り様に大きくかかわ
り続け、また海外においてもその奥深い精神性が理解さ

れ、それぞれに大きな影響を与えてきま
した。その過程で具体的な作法や様式が
定められてきましたが、茶室建築の基本
は身分や階級にとらわれず、一期一会の
精神で客をもてなすところにあります。
　現在、私たちは極めて複雑で多様性
に富んだ社会に生きています。このよ

うな現代社会にあって、みんながそれぞれの国籍や性
別、価値観などの立場を超えて、様々な作法や様式など
複雑な背景にとらわれず、共に時間と空間を楽しむため
の『現代』の茶室を提案してください。

課題の趣旨

主催　日本建築協会

2020年度　第66回工高生デザインコンクール
設計課題『現代』の茶室

設 計 条 件
1．敷　　　地： 敷地の大きさ形状とも自由とするが、敷地と建物

の関係性を考えた具体的な敷地を設定する。
2 ．規　　　模：延べ面積、構造、階数は自由とする。
3 ．所　要　室： 使用方法を想定し、必要と思われるスペースを適

宜設ける。

所 要 図 等
1．設 計 説 明：設計意図を表すサブタイトルを必ずつけること。
　　　　　　　　 設計趣旨（使い方、立地、周囲の状況等について

の説明を含む）を記入すること。
2 ．建 築 概 要： 必要に応じて敷地面積、建築物の構造、階数、各

階床面積および建築面積、延べ床面積などを示す。
3 ．敷地周辺図：敷地周辺の環境や状況を示す。縮尺を明示する。
4 ．配　置　図：敷地における建物の位置、方位、縮尺を明示する。
5 ．平　面　図：室名、寸法を記入する。縮尺を明示する。
6 ．立　面　図：縮尺を明示する。（ 2面以上）
7 ．断　面　図：室名、寸法を記入する。縮尺を明示する。（1面以上）
8 ．透 視 図 等： 設計意図が最も反映するところを表現する。透

視図は手描きによる作図を原則とするが、コン
ピュータグラフィックス、模型写真に代えてもよ
い。 その他必要とされる手書きの図面は加えても
よい。

9 ．そ　の　他： 応募図面には、氏名や学校名、マークなど応募者
を特定あるいは類推できる内容は記載しないこと。

応 募 条 件
1．用　　　紙： 用紙はケント紙などの厚手の製図用紙A1判 （594mm

×841mm） 1枚を使用し、直接描くこと。トレーシ
ングペーパーと裏打ち用紙の重ね使用や図面のパネ
ル化は認めない。

2 ．仕　上　げ：所要図等は手書きによる鉛筆仕上げとする。
　　　　　　　　 ただし、色鉛筆による着彩は可。また、所要図等の

うち、透視図（コンピュータグラフィックスも含む）、
模型写真のほか、設計説明を補完する図や写真など
は用紙に貼り付けてもよい。なお、製図用紙への図
表等の印刷出力など上記以外の仕上げは禁止する。

3 ．応 募 資 格： 2020年 4月現在、高等学校在籍もしくは高専、専修
学校の高等課程の生徒で、個人または共同（ 3人
まで）で制作したものとする。

応 募 方 法
1． 応募書類に、学校名・所在地・学年・氏名を記入の上、封筒に入れ
密封し、製図用紙の裏に貼りつけること。（応募書類が足りない場
合は協会ホームページ（http://www.aaj.or.jp）からダウンロードして
ください。また封筒の貼り付けは、封筒がはがれない程度で、簡易
にテープ止め等で結構です。図面を破損する恐れがありますので、
糊のベタ塗りはしないでください。）

2 ．応募作品は学校を通じて提出すること。

締 切 期 日
2020年 9月30日（水）の消印、あるいは受付印のあるものをもって
締め切る。

送 　 付 　 先
〒540-6591 大阪市中央区大手前 1丁目 7番31号  OMM 7階
一般社団法人 日本建築協会 第66回工高生デザインコンクール係
TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984
E-mail：jigyoka@aaj.or.jp　URL：http://www.aaj.or.jp

入選作品の数および賞
1．入選作品は10点とする。
2 ．入選作品のうちから最優秀賞 1点、優秀賞 2点を選ぶ。
3 ． 最優秀賞・優秀賞作品には、賞状および表彰盾を贈り、その他
の入選作品には、賞状を贈る。

4 ．応募者全員に参加賞を贈る。
※入選作品の版権は本会に属する。

入選者発表および表彰式
審査の結果は、各学校ならびに本人に通知するほか、本会の会誌
「建築と社会」11月号に発表し、入選作品は翌年 1月号に掲載する。
表彰式は、2020年11月14日（土）に行う。

（作図、文字）

審　査　員（50音順・敬称略）
審査員長　一階　聡之／㈱日建設計設計部門ダイレクターアーキテクト
審 査 員　小笠原絵理／間工作舎一級建築士事務所代表
　　　　　神谷　浩司／㈱大林組大阪本店建築事業部プロジェクト設計部担当部長
　　　　　岸下　真理／Atelier KISHISHITA共同代表
　　　　　近藤　良彦／㈱安井建築設計事務所設計部設計主幹

　　　　　平岡健太郎／㈱竹中工務店大阪本店設計部グループ長
　　　　　藤木　庸介／滋賀県立大学人間文化学部生活デザイン学科教授
　　　　　前田　茂樹／ジオグラフィック・デザイン代表取締役
　　　　　松下　典央／㈱昭和設計ソリューション部部長
　　　　　宮本　雅弘／㈱東畑建築事務所設計室部長

このコンクールは、高校生の設計技能の向上を目的とし、昭和30（1955）年より毎年テーマを変えて開催しています。
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主催： （一社）日本建築協会京都支部
共催： （公社）日本建築家協会近畿支

部京都地域会

令和2年度　セミナー第1回

「歴史的建築物
の活用と改修－
その職能とデザ
インを考える－」

■日　時
　2020年 9 月25日（金）
　18：30～20：30（質疑含む）

※ 新型コロナウイルス感染対策と
して、40人収容の会議室を20
名の定員にて開催し、会場で
は消毒液をご用意していますの
でご利用ください。また、セミ
ナー当日は必ずマスクを着用し
ていただき、発熱・咳等の症状
が見られる場合には、出席をご
遠慮ください。

コロナ禍により延期になっておりま
したが、再度設定をいたしました。

阪神淡路大震災後の2001年より兵
庫県から始まったヘリテージマネ
ジャーの養成は、本年で全国47都道
府県中、43に及び講座修了生4500人
に達する勢いです。笠原先生は京都
工芸繊維大学に新設展開されている
「建築都市保存再生学コース」におい
て、研究・人材育成および今後の普
及等に携わられています。欧州にお
ける歴史的建造物の修復・活用に関
わる職能の実態や諸問題等を中心に、
日本の今後の展開を視野に入れたお
話等をしていただければと思います。
（文責　日本建築協会　京都支部長　
長瀬 博一）

■概要
近年、歴史的建築物の「活用」や
「改修」、「リノベーション」などと呼
ばれる事例が各地で増加している。
文化財保護法も「保存」から「活用」
に向けて大きく改正され2019年に施
行した。
しかし解体される歴史的建築物も数
多く、フェイクのデザインによって
歴史を「捏造」したものも少なくない。

「改修」もオリジナルの歴史的価値を
損ねたものが散見される。加えて、
歴史的な価値を守るための制度や
人材、職能、教育の環境も十分では
ない。
ヘリテージマネージャー制度が普及
し、全国規模の人材育成ができつつ
あるが課題もある。
歴史的建築物の活用や改修において、
何が必要とされているのか。職能の
問題とデザインの問題から考えてみ
たい。

■講師プロフィール
笠原一人 氏　京都工芸繊維大学助
教、住宅遺産トラスト関西理事、
DOCOMOMO Japan理事。
1970年神戸市生まれ。1998年京都工芸
繊維大学大学院博士課程修了。2010
－11年オランダ・デルフト工科大学
客員研究員。専攻は近代建築史、建
築保存再生論。
共編著に『建築と都市の保存再生デ
ザイン』（鹿島出版会）、『建築家 浦辺
鎮太郎の仕事』（学芸出版社）ほか。
共著に『関西のモダニズム建築』（淡
交社）、『村野藤吾の住宅デザイン』
（国書刊行会）、『村野藤吾の建築』（青
幻舎）ほか。

■定　　員　20名（先着順）
■講　　師　 笠原一人　京都工芸繊維

大学助教
■参 加 費　 会員1,000円（主催、共

催者共）、一般1,500円、
学生500円

■会　　場　 京都建設会館別館 4階会
議室（京都市中京区押小
路通柳馬場東入橘町641）

■最 寄 駅　 地下鉄東西線「市役所前」
駅より徒歩7分

　　　　　　 地下鉄烏丸線「烏丸御池」
駅より徒歩10分

■申込方法　 ①講演会名「9/25セミ
ナー」②氏名③勤務先
または学校名④当日連
絡先⑤E-mailアドレスま
たはFAX番号⑥会員・
一般・学生の別⑦CPD
申請される方はID番号

上記項目を明記しFAXまたはメールで
下記へお申し込みください。
※ 受付後連絡のため、FAX又はMailを
必ずご記入ください。
■申 込 先
　 （一社）日本建築協会京都支部事務局
FAX 075-255-6077/E-mail：kyokai-
kyotoshibu@kyoto-kenchikushikai.jp

日本建築協会

会告

ロームシアター京都（旧京都会館）

撮影：笠原一人

京都市京セラ美術館 大丸 心斎橋店
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建築をみる2020　東京モダン生
ラ イ フ

活
東京都コレクションにみる1930年代1

松井写真館《朝香宮邸大客室》 1933年頃

1930年代の東京－1923年の関東大震災によって江戸・明治の面

影を失いながらも、「帝都復興」の掛け声のもと近代都市として

の新しいスタートを切った地。華々しい震災復興記念祭とともに

幕を開けたこの時代は、ガラスと鉄筋コンクリートの近代的な建

築が立ち並び、地下鉄が走り、モダンな衣服に身を包んだモガ・

モボたちが銀座の街を闊歩した。やがて戦争の惨禍にさらされる

までのわずかな間に、日本の都市文化の中心地として花開いたの

である。現代の東京に繋がる都市の原型が形作られた時代と言っ

ても過言ではなく、今にも通じるモダンなライフスタイルの萌芽

を見て取ることができる。

本展では、東京都の所有する作品・資料－絵画や家具、写真、雑

誌、衣服など、分野を横断する多彩なコレクションの紹介を通し

て、朝香宮邸が生まれた時代の、モダン都市・東京の在り様を描

き出すことを試みる。東京に今なお確かに息づいている、“モダ

ンの息吹”を探るものである。

期　　　間　9月27日（日）まで
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　第 2・第 4水曜日（8/12、8/26、9/9、9/23）
会　　　場　東京都庭園美術館（本館＋新館）
　　　　　　東京都港区白金台5-21-9
　　　　　　TEL.050-5541-8600（ハローダイヤル）
観　覧　料　 一般900円、大学生（専修・各種専門学校含む）720円、

中高生・65歳以上450円
　　　　　　＊小学生以下および都内在住在学の中学生は無料
　　　　　　＊ 障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者2名は無料
　　　　　　＊ 教育活動として教師が引率する都内の小中・高校生

および教師は無料（要事前申請）

ヤン・ヴォー ーォヴ・ンヤ2

ヤン・ヴォーは1975年、ベ

トナム・バリアに生まれ、

現在はベルリンとメキシ

コ・シティを拠点に世界各

地で活躍している。ヴォー

は 4才の時に、父親の手製

のボートに乗って家族とと

もにベトナムから逃れる。

海上でデンマークの船に救

助され難民キャンプを経て

デンマークに移住。コペン

ハーゲン王立美術学校、フ

ランクフルト（ドイツ）の

シュテーデル美術学校で学

んだ。

ヤン・ヴォーは、彼自身の

経験、家族の歴史、社会的あるいは政治的な歴史に彩られたレ

ディ・メイドの物、写真や手紙などの蒐集品、また彼の周辺の大

切な人たちの手によるものを取り込みながら作品化する。それら

の作品を通じ、アイデンティティ、権力、歴史、覇権主義、エロ

ティシズムといったテーマが直接的にあるいは比喩的に顕れ、鑑

賞者にも一つの事物に対して異なる角度からの視線を持つことを

誘う。

本展覧会は、世界的に活躍するアーティスト、ヤン・ヴォーの全

貌を明らかにする、日本の美術館における待望の初個展で、国立

国際美術館のみの開催となる。ヴォーの師、父親、恋人、ミュー

ズであるヴォーの甥等、ヴォーの周囲の大切な人たちによる作品

や、ベトナム戦争を押し進めた米国防長官R.マクナマラの遺族と

の協働による作品など新作、近作を含め約40点余の作品を展示。

ヴォーの卓越した選択眼、組み合わせの妙を存分に堪能すること

ができる。またヴォーにより丹念に考え抜かれた展示空間への作

品配置も見所である。

期　　　間　10月11日（日）まで
　　　　　　10：00～17：00
　　　　　　※入場は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日（ただし8/10、9/21は開館）、8/11、9/23
会　　　場　国立国際美術館　地下 3階展示室
　　　　　　大阪市北区中之島4-2-55
　　　　　　TEL.06-6447-4680
観　覧　料　一般1,200円、大学生700円
　　　　　　＊高校生以下・18歳未満無料（要証明）
　　　　　　＊ 障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料

i n f o r m a t i o n

［参考図版］ヤン・ヴォー《All work》
2019年 展示風景

（第58回ヴェネチア・
ビエンナーレ、2019年）
Courtesy of the artist, 
Photo by Nick Ash
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i n f o r m a t i o n

京都市京セラ美術館開館記念展
杉本博司 瑠璃の浄土3

杉本博司は、1970年代より、

大型カメラを用いた高度な

技術と独自のコンセプトによ

る写真作品を制作し、世界的

に高い評価を受けてきた。ま

た、古今東西の古美術や歴史

資料等の蒐集や建築、舞台演

出といった幅広い活動を行

い、時間の概念や人間の知

覚、意識の起源に関する問い

を探求し続けている。

これまで幾度となく京都を訪

れ、その長い歴史から思索を

誘発されてきた杉本は、当地

で撮影を行い、作品も生み出

してきた。今回、かつて 6

つの大寺院が存在していた京

都・岡崎の地に立つ京都市京セラ美術館の再生にあたり、現代に

おける人々の魂が向かう場所としての浄土の観想や、今、果たさ

れるべき再生とは、といった問いから、「瑠璃の浄土」のタイト

ルのもと、仮想の寺院の荘厳を構想する。

杉本の京都での美術館における初の本格的な企画となる本展で

は、新たに制作された京都蓮華王院本堂(通称、三十三間堂)中尊

の大判写真を含む「仏の海」や、世界初公開となる大判カラー作

品「OPTICKS」シリーズといった写真作品の大規模な展示を試

みる。

また、「京都」「浄土」「瑠璃－硝子」にまつわる様々な作品や考

古遺物に加え、屋外の日本庭園には《硝子の茶室 聞
モンドリアン

鳥庵》も設

置され、写真を起点に宗教的、科学的、芸術的探求心が交差しつ

つ発展する杉本の創造活動の現在について改めて考えるととも

に、長きにわたり浄土を希求してきた日本人の心の在り様を見つ

め直す。

期　　　間　10月4日（日）まで
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　＊事前予約制
休　館　日　月曜日（祝日の場合は開館）
会　　　場　京都市京セラ美術館　新館　東山キューブ
　　　　　　京都市左京区岡崎円勝寺町124
　　　　　　TEL.075-771-4334
観　覧　料　一般1,500円、高大生1,100円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊京都市内に在住・通学の高校生は無料（要証明）
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料

西宮市大谷記念美術館の＜展覧会とコレク
ション＞2　ひろがる美術館ヒストリー4

美術作品を展示して展覧会を

開催すること、作品を収集保

存することは美術館の大きな

役割である。そして、この二

つの役割は深く関係し合って

いる。展覧会を機に作品を購

入、または寄贈を受けて作品

を収集することもあれば、ま

とまった作品の寄贈を受けて

展覧会を開催することもある。

2018年に開催した前回の「ひもとく美術館ヒストリー」では、

1972年の開館当初から2000年代初め頃までの展覧会を取り上げ、

近代絵画をコレクションの核とする西宮市大谷記念美術館が、西

宮をはじめ阪神間で活躍した作家たちの展覧会を積極的に開催

し、新たな作品収蔵へとつなげていった経緯を紹介した。

第 2弾となる今回の「ひろがる美術館ヒストリー」では、1997

年以降に企画・開催した現代美術作家の個展に焦点を当て、コレ

クション形成との関わりを検証する。そもそも現代美術の展覧会

が企画されるようになったきっかけは、時代につれて、地元作家

たちの表現が、従来の形式にとどまらない広がりを見せていたか

らである。このように始まった現代美術作品の収集は、西宮市大

谷記念美術館のコレクションの幅を少しずつ広げていった。その

歩みが、16作家36点の作品を通して紹介される。

期　　　間　9月27日（日）まで
　　　　　　10：00～17：00
　　　　　　※入館は16：30まで
休　館　日　水曜日
会　　　場　西宮市大谷記念美術館
　　　　　　西宮市中浜町4-38
　　　　　　TEL.0798-33-0164
観　覧　料　一般500円、高大生300円、小中生200円
　　　　　　＊西宮市内在住65歳以上の方は250円（要証明） 
　　　　　　＊ ココロンカード・のびのびパスポート呈示の小中生

は無料
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料

本欄掲載の1～4の美術館等の招待券ご希望の方は、電話等で申し
込み後、招待券送付用の切手（84円）を日本建築協会事務局まで
お送りください。

＊ 事情により開催内容が変更、もしくは中止となる場合もございます
のでご注意願います。

《瑠璃の浄土》
2005, 小田原文化財団蔵
Ⓒ Hiroshi Sugimoto/

Odawara Art Foundation
Photo : Yuji Ono

杉浦康益《落下のしゃら》
2006年　陶
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日本建築協会
月間の動き  2020年 6月

編集委員会（2020年度）
■副会長
　川合　智明
■編集担当理事
◎勝山　太郎
　佐藤　栄一
　橋寺　知子
　西　　博康
　菅野　忠司
　山田　　淳
　吉村　英祐
■副委員長
○戸川　勝之
■編集委員
　中原　岳夫
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
△田中　直人
　松田奈緒子
　守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　奥田　英雄
　桑原　悠樹
　下坂　浩和
△東　　拓郎
　樋口　展寛
　松岡　英緯
　三谷　帯介
　米山　剛史
　渡部　　剛
★インテリア・住宅系
　赤川貴世友
　東　奈生子
　今井　充彦
　高橋　伸明
　川合　隆之
　河西　孝平
△黒栁　　亮
　塚口　洋之
　ペリー史子
■構造分科会
　宇野　綾真
　岡田　　健
△岸本　光平
　古島　正博
　正野　和司
　瀧野　敦夫
　竹本　孝輔
　萩原　　学
　宮久保秀樹
　向井　洋一

■設備分科会
　有尾清二郎
　木谷　晃之
　北野　勝也
　寺井　千佳
　夏井　重行
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　森山　正和
　山本　雅洋
■施工材料分科会
　門野　　陽
　桜井　和男
　秋竹　教行
△藤丸　啓一
　山口　紀宏
　河合　智寛
　吉田　正友
　岡田　淑子
■法令分科会
△岡田　耕介
　垣内　　明
　河野　　学
　西　　雅昭
　福岡　誉顕
■作品作風小委員会
　居内　章夫
　池上　　明
　石井眞由美
　稲垣　和江
▲太田　栄治
　加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　髙木　秀晃
　鞆野　淳司
　西田　佳代
　藤原　　寛
　平野　尉仁
　増田　敬彦
■広告企画小委員会
　小川　雄介
　金築　　雄
　小山　　昭
　野山　将男
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹

（順不同）

◎委員長
○副委員長
▲小委員会委員長
△幹事
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Ⓒ「建築と社会」誌の記事の無断転載を禁じます

総会
定時総会
6 月18日（木） 15：00～15：45
OMM
出席者　設楽会長ほか24人・団体
議　事（ 1）2019年度事業報告
　　　（ 2）2019年度決算報告
　　　（ 3）2020年度事業計画
　　　（ 4）2020年度収支予算
　　　（ 5）役員候補者選任

理事会
第 1回通常理事会
書面決議
決議者　設楽会長ほか45人
決議事項　総会と同じ
第 1回臨時理事会
書面決議
決議者　設楽会長ほか43人
決議事項
　　　（ 1）役付役員選任
　　　（ 2）常任理事ならびに常設委員長委嘱
　　　（ 3）理事の会務分掌

編集委員会
第 1回広告企画・編集合同委員会
6 月17日（水） 17：00～18：10
WEB会議
出席者　勝山委員長ほか 7名
議　事（ 1） 7月号特集　青年技術者
　　　（ 2） 8 月号特集　消費志向の変化と建

築～トキを味わう空間としての建築～
　　　（ 3） 9月号特集 都市を鳥瞰する
　　　（ 4） 10月号特集　案①宇宙と建築（仮） 

案②建物の長寿命化（仮）
第 3回構造分科会
6 月12日（金） 18：00～19：00
WEB会議
出席者　岸本幹事ほか 6名
議　事（ 1）「構造の頁」の企画
　　　（ 2）2020年特集の企画
第 4回構造分科会
6 月26日（金） 18：00～19：00
WEB会議
出席者　岸本幹事ほか 5名
議　事（ 1）「構造の頁」の企画
　　　（ 2）2020年特集の企画
第 1回設備分科会
6 月 9 日（火） 18：00～18：40
WEB会議
出席者　橋本幹事ほか 4名
議　事（ 1）2020年特集の振り返り
　　　（ 2）「設備の頁」の企画
第 1回施工材料分科会
6 月30日（火） 17：00～17：40
WEB会議
出席者　藤丸幹事ほか 5名
議　事（ 1）2020年特集の企画
第 1回法令分科会
6 月24日（水） 15：00～16：45

日本建築協会＋WEB会議
出席者　岡田幹事ほか 6名（内WEB会議 2人）
議　事（ 1）法令コーナーの企画
　　　（ 2）2020年特集の企画
第 1回作品作風小委員会
6 月25日（木） 19：00～20：00
ドーンセンター中会議室 1
出席者　太田小委員長ほか 6名
議　事（ 1）作品の選定
　　　（ 2）作品の掲載状況、予定
　　　（ 3）gallery掲載報告、予定
　　　（ 4）その他

事業委員会
第 1回情報見学小委員会
6 月11日（木） 18：05～18：50
WEB会議
出席者　中尾委員長ほか 6名
議　事（ 1）本年度事業の検討
　　　（ 2）交代委員の紹介

出版委員会
第 1回出版委員会
6 月23日（火） 18：00～19：15
WEB会議
出席者　西委員長ほか 8名
議　事（ 1）既刊書籍経過報告
　　　（ 2）制作進行中の書籍
　　　（ 3）今後の出版テーマ
　　　（ 4）建築セミナー

教育委員会
第 2回大阪府住まい・まちづくり普及協議会
6 月19日（金） 10：30～12：00
WEB会議
報告・議題
　　　（ 1）出前講座
　　　（ 2）補助金
　　　（ 3）その他

未来創生プロジェクト
第 2回建築次世代委員会
6 月24日（水） 18：35～19：55
WEB会議
出席者　菅原委員長ほか 6名
議　事（ 1）本年度の活動計画の検討
　　　（ 2）その他
第 1回2040委員会
6 月16日（火） 19：30～
PARK Lab. ＆ WEB会議
出席者　駒井リーダーほか 7名
議　事（ 1）企画内容
　　　（ 2）今後の委員会活動予定
　　　（ 3）その他
第 3回Ｕ-35委員会
6 月10日（木） 19：00～20：30
WEB会議
出席者　髙畑リーダーほか10名
議　事　（ 1）活動／予定
　　　　（ 2）次回予定／その他



東京都千代田区神田小川町1丁目4-2 風雲堂別館ビル2階

年間広告のご案内
会誌「建築と社会」では、後付部分に
広告スペースを設けております。

1年を通じて、社名広告を掲載されませんか？

掲載期間：4月号～翌年3月号までの1年間
掲 載 料：48,000円（消費税込み）
サ イ ズ：1/12頁（タテ40mm╳ヨコ90mm）
　※毎月掲載誌をご送付します。
　※原稿は1年間同じ原稿を使用します。

お問い合わせ先
一般社団法人　日本建築協会　内山・井筒

TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984　E-mail：koukoku@aaj.or.jp
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■掲載内容

1． 写　真：外観、内観、ディテール、
模型写真等。（プリントの場合、サイ
ズはキャビネ判程度。電子データの
場合、解像度300dpi以上）

　　CGやパース、コンセプト図等でも可。
2． 説明文：①ページタイトル（作品名
称とは別に検討してください）、②作
品についての考えを300字程度にまと
めた文章。

3． 概　要：作品名称、所在地、設計者、
施工者、建築面積、延床面積、構造
規模、工期など。

※ イラストレーター用の原稿作成
フォーマットを用意しています。
　 必要な方は、右記の担当まで
ご一報ください。

■掲載について

1．応募は、本会会員に限ります。
　　 入会は本会のホームページから可能
です。（http://www.aaj.or.jp/）

2 ．写真の撮影者名は必ず付記願います。
　　 写真に著作権等が生じる場合は、応
募者にて処理願います。

3． 掲載ページ数は、原則として 1社
（ 1人） 1頁とします。また、竣工予
定の作品を掲載希望の場合、写真等
の原稿期日は配慮いたしますので、
ご連絡ください。

4． 建物の特徴や特殊な事柄については、
簡単な補足説明をお願いする場合が
あります。

5． 作品の掲載順の決定および誌面レイ
アウトを含む特集全体の編集は、本
会の作品作風小委員会で行います。

6． カラー掲載をご希望の方はご相談く
ださい。（掲載料が必要となります）

■掲載申込締切日および原稿送付先

1．掲載申込締切日：
　　2020年10月15日（木）

2 ．送付先：（一社）日本建築協会
　　「会員作品特集号」係
　　〒540-6591
　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　OMMビル 7階
　　TEL.06-6946-6981
　　FAX.06-6946-6984
　　E-mail：hensyu＠aaj.or.jp
　　担当：井筒

会員のみなさまの　
個性あふれる作品を
お待ちしております

『建築と社会』令和3年2月号

「第27回 会員作品 “私の空間作法”」

作　品　募　集
『建築と社会』2月号では、会員

作品発表の場として、「第27回

会員作品特集号“私の空間作法”」

を企画しています。

対象は、建築・ランドスケープ

デザイン・インテリアデザイン・

まちづくり・アート等、空間に

関わるすべてとし、完成作品、

計画案を問いません。また表現

方法は、写真、CG 等の別を

問いません。

掲載無料
モノクロ


